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らちし五＝一つ
校長三橋修

本校は、昭和６２年度より三か年にわたる学校同和教育の研究指定を市教育委員

会よりいただき、昨年中間報告会を実施し、､造詣の深い諸先生方からご指導、ご助

言をいただき、その後において、十分研究に生かし、積みあげきれてはおりません

が、ここに研究の一端を披露し、一応のまとめとする運びとなりました。

同和教育は、全ての学校で、積極的に取り組まなければなりません。

学校生活の中で、生徒たちの生活はどうでしょうか。学校生活の営みの中でさま

ざまな事象が目の前に繰り広げられます。私達は、時には、「はっ」とすることも

あり、全く気づかないこともあります。しかし、生徒達はその中で、深く傷つくこ

ともあります。見えがくれする偏見や差別、人権侵害を鋭く見抜く目と感性、差別

に気づき、しない、許さない、負けない子をどう育てるか苦悩しました。

憲法並びに、同和対策諸法の基本精神を基に、「基礎学力の向上を図り、進路の

保障に努めるとともに、科学的・合理的な見方、考え方を養うことによって、同和

問題を正しく認識し、人間の尊厳性についての自覚を高め、真に民主的人間関係の

確立に努力する生徒を育成する。」とある本県同和教育の中学校の目標をおさえ、

私達は、現存する差別や偏見に直面したとき、その差別を解消する実践、更には、

学校生活の中で起こりうるあらゆる人権侵害（いじめや無視、仲間外れ等〉をなく

し、人間尊重の精神を積極的に教育活動の場に具現化し、神聖にして侵すことので

きない基本的人権を誰もが等しく享有し、希望に燃え、精一杯に生きるための教育

実践の推進こそが同和教育の根幹をなすものと推論し、共通理解を持ちました。

研究実践に際し、教育委員会のご指導・先進枚の研究より「教師自らが変わるこ

とが子供を変容させる」とご教授を受け、最初の一年間を教師自身の研究にあて、

その中より、教育活動の全体を通して、着実に実践することが肝要であり、学習面

における、基礎基本のおさえと、人間的なふれあいや心情面を大切にすること、そ

して、協働の立場にたって創意工夫をしてまいりました。

可能な限りの時間と場を創意し、教科・道徳・特別活動の研究に加えて、実践七

鰯面、学級の日の設定と三年生全員の一人一鉢の菊づくり、ちぎり絵、オカリナづ

くり等、身近な生活の指導を通して、豊かな情操や、忍耐強く、１噸;Mすることのす

ばらしさに気づかせ、同時に、その中に潜在する差別や矛盾にも気づく生徒の意識

向上と解決への実践力および、ＰＴＡ活動の中での啓蒙を図叺差別や矛盾の解消

を図ってきました。

まだまだ私達の教育実践は一筋の光を見い出したとはいえ、未熟で課題も多く、

皆穣のご批判．ご指導を糧に明日からの研究・実践を推進する覚悟です。

最後に、多くの制約の中で、研究実践に真剣に取り組みをいただいた全職員に深

く感謝しております。この紀要も職員の手作りによるものです。

また、これまで、ご指導、ご助言いただいた市教育委員会並びに、中教育事務所

の先生方及び、茨城県利根町立利根中学校長小島昭典先生・静岡県天城湯ヶ島町立

天城中学校をはじめ、参観・資料提供をいただいた多くの学校に深く感謝を申し上

げます。
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伊勢原巾教育委員会教育長大il1浩一郎

私たちは、だれでも生まれながらにして自由であり、平等であることを当然
のこととして願っています。また．一人の人間として．幸せで生きがいのある
人生を送りたいと望んでいます。こうした願いは、ILl本国憲法において’何人
も侵すことのできない」基本的人権として、すべての人に保障されています。
しかし、残念ながら、人間としてのこの当然の権利が差別や偏見のために、

十分には保障されていない現実がたくさんあります。たとえば男女の差別一人
種差別・心身障害者への差別・学歴による差別・部落差別などです。
～こうした差別や偏見の中で、もっとも深刻で重大をものが部落差別すなわち
同和問題であります。いまなお、少なからざる人びとが、全く理由のない不当
へ可な差別や偏見により苦しんでいるのです。このことは、基本的人権が著しく侵
害されるという重大な問題であり、日本国憲法に反するものであります。
このような差別や偏見を解消し、真に明るい民主的な社会を建設するため、

教育の果たす役割は極めて大きいと言えます。
伊勢原市教育委員会は､このような考えから数多くの研修会や研究会を含む

同和教育の推進・充実策を論じてまいりました。昭和６２年度より小・中学校
それぞれ一校ずつを､同和教育研究中心枝として、学校同和教育推進のための
中心枝を委託したのもその一つであります。
本校では、その私たちの委託に応え、神奈川県教育委員会の「同和教育基本

方針ｊに基づき、研究の基本的な考え方を同和問題解決のための基霊となる資
質の育成におき、「人間尊重の輸神を基盤として、差別をなくそうとする意欲
と，これを克Hliする実践力を培い，差別を許さない人間の育成」（神奈川県同

;(和教育基本方針）を目標に「人権を尊重する民主的な人間関係の確立をめざ
して」を主題に、「認めあい、励まし合い、ともに生きる生徒の育成」に努め
＿研究を進めてこられました。

和禰艤挺改纈蕊仇藝難蕊認蹴繍懸推：
されました。なかでも、目標・内容が特に同和教育と深い関係のある教科（国
一語・社会）を重点教科として人権Ｐ差別にかかわる題材や内容を中心に、同和
、教育・人権教育の視点から指導し、また道徳・特別活動等にあっては、同和・
人権教育としての計画的な指導を進めてこられました。とりわけ、数年前から
生徒会を中心にして取り組んできた「オアシス運動｣や菊づくりや草花栽培、
一分間スピーチ等は、道徳や各教科等の人間尊重の指導とあいまって、自然を
いつくしみ、互いの立場を認めあい、他人の痛みが分かる生徒の育成に大きな
役割を果たしてきました。

昨年１１月に神奈川県一健康優良校として表彰されたのも、また昨年・今年
、と本校の生徒が遜勤や文化活動の面で数々の活躍をしているのも、心身ともに
健全な生徒の育成に成功した証左であり、また同和教育研究の成果とも言えま
ましよう。とは言え、行事や進路指導等の多忙な中学校教育の中で、３年間と
いう長I､期間に亘叺この研究に取り組んでこられた校長先生をはじめ藷先牛

糺方の並滝ならぬ御苦労に対し、市教育委員会として心から深甚の謝意を表する
ものであります。
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1．二詞交と地域のi雁要

本校は創立８年目、主な学区は小田急線伊勢原駅の北､W部分、旧伊勢jii町の中

JCP部となっているも生徒は伊勢原小学校から85％、残り15％が成瀬小学校(下糟屋

地区)と桜台小計較馳錯馳区)から来ており、現在６７３名、市内で最も４頻模の

中学校である。市の中心部の学区とはいえ、学校の所在地はまわりを田んぽや梨、

ぶどう、柿､いちごなどの畑に囲まれ、通学道路は四季折々の大山の眺めと共に

素晴らしい自然に恵まれている。また広い校地に少人数ということで、ゆったり

した情操が培われる条件も整っている。

開校以来、生徒会ではオアシス運動のスローガンを提I）F、朝晩のあいさつや、

、鬮下での会釈等、割合良く実行されている。更に現在で１．Ｌそれを伸長させた形

の生活習慣、実践七場面の推進を図叺その定着化に努めている。

しかし、校内では、時に軽はずみな行動で人を傷つけたり、誰をも差B聴く－

人の人間として尊敬する気持ちを持てを１，堵もおり、同荊敏育を高めていかなけ

ればなら左い素地は十分にあるようだ。更に極めて小数ではあるが､学校に来れ

をI,凹三徒で来ても授業になじまない生徒もおり、これらの生徒の学力保障、進路

の保障を含め、教員、生徒、保護者一体となって、一人ひとりの人権を大切にす

るための教育環境作りに知恵をしぼり、１W熱を傾けているところである。

Ⅱ研究の圃震■～

１．研究主題

「人権を尊重する民主的な人間関係の確立をめざしてｌ

認め合い、励まし合い、共に生きる生徒の育成

２．主題設定の理由

材蕩号川県同和教育の基本方針に定められた基本事項の内、亀創交教育について次

のように述べられている。『学校教育においては、人間尊重の1W神を基盤として、

差別をなくそうとする意欲と、これを克HBIする実践力を培い、差別を許さない人

間の育成をめざして、児遡i・生徒の発達段階に即した同1i､孜育を進めるとともに

教育の機会均等の保障に努める。」

また、神奈川県同和教育の目標一中学校における同和教育の目標には、「４骨色

校における教育の基礎の上に、基礎学力の向上を図り、進路の保障に努めるとと

もに、科学的、合理的な見方・考え方を養うことによって同和問題を正しく認識

し、人間の尊厳性についての自覚を高め、真に民主的な人間関係の罐立に努力す
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る生徒を育成する。」－とある。

、同和教育は入と人との間に存在する差別をなくそうという意欲と、これを克服

する実践力を育成することである。これは豊かな人間性と人権尊重の精神を育て

ることによって実現されるものであると考える。しかし、現実には自己中心的な

生徒が多く、日頃の学校生活の中での生徒の活動を見ていても、助け合って共に

伸びようとする思いやりのある行動や意欲的な活動P§6どに欠けているような気が

してならない。近年．講交教育において「いじめ」が大きな問題として取り上げ

られているが、これも偏見や差別による問題行動の現れであり、人権尊重の自覚

の低さに起因するところが大きい。本校においても例外ではなく、物を隠す、

友達を無視する、陰口を言うなどの、思いやりや信頼の乏しさなどから起こると

思われる問題行動がみられる。また、励まし合い<共に学ぼうとする連繍惑も低

く、怠学、部活をさぼる６１霜F・学習に真剣に取り組めないなど、２討支生活に興

味を持って参加できない生徒も少なくない。これらも問題行動につながる一因と

考えられる。この頓な現状をふまえ、教育活動全体を通して、科学的も合理的な

見方、考え方を養い、正しい民主IiI旧9｢人間観を持つことのできる生徒の育成をめ

ざｳﾌﾟこめｓ上のように主題を設定した。

３．研究のねらい

「人権を尊重する民主的な人間関係」を砿立できるよう、学校生活のあらゆる

面を捉えて生徒への指導を工夫していく。特に、学習や、学級の生活を充実させ

ることにより、一人ひとりを大切にし、認め合い、励まし合いｓ共に生きる生徒

を育てる教育実践をする。

４．研究仮説

團悦青活動全体を通して、科＆;q的・合理的な見方・考え方を養い､f思いやりの心

を育てていくことにより「人権を難童する民主的な人間関係」が確立され、認め

合いで励まし合い、共に生きる生徒が育てられると考える｡～
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5．研究の計画と経過シい

昭和６２年度－６４(平成元)年度伊勢原市同流鰯【青研究枝として指定される。

（１）６２年度の計画と経過
①研究会の持ち方
万全休会一学年部会

が鱸譽鰕'］二…毎週木曜日５校時：
②年間計画

４月研究内容の立案↑研↑
５月い〃｜究資
６月実､鯛駿方法の検討一｜準’
７月実懸調遼実施～｜傭｜

蝿卜個眼枝視察和歌山県和歌山Th立西和中学校」期’
８月翼､鰯日駐のまとめ－－１間科
９月蔓g懇調遼の分析へ～’’
１０月研究体制の検討｜・｜

県外優良枝視察天城湯が島町立天城中学校↓～’

’１月議論辮騨I鶴i鶴)／ハイ霜Ｎ１ｌ
１２月学習会・調査，分析～ず１丁噂’
１月学習会～１法Ⅲ
２月〃い」研の集
３月年間の反省と次年度への方向付け､研究体制の確立↓究↓

(2)昭和63年度目鐘研究の計圃iと経過~ｒＩＹＰ
☆教科授業研究は６３年度に２回、６４年度に１回行い、その中でg銅31すべ

て割鋪する。‐￣

☆道鰯受業研究は６３年度に２回、６４年度に２回実施する．＞》

※教科.露授業研究はできるだけ多くの鵬が行うよう眉Ｂｉ葱する。
､１；よ～ｒ寸

昌済吸lmi圏の編成と学級の日の設定について

☆学級組織のi目成について

・挙吸の特性を考恵し、箏吸l回織を凝成する。

ｐ係としては学習班（学習係>と自然愛護の班（係）を設ける，

☆学級の日の設定について

職員が生徒と共に資淘9t会活動や係活動に取り組t3時間を設けることが必

要であろう。学級の活動を強化、保障するために

回作る。→(後に１回に変更）全職員が会議のたRn作る。→(後に１回に変更）全職員が会議のためではなく、部活動とは

別の形での生徒とのぶれ合いをより多く持つためである.
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(3)平成元年度実践研究の計１画iと経過

☆教科授業研究は６３年度に２回行った継続として残りの教科を行い、その中
で９教科すべて実施を完了した。

☆適徳授業研究は本年度も２回実施した。

※教科・道徳授業研究はできるだけ多くの職員が行うよう配塵した。

-4-

月 ←＝＝＝犀＝ニーーーーーーでマーーダー、=＝■一定官＝■－ごヒーー・蛇■

４

｡ コヰEE"膨冠実醸の訴因及び通､鷺のUG定

全教科、道徳、学級会活動の指導のねらい・観点を決
･実践研究勢殴の9,微づくり

める

部会 ･全体会

５ 究に向けての取り組み 部会・全休会

６ 6/4教科授業研究(１年－美術・２年‐音楽。
・評価一一一観点による・今後の§H1題
6/0

6/2１
校内合唱祭
大W日中研究発表会に参ｶロ

3年社会）部会・全体会

７ 合唱祭の取りHgみについて検証部会・全体会
･今後の課題

８

8/〕茨城鴎u噸属HB利根､『立利根中に行き、打ち合せ
8/２４茨城蝿噸馬郡利I且町立利根中小島校長を識５Fに招く
これまでのまとめ、２学期からの取り組みの検儲Ｉ部会．全0k会

９ 体育祭、取り組みについて検証
道徳授業研究に向けての取り組み…へ

部会・全体会

1０

道徳授業研究俗学年>i＞Ｊ：
･評価一一一観点による
･今後の課題

教科授業研究に向けての取り組み

部会・全体会

10/O～l形県外優良枝視察奈良鼠宇陀野郡菟田野町立菟田野中
10/10～１２県外優良枝視察千葉県長南町立長南中､/?野田市立南部中
10/２６光通【祭１部

1１

光輝祭の取り組郷Ｆ検証Ｆ 部会･全体会
11/２４教科授業研究(１年-英語・２年-翻俘・３年-保健体育）
･評価一一一観点による
･今後の課題…mノー

人権アンケート内容の提案'６６らびに実施・集計、

1２ 12/５中間報告会、公開授業(道徳一名学年・２年-国語・社会）
部会・全l#[会

１

:鞭5i巍騨による 部会・全体会

２ 学指･学会及び短学活の事例研究
６３年度研究の取り組みについて反省郁会．４P休会

３ 度研究の実践計画
の方針、組j職、計画iの決定

部会･全体会
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うそ全程児窒雪崔三歴鍾石引干与増ニクフ冨蟇卜而面Tノー叢墨品曲論

４

元年度研究実践の計画及び粗HHの決定
全教科

露;瀞会翻蠣のねらい･鯨……推進委員会･部会6全休会

５ 教科投薬研究に向けての取り組み推進委圖会・部会・全体会
5/23進路指導授業研究
5/29学級の日国語ｐ社会｡受業研究、

６ 6/４教科授業研究(1年-理科、技術家庭(女)･2年-.3年-）
道徳授業研究に向けての取り組み推進委員会・部会・全体会
ＰＴＡ地区懇談会－４回(毎回冒頭に同和問題啓霞映画を上映)↓
6/１３学級の日国語・社会｡受案研究６/14,15,19,20

’
７

道徳授業研究
紀要原稿作成に向けての取り

ンケー

級の日
ﾄ内容の提案を

組み
らぴに

国語・社会｡受業讓
･集計
推進委員会・部会・全体会

８

掲
紀
示物の作成
要粗原稿のまとめ．

発表に向けての諸準備
２学期からの取り組みの検勵ｆ

推進委員会・部会 ｡ 全体会

９ ，/１４道徳投棄研究
体育祭、取り組みについて検証

ｻﾞ講l;騨授鐸騨蕊壇麺）国語・社会｡受業研究 推進委員会・部会・全体会

1０

霧護
10／
10／

９

傭(公開授29寵導案・発表内容の整理〉
への取り組み

光週U祭第１部
学級の日

10/２９光輝祭第２部
紀要完成推進委員会・部会・全体会

1１

発表に向lうての最終F鰯Ｈ１・リハーサル
11/０研究発表会
学級の日

発表についての反省会 推進委員会・部会・全体会

1２ 生徒実､蕊駒!E・集計・分析(生徒の変容をU贋認する）
学級の日推進委員会・部会・全体会

１ 研究を通して得たものにより、本校のこれから進む道を検討
学級の日推進委員会６部会・全体会

２ 研究を通して得たものにより、才q交のこれから進む道を検尉
学級の日

元年度研究の取り組みについて反省推進委員会・部会・全体会

３ 2年度研究の実践計画iの検討
学級の日

研究の方針、組：3M、計國iの決定推進委員会・部会・全体会



ＰＴＡ活動を通しての働きかけ

６月に４回にわたって夜７時から行われたＰＴＡの地区別懇談会の始めに、

毎回「同和問題の解決のために」という映画を上映した。

また、日曜授業参観の機会を利用してビデオで本校の研究について説明し、

理解と協力を求めた。さらにＰＴＡ広報紙「ききょう」でも、この研究を

話題としてとりあげ、シリーズを組んでくれている。

６．研究

〈１）６
■髪糞鎭
■３年学年部会

部会

全体会

研究fP面会
研究部会

･研究推進委員会
校長、教頭、教務主任、学年主任、研究部代表、研究委員で輪成し、研究

の内容、進め方及び各部の研究推進等の検討、調整を図る゜
※構成員の重複を避けるため、研究企画委員は各部の代表を兼務しない。

･研究企画会
校長（教頭）と研究主任及び各学年代表の研究委員をもって構成し、研究

内容、方向、全体計画等の企画をする。

（２）６３年度研究組織

「軍一軍雷１

教科研究部

道徳研究部

学指・学活研究部
校長。 岡焼推進委員会

（企画会） 短学活研究部

調査資料研究部

鵜寵蝋鑑識礎繼轟需壁駿鬮謡{誌蕊X雛鳥。
研究推進委員会
く構成＞校長、教頭、教務主任、研究主任、名学年主任、各研究部長計12名
く役割＞研究の内容、進め方及び各部の研究推進等の検討・調整を図る゜
※推進委員会は内部機関として研究企画会を設ける。

(3)藤驍鰡づいて以下のよう…した
部Ｉの日・短学括鐘

進
塗
率
』

寺別活動研究割

生徒会活_動

研突推准委員会:校長,教頭,教務主任.各学年主任,企画委員
研究企画会：研究主任,研究副主任,会計,名詞院部長

-6-



７．研究の構想

割関係の砿ウ家占

ニユ豆［し、○つ立宙錯塞RPZ田と

Eとコエ豆し、クヮノヒヰ毎

ＩＢＵ点１１瞳 ＴＩ■

－７－

lEii上jLii:鰯……’

､､癌揖腐及び詞鏑i歴に褐Ｉﾃﾞろ目的．目6Nにのっとり．j軌ｉｔ上会の実lRと生9tの璽画の上に立って－人同性且力竣生徒の育成を因る．

０齢ｾﾞﾒ(Wけ61jij＃にI鍛姓ｉｔ ０：|W)､;&噸し､１１繩対6雑
Oロ鐡鴎》､;i3iｶOb6雑01111艫：、勘１Ｍifす'|;鮭

一」‐引
一》Ⅱ

一』》》
一
騨
騨
繊
顛
繊
繊 蓬

学年・学級経営

:毫薫二：



Ⅲ、研究の実践

組織の中に五つの研究部を置いて次のように研究実践を進めてきた。

１．牛寺刃ql了置;霊b可チヲ臣薔石

(1)研究のねらい－

①生徒が当面する身近な問題や課題を、生徒自身が自らの力で解決できるよ

うに､学級集団を基本として計画的､lu鏡的に指導し生徒の自己実現を
図る。

②個人及び集団の一員としてのあり方についての指導、人間関係の確立、個

性の理解や恵欲的な学習魍度の形成、自己実現を因る指導、心の健康と全

ての面で人間尊重の教育を行う。

(2)研究の仮説

①生徒が当面する身近な諸問題を話し合い、活動を通して解決していくよう

に計画的にI嵐鬮的な指導計画を立て、内容を充実させて実践していけば生

徒の自己実現が因れるだろう｡

②学校・学級において望ましい人間関係の砿立を基盤とするために、生徒会

活動・学級指導・学級会活動を意図的、計画的に行っていくことにより、

互いに思いやる懸度、憾力性、相手の立場に立って考える慰度など、人権

に対する意識が身につくであろう。

(3)研究の内容

本校研究の「中沢中学校の目指す生徒像」への取り組みとして当研究部で

は五つの活動を通して、そのねらいに迫りたいと考えた。

◇好ましい個性の進展を図る今①進路指導の充実

◇集団の一員としての

自覚と協力の態度を養う‐②学級の日の実施

◇矛盾を見抜き．自分の意見を

堂々と発表できる懸度を養う‐③一分間スピーチ

◇互いの人権を認め合い、

差別をなくす行動力を養う→④実践７場面

◇自然を愛し育てる態度を養う‐⑤菊・草花づくり

-8-



①進路指導

ア．ねらい～

進路指導は、ともすれ蝿圏学指導に偏りがちな現実が社会にあり、一

般的に多くの人々は進学についての指導を進路指導だと思っている。こ

のような社会の中で子供たちは常に大きな悩みや苦しみを抱えていると
■'』Ｊ１F二
JTｌｮ.-Ｆ_'

いっても過言ではあるまい｡一人の子供の適性個性:能力)や希望をど
う生かしていくのがよいかを真剣に考えることを教師のつとめとしてし

っかり認識しておかなければならない。

また、進路指導は進学指導や就Mn指導だけに終わらず、将来どんな生

き方をしたらよいかを考えさせ、職業や学歴や出身枚によってその人の

人間としての価値が決まるのではなく、将来社会人としてどんな生き方

生きがいを持って生活するがによって決まるのだということに気づか
せ、社会のため、自分のため､自分を生かす進路、そんな進路を考える

生徒を育てたい。

私たちは進路指導を次のように考えている。

。「生き方を教える」

。よりよい社会人として生活していくことの大切さを教えることから

始まる、単に進路先を選択するのではなく゛将来、自分はどう社会に

尽くしていくのか、社会の中でどのような生き方をしていくのか、働

くことの尊さ等々、しっかりした考え方を育てることが大切である。

また、職業選択の自由を阻害する要因を排除するとともに正しい職業

観を育成し、生徒が誤った優越観や劣等観を持つことのないように努

めることも大切である。その中で、互いの進路の選択に対して、仲間

を理解し、励まし合える基本が生まれる。お互いの進む道を将来に思

いを馳せて考え、認め合えることの大切さを身につけさせたいためで

ある。このことが生きる力となり、差別の存在の不当性を認識し、差

別解消へ向けての実践力につながる。

，。「自分を知り、支え合う指導」

…＿学校生活の中で自分を知ることの大切さを気づかせたい。自分を知
１０．．２｡:ポ．

ることが他を尊重することにつむＥがる一つの要素である。

「自分を知る」ややもすると成績中心になりはしないか、生活の中

で見られる自分の姿を仲間を通して自分の特性や個性をつかむ｡その
中ではお互いに働きかけがあり、自分を知る手がかりを、共に見つけ

-４



合う学習を通して、相手を大切にする心が育つと考える。

成績も自分を理解する要素の一つとして大切であるが､主たるもの

ではない。子供の持つ棟々な良さ、状況を自らがはっきりと自覚し、

自分に自信が持てることこそ重要である。そんな積み重ねをしたい。

。「進路選択の機会の薙保と保障に全力を尽くす」

進路選択の機会を個々の状況を充分把握し、子供と保護者、教師が一

体となって確保していく。子供の夢を、生き方の実現をどう具現化で

きるか、自己実現に最大の援助を図叺取り組んでいきたい。

進路保障は機会の確保と自己実現の保障である。そのための進路学

習の必要性を現実のものにしたい。

進路決定のために補充学習を計画し、学習力や学力の向上に努め

たい。個々の持つ真の力を開発し、少しでも子供の進路設計を実現さ

せることができるよう、学力の向上に努めたい。

私たち教師集団のこうした姿勢を子供に見せ、子供を引っ張り、共

に学び合う中で進路の保障に最大限努力していく。

こうした視点に基づいた進路指導を展開し、期待に胸を膨らませて

決定し進んだ職場や上級学校からの中途鯛8tをなくすことが必要であ

る。卒業後の同校についても、よく相談に乗り、自分はどの操を生

き方をするのか、自分の足でしっかりと歩むことが常にできるよう努

めていくことが私たちの責務と考えている。

。「同和教育と保護者・地域」

教育の場で正しく同和問題を学ぶことがなかった保護者には、代々、

親から言い伝えられた誤った考えや歪曲された事実から差別意識や偏

見を持っている人もいる。このような誤った差別意識や偏見を持った

保護者がいるということは、学校で同和問題を取り上げたり、同和教

育を推進する上で子供に正しい同和問題を理解させ、差別解消に向け

ての実践的な態度を育てるのに大きな壁や障害になる。この壁や障害

を取り除くことも学校同和教育の一つの重要な課題であり、その意味

からも、保護者への啓発を進めていくことが本校の同和教育推進のポ

イントにもなる。また、学校同和教育・社会同和教育を推進する行政

や地域の関係諸機関や諸団体との関連を深めながら．本校が日常、同

和教育をどう進め実践していく力､の指針として取り組んでいきたい。

－１０‐



イ．実践内容

ａ、進路指導

学級指導年間計画の指導内容を適応、学業、進路、健康・安全の４
つの指導内容とし、昨年の反省から４つの指導内容のバランスを考慮
し、生徒の発達段階に応じたものとなるよう配慮した。また、同和教
育として取り上げるところを示した。

学級指導年間計画平成元年度

雲J妾（自本票

互いに認め合い､励まし合い､協力して学校生活の向上･発展

を図ろ。

個性の伸長を正しく導き､集団の一員としての自覚や協力の

態度を育成する。

才旨契享F勺宅亭

ァ適応指導個々の生徒の不安や悩みを解消し､学校生活の適応を図ろ。

イ学業指導課題をもって自主的に授業にとりくみ､望ましい学習習慣の

形成を図る゜

ウ進路指導自己の理解を深め､進路に対する関心を高めると共に､適切

な進路選択の能力を育成する。

ェ健康､安全指導健康な生活を営むための基礎的な事項を理解させ､安

全な行動がとれるよう習慣化する。

才旨二等E」二ｃつモョ簔孟J言三

学級指導の授業を基盤とし、総ての学校教育活動の中で､生徒個々の発達

段階に応じて指導にあたることに留意する。

指導方法

ア説話による方法イ討議や話し合いによる方法ウ作莱しながら学習

をすすめる方法エ資料や読物を利用する方法生徒の発達程度により

できるだけ具体的かつ興味をかきたてる方法をとりあげて指導する。

●

－１１－



学級指導年間計画平成元年度､、､-.,
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学級指導年間計画平成元年度
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平成元年度学級指導年間計画
３年生の努〃日揮
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伊蜀囚市立中瞬中芋校

特別括勘研究霞

IWC、２
④卒蒲藍とる田癖

DMF卒研日．盤谷．キーパンチャー．タイピストなど

⑤高度鞍知鳳や技Niおよび特別の才鰭を必要とする■禽
例：研究者．技構名．医師．作家．仔麟家．アロスポーツ圏早６璽侭人選ど

③寅格や免院ぞ必要とする■贋

例:ガス溶摺極重畳者.ご風工事士.鱒哩遭侭±、目画z沮匿手・
劇空侭投担士．巴岡．弁風土、公握会Hf士・戯判官・外寅甘をど

詮逗長谷六茸÷よワ
中守中．Ｌ、中一・■』,巾P

Ｓ.●.､P･･i－４

･前回１１逸路と叩が【し堂鱗筏の逸路の掌智恒ついて穿奥てみたいと思い息す．
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□ 1頁

①鵯泉の粕璽~…．．‐鼠署＝

②送路の針目域て簿:?￣
③自分醤回る,遼路粗膜をする.．■良や上徴宇校を風べろ

．＿：

④自分で茸16芒国ぷ丘

⑤瞳臣や逗零の四侭をする

⑥W9泉の皇渚への心構え鷺つくる,

これらのことがら:瞥一罐から竿んでいくわけです.これからの逸路の字曹に
あたってはな■路飼M1隠孚；H科潅磐警筑ぺたウ．軍伍や先皇ともよく祖臆して・

し四P丘

目休日身の力で公もふぎらしい迅弼がI‘られるように審式I2Lいものです.
、畠

回
現在．中小企哀の間で人手不足が問田に藍っているようでＴ・国民金、公■が

兜演したｒ金田小企寓助mUq蜜」の中での瓜宣笛果によると．◆鰹えてOH6遇百
問田の内.【求人■に第一侭あ17危企簾の比申が急増しているとのことです.
平塚公共箆禽賓定Bi笹内での求人位は７月H1窪でaHl(昨年区I会２倍)と藍って
Ｍ伍す．本根にＬ会社の方がＥ組求人依紅梍みムニした．このよう惣状風警凡て
安鼎陰興■で⑬５と二うこと１３大８なあや逮玲でＴ・自分警竺かＬ・同時に社会
椌役ヱっ値につくことは．５Lたちにとづてとても大切な二とでＴ・全体として家
人欲は塒えてい‘といっても鮒国する田圃や労働魚佇侘あつ亀1,のI錘かなか漏
川’のです．現在芭掌瞥粕画している人も．自分が域田すると９の二と警孝坐て
この点を棋盆にｵえていく畷があり=す．

］、

ﾛ｡｢

同經まめ津直璽
□ ）

０２(年生めある宇田で.将宋どん竃画寓につ@たいかという屏塞した
ところ６旗のような良陪別の飽纂が出里した. 昭和６３年圧中字校・高専宰桓における逆時柑再に岡すら腿合的な寅皿U9浬の

釣果讃のようなニヒがわかり堂した．

中宰3牟窒のｚ牢翰望慧でI麺路迅択の理由として蚊も夢か可だのは

Ｏ雛の仕事に趣つ知菌･絃Hiﾋﾞ身につけたいから(５４．７%）
またｉｉ顛軸■宅のおIf極由として政も夢かつだのは■'

１．ｺざ企－

０杜白人l:して早く独立しだいから(４１．０％)でした．１Ｗ

'･竪956..．Q2iPbさ｡.…筆･･笘・．ご･･茸…?…:･器..?r･窒・･苫…ご…;竃.３
８長ﾐと嵐－－２名璽迫案--3名小先妄一震１名ｉＯ

ｉｻｰ脂『ｽ白-毅-10名公箇伺-10名その侭－４名！
+Ｏｂ．＆ ●

Ｉ翁一寛一－５名：
■●●し●⑤■●白一色の■●□■●●Ｃ己□●■●■ｐＧ－●■￣●｡●●の●ロロロ●●●■Ｂ●ＣｐＧ■Ｐ□●●●●●●●･己｡●●●●●●■●●ＤＢ｡ｐ●＝
□凸■中!

○昏各LI2将暴どんな笛禽琶翰且してい虫Ｔｂ､。それにはどんな駐寅があるの
か錘や､てぁ<必日がぁヮ虫す。■頂の湿甑藍凹お皇か仁分虹し望したので秒
今にして<鑓きい．

①人を栢亭に鯛<函魔

倒:腹売日.恵日.像健外突日.纂専師.屈辱０，.ｽﾁｭﾜｰﾃﾞｽなど
②生駒を祖早に臼<田皮

例：民裏．林纂．担纂．＊日興殖禽竃ど

③鞠モ相手に働く図案

風：風壁エー匡睡工．金目プレスエ．プヒエ．自助工修田エちど

回
いろいろな田寓について家餌や友人と鰭し合い．その伍禽につくためには申宰

檀遭卒饗してから．どんなコース竃危どっていけばよいか年えてみ注しよう・
例：①中平校卒察一大エ見百o芭匝鷹士免杵取10￣工務唐邑宕

②中宇校卒癖一茜拉－エロ・写窃日・膚員・公務目

③中牢笹卒良一宿敏一大字一国家賦敏一弁笛士



閻一へ学級会活動年間指導計画は学校及び生徒会の行事を考慮して計画を
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進路指導計画は各学年の学級指導年間計画の中に位置づけし、３年
間を通した指導となるようにした。

‘,`成jc6,;皮進路指導年間計画
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また、学級指導略案や資料等を各学年の担当者が各学年教師に提示し、
学級担任はそれを参考にして授業を進めた。そして、今年度は初めて同
和教育の視点に立って進路指導の授業研究に取り組んだ｡各学年の授業
者は略案をもとにして指導案や工夫した資料の作成に努力した。

１王匡彗三糸及十旨型享才旨夛葛厘雪二

1．題材

２．本時の目標

将来の夢と希望

希望に満ちて入学してきた生徒が将来の夢と希望について考え

ることにより、進路へのBQJDを高めることができる。

3．指導過程

4．評価及び事後指導

・将来の夢と希望について考えさせ、進路への関心を高めさせることができた

か。

・各自異なる希望をこれからの進路学習によって、自分で見通しを立てる気j獣

ちが起きるように指導する。

-18-

学習段階

導人

展開

まとめ

学習内容

将来の夢と希望

夢や希望の内容

友達の夢や希望

夢や希望を実現す

るために

個々の将来の夢や

希望の検討及びこ

れからの学習。

￣＝＝－－－－

学習活動

夢と希望とは自分にとってどんな

ものかを考えさせる。

小さい頃からの夢を思い出し､時代

毎に書き込み最後に現在の夢を書
IF●ｳ

〈。

各班の代表者が発表し合う。
､‘…．;‘，

友達の夢や希望を知る。

希望をもつことの大切さを知る。

個々の希望をみつめ直し、今後ど

んな努力や学習が必要かまとめさ

せる◎

留意点
￣=￣凶帛－－■￣￣＝－－

明るい希望

をもってい

るかを確か

める。

代表に発表

させる。

作文を書か

せておく。

今後どんな

努力や学習

が必要かま

とめさせる



１垈巨室学級ﾋﾟｷ旨里幕才旨割亭露篁 チーニックリスト

氏名わたしはこんな人

人と個性
：、

自分について深く霧えたことの少趣い生徒が、自分の行､力や

性格臆ついて、チェックリストを付けさせることなど老とお

し、人にはそれぞれの個性があり、この個性を伸ばしていく

ことが自分の将来の進路に関連があることがわかる。

1．題材

２．本時の目標
1.鞠学校を休まない休みや遅刻が多い

ＡＢＣＤ

２報学習.凝雷を解む体を動かすことが好き
ＡＢＣＤ

ａＭＩ言葉使いをあまり気にし趣い 言葉使いに気を付ける
ＡＢＣＤ

4.鋤深く考えるロI感を大切にする
ＡＢＣＤ

5.ﾘｰﾀﾞｰ住グループの中心と蛾りｲ園mRHされている人を楠H1ｎｹろばうが好き
ＡＢＣＤ

6.鵬責任愚Iが趣い貴Iﾖﾋﾞ感が強い
ＡＢＣＤ

7.醐途中で終わってし惑うことが多い粘り強く段磯までやる
ＡＢＣＤ

8.閥Wli大切に長く使う新しいものを好む
ＡＢＣＤ

9.勘人に気軽に声をかけられない新しい友人を作るのが-1二手
ＡＢＣＤ

１ｕｌｉ馳話も上手活動的一人でいるの力軒き
－ＡＢＣＤ

11.鐵だまっている自分の富いたいことをはっきり言う
ＡＢＣＤ

12.鴎人の噂を気にする気にしない
ＡＢＣＤ

14.髄１人が見ていなくてもしっかりやる人が見ていると頑張れる

3．指導過程

￣

〒

ｃ
ｃ
Ｃ

ＡＢ

１５・価２自分の周晴ぢを大切にする
ＡＢ

Ｉ6.懐考える作業を好む
ＡＢ

、

相手の気持ちを大切にする
、

体を使う作業を好む
、

1面~享亮55悪甫百 器用普通器用でない髄
髄
綱

営
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き

好
好
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18.他人の世鯖
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１皇享学再級二十旨襲[才旨三幕勇二
2年～学級指導案～（進路）

１．題杉

２．本時の目標

私のつきたい鞍粟

将来の職典については夢や希望でしかない生徒が､級友や自
分の将来希望する職翼をお互いに発表し合うことにより、それ

にについての毒え患深めることができ、希望にむけて努力す
ることができる。

LRB材いろいろ魅HR業

2．韓の目標目鈍騨立旦哩１号?いて、雛韓こ柳としてとらえている生騨《、
いろいろ越面藁を８月くることにより自分Iこ最も合った職劇僅に就くためには
どうしたらよいカモ、琴えられるＪうに芯説・｛

３．１５導過程

ａ指騨過程

急

４．，F価．

・職粟によって要求する資質があり、適正力《あることがわかったか。
4．評価及び卒iiif騨一

将来の希望実現に向けて努力する気持ちがもてたか。

将来の希望力填現できるよう、具体的に目標を立てさせて慨聰鰯する。
Ｊｗ

学習段階 学習内．客 学習活助 指導上の留意点

郷入 錨丘粧轍襲にお

けるl1i剛や役割
､ 特性の追い

種璽郡の内容、
輔色、適性'二よ
る分頚一

知っている職襲名壱あIﾌﾞ画璽分題、座
興分顛IこよってU:，)I北て兜世する。

圃裳を次の観点によってグループで分
額してみる。
・人を相手にする
･生Q身を相手にする
･物ぞ相手にする
．ｐ7,肝壱と盾
ＣＷＰ７的越笂凹圃や技術を必要とする

触るべく風趣句た喧
繋、潅璽に分けるよ
う配ｉｎする●

職業の目見に注恵す
ろ。

展開．

まとめ“

圃典の特I生と要
求される資質

自分に合った轍
糞についてまと
ぬる●

分廟されたそれぞれの､風粟グループに
ついて、どのよう芯特色力《あり、どの
よう芯賓買力震求される力個べたり考
えたりしたことを発衷する。
・明國ﾘで外向的で社突的芯人柄の人が
向くもの Ｓｃ

･個性的砿人睦ど

1,業の要求する資Hfや条件と自分の通
正について塵とめる．

◆ｃ

自分の希鼠する種璽
について念剛におき
牡ｊＭら考えさせる。

Ｉ鋤$壱裏面的にとら
えるのでば牡<、一
つの!H性やnN:力の発
揮として考えさせる

指導月1階；学習内容Ｉ学習活動 留恵点

尋へロガヤ赦及の狩釆つきたい｜綱１１ｶﾞｩ餓l鋤呂乳if､蟹し齢｜辮蝿ji雑ヵ
職業の発乳 ’てB（。
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’､麹解鞠榔｜
｜改善･雛との賭し合い’
１．教育相談･職につい｜
｜での蝋
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３年掌縄指海相泌嚢（進鴎）５月

１．四材

進鴎③週択に糸た内て

２．本時③目鯉進酪逹遡ぷ祷亀伴逹珂解きせ．軸頂する進路ゼ考え鳶せ密がら意

欲的に学習に取り組もうとすることができる．

３．指蓮過穏

2年学級指導案（進路）

1．題材資格や免:ＩＦのいる圏薬

２．本時の目標資格や莞8ｷの必要なﾋﾞﾖ集を知ることにより、自分の希望亜典についてその
資格や免許の脳9万桧を調べることができるように芯愚。

３．１僧電I過程

資格や免貯の必
要は圃辿［

fBIl5

苗
】

4.2平価

・資格や免許の必要性力哩解できたか。
・鯖重職薬の資格や魚#Fの取113方法がわかり、恵欲付けができたか。

４．秤価

ME路選択の心柄えがで倉．これからの学習への取り親みにjRIして忠歓

的に巻って倉だが．

学習民留 学習内専 学習活動 指導上仇留竃点

導入

圏鳳

皇とめ

進鴎希蔑②奥即

泰快定例函由と

問題点

巡醗選択の藷期

進路選択の反省

逸酪選釧にあだ

って

学綴の婁郎警把栂し、懸想

を姥桟する．

問田点瞥轄農する．

事例署比瞠し．括合い逹持

つ

・自分②将纂ｎ見通し

･自分の特性

･寮庭園輪

,進路先例内容

学習した内専から、自分目

身を見直す．

進酪学習への心構えをつく

る ｡

ひとつだけでなく、

黄２繭３希望鼠でか

く

心拍えに問題はない

か牙jLさせる．

自己理WK点検カード

進醗学習計画裏

本人の輪薗．保侭者

の迂見．担任の窓見

が一体となるように

きせる．

学習段ﾘｾﾞﾄﾞ 学習内容 学習摺助 ＩＨ抑上のIWj函｣Mｉ

導入 資格や免FFの必
要虹職業

自分の知っている職業の中で、資11jや
免蝉Fの必乳昌芯賦典をあげさせる。

睡閲 取鴨方法

賢格や免許を必
要とする種藁

希望I戟典の資格
や免B午の剛母方
法

鍾栗について必I島毯圃捲、兜』下とその
取得方桧について身近Ｈｆ人にEHいてき
允事を発表させる。

いくつかの職襲名をあげ、取仰方撞F1」

にまとめる｡

各自に希望H固粟の資格や免許を取るた
めの方法患密かせる。

雌ぜF7桁や免8ﾔが必

要唖のかを考えさせ
ることにより、社会

的圏任に目をむけさ
せる゜

希望職典に涜格・免
静力《芯い坦合I±興味
ある瞳典について害
かせる、

まとめ 資格
つこ

を持 資格や免許そnW§することの迩穫や有
利性を膜q月する。



ョ窪学破指導柑導案（泡醗）７月

1．四村進路先の閥査方法
ヨ年学礎橋郵槽再竃（逆鴎）】１月

進路の決定にあたって1．皿村

２．本時n自無希望する掌柁・郎鴎先の頂妄⑩必国性を感じ．方法や内容につい

て理解することがで魯乱

３．柑郷過程

２．本時の目抓進酪の決定晋遭あれる錦期ぞ迎え．自分自身を巴つめU｢し．遵醗
選択上の内外②鯖桑仲影画爾腿し、檎肘して．より具依的な滋儲
肝酒巻89肝することがで陛亀．

ヨ．指導過租

雨
副

４．脾俺

ぃ＿、…通路先の澗交の必理性を噸解し．目的を待って叶面を立てられたか．
４．秤鱈自分の適性にあった圃嚢を考え、目砥迄虞への正欲と稻柘的なRn度を

・饗うことがで遅だか．

孚醇段鴎 字雷内容 学習活動 構毒上のＩＦ窓点

郷入

展開

堂とめ

学校・就鴎先に

ついて②知鰯

閏喪②轡再性

瞬喪の内奪

餌査勿方法

まとめ方と発衷

方法

鯛喪肝爾

輪菌する寧技・軌願先につ

も'てと仇くらい知織が盛る

が鰭し合う．

進鴎選択②失敗例等を知り

そｎm〔岡について鰭し合

つ．

何を知らなければむらない

が通見琶出し合う．

囲蚕方法には．とのよう左

方法があるか遼見を出し合
■

つ
●

計面瞥立てる．

グループごと陰．祷助計面

を話合い域と8ｈろ．

原因侭ついているい

ろ＃r角度から奇えき

せたい、

｢進臓のてび蝉Ｉ

卒婁生一見鋪．観、

散鯖等．いみいる恋

人からきく方法醤と

らせない．

学5F段廟 孚腎内容 学ＷＶ活助 揖導上②葡怠点

毎入

裏翔

ユとめ

、

通路選択仇たOｈ

の猪舞伴

樽寮仇鴎寓

鞘画③鴎洩につ

くためのスデヅ

ア

忘校仇特色

自分の進酪希望

仇吟味

目堀に向かって

道路迦択⑤ための傭qQ件に

はどんなものがＪ１&か．晃

愚する．

将乗どん宏瞭嚢健つ噂定い

が莞偶する．

鞘繭の駐洩につくた仇には

どんなコースがあるか琵妥

する ●

･卒寓筏すぐに就困

･藩校仇学科

･大学に学餌

･専門学椋

.■糞技鱒校

遭いについて考える．

各自の遭性．能力．家庭状

況等から考えて、釉国進路

が自分にあっているか考え

ろ ｂ

目標に向かって、、a強以外

にい騏何を具体的にすべ嘗

が矛える．

通撞晋生かすことが

大切であi5ﾆﾋｾﾞ輔

腿ぎせる．

轡格についても餌べ

きせ局．

専門学控．田禽持鱈

校については．わか

ら空いことが毎いよ

うな③で、しっかり

衙認させる．

自分の意志達明葡に

できるように注返す

‘．



平成元年gEgl9躯(市立中沢中学校共同研究【同和研究】授粟研究

学級指導指･導案
指導行伊勢原市立中沢中学校牧輸檎木氏永

１．日時平成元年５月２３日（火）画６校閲

２．学般塀１学年４組（男子２０名，女子２０名．０f４０名）１年４枢牧竃
３．学級の実烟全体的に明るい雰囲気である．特に男子が積伍的で、樋井や発爾の際には先を争っている．また．

グループ学可の野には理解の運G､生捷に対して、みんなで鞭えあうltQNもで色ている．その照．野
初あった「からかい」も鯵をひそめてきたが．呼矩しないように打力し今の雰囲弧をI粧巳:させてい
きたい．

４．題’材名将来の夢と軸里

５．題材設定の理由中学校に入学して２ケ月ほど過ぎ､生捷の心には不安も去り夢と倫劔に蘭ちあふれている今.それ
ＢらをH麹処て．具体d6lな努力方法を掘り．向上する態度や心桐えを整いたい‐

６．指導目伍将来の夢と婚望について考えきせも通路への関心を高めさせることができるとともに．個々のyUな？
～ろ希望をこれからの通路学習によ'って自分で麺しを立てる風HPち鑓色ろようにしたい、

７．撮導計西鰯１ik｡.・・・将来の夢と通路学恋トー
露2次.．．．、見近な唖粟(木崎は2時1m目〕(
鰯３mｋ・・・・・人と個住～『

自分の将来の通路について関心を由めるとともに．沿飼や肝酉を持ちその実現のために自己四sUに
務める生控を育てる．

８．本ﾛｳのねらいＥ1分自身のinI路への関心を高めさせるとともに、迎路をj麹した日々の翻力につなげるようにした
１，．

９．同和牧育の§L点より特に翻9Fすること

ｂ1点１個を尊重し、無団の中での且かな人間囲倒を作る．、

霞５鞄事芒自分の問駆としてとらえ､自ら解決する.

.bu点e働く悪路や目的を正しくとらえ.適性に応じた通路皿択がで色ろ．
10．指導遭固

iiiirlii煮ず
学習活動

･夢と稔望とは自分にとってどんなものかを写
える．

．小さい頃からのＰを思い出し．町代毎に谷包

込み赴後に現在の夢を谷く．

柑耶上の何意慮
一一一一・＝■

｡明るい希望をl1Pっているかを

日B田する．

友2日の夢や希望 ･各旺の代表巷が発表しあう．

･友遺の夢や粕望を知る．

･代喪に発表させる．

。m日に谷かせた作文を教卸が

暁む゛

l111ii藁E1H墓i墓菫;:－２
プリント「私の夢」

まとめ

（5分）
・今後どんな努力や孚冑が必要

かをまとめさせる．
．】n粁】1１

寅科ロ作文「４１８の将来の夢・希塾

１２．８\団及びUJQR指郡

①将来のびと希包について冴えさせ、通88への岡心を高めさせることができたか？

②各自で異なる希記をこれからの通路学汀によって．自分でBL通しを立てる疑問Pちが超さるように術噂するし
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私の夢／洲ｵiﾄﾞｶﾞﾊﾞ糟灸
[工弔L達はJd､さいころからいろいろな将来を夢みて宮室した.その夢を思い出して整理

してみましょう．

画自分の夢について．囲単雄鎗を谷いてみましょう．

塾
慌
】

１
１ ～０

⑪

●

≧ｎｌｐｌ

乳
浮

〆
Ｉ
Ｌ

》
句

霊
重堅ＺＥ還の夢や輪望を閉いてみ宣しよう．みんな、どん鞍夢を描いているでしょう．

<書ｉｔ三
臺曇iiiij

(三２１３む
国Ｅ自分や友人の夢について幹えて唇窟した談､その夢について吹の視点でもう1度
考えてみましょう．‘…－篭

翁

年代 夢や給望 主な理由

幼糟囚のころ 卜
U０￣も

７几 ＣＬＩ更毎

>従い化．

２１ 世紀｡道鳳笹
出t7bか５．球染1己
ｵ可をＬＬ･ガ今．

小学校低学年のころ

(ユー３年） ｃ
、

■
句

小学5癌学年のころ

（４～6年） 小説東
や､と現実Ｚ見感じぬＺ
小説象感的の本がへ.
ｽﾄt弓－１<草笛と為jbに
境曲名が!;．

現在 巧

い

宥晶K造ⅢU3.覗入が．
いいし．方､こし､い莉自．

観慮

ﾕ．現壱の夢は．当分蜜わら趣1,,堂思う．.・・・・・・・

2．現在の夢は．異現可能鰭と思う．・・・・・・，・・・

3．現窪の夢は.父母も知っていろ．・・・・・・・・・・

４．房を;[現するために少しでも努力している．・・・・・・

恩わ鞍い

思わない

恩わむい

恩わ在い



平成元年度伊防原市立中沢中学校Ｉ同和牧而］授垂研究

学級指導指導案 掘導者伊②原市立中沢中学校枚凹鈴木毬子

１．日時平成元年５月２３日（火）狐６校的

２．学困如２学年１Ｈ１（ﾘ'千１９名女子２２名』Ｍ１箔）

３．学吸の実巴全体的には明るく素直な雰囲気である．授婁は肺かによく四《が、蕗し合い活助においては

菌極性にやや欠けろ。わがままで他人任せの皿度が見られる生徒もいるが、よい亙見を上手

に引きH1して行く掘導が必喪である．

４．使用杖室２年１皿牧寂

５．皿材凸くことの亘臣と目的

６．囲材Ut定のこれまでの進路の学習では、自己を知り、将来の夢や希望を考えてきたが、２年生になった

,理由この時期､.．「労■とはIﾖIか」を考え、字習することにより、自己の迎路を見通した、より具

体的な希望を拘たせ、それに向かって努力する、度を両てたい、

７．附導目臼‘；五は人たちの労働を知ることにより、〕労働に対する自らの盛別的狸戚を克凪し、「生き方

‘をからめて「田《」という迎味を詠えさせるづ、

３．抱導叶西第４．時．「何のために働くのか｣屡し合う
｡非 百科.（囚《．ことについて考えろ〕を塗み、感理をまとめる

節２時（本的）身近壮人`(親など）の労働についてのレポートを晩み合う。

９．本時の目■槌勿な白婁の苦労やよろこびなどを知り、働くことの現実性を見つめ、新たにｎ分の進路迅

択について考える．

１０．同和牧河の拠点

拠点６働く週艮や目的を正しくとらえ、泡正に応じた迅臨選択がで色ろ。

１１．指導迅思

母の句2商の函B里１，回に田

１２．評価・働くことの目的、迩趨について考えを深めることができたか．

・虹ましＬ､労働皿のもとに、自分の迅碗への関心を高めることができたか。
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悪
学固段階

ｈｑ

郭人

学習内容

飼時の学習の■腿

展開

まとめ

身近な人の労GIにつ

いてのレポートを醜

み合う。

働くことの目的．恵

獲について、Izl度考

えろ．

自己の池臨への展田

と心網え



二釘遮撮の罫容勘〈｣って阿領ろう２

－賃迦恋人の塚|助一

z牽乏してい〃。§②

；から７:粉で灸そして

同紘敷バリﾛ〔ｻﾞ跡紬7』お山ｎs他殿ブミ幻珍Ｗ・学し､､ご上や姉いと

(ざ柵で燗しﾌﾞﾆ綱畷式Ｌ７:鮒｡巷し……`ここ１Ｊ
冬っ(さ･ﾘ繩っﾌﾞﾐ筒雁１１忌蜂抑､･どじ7:枌荷｡柵Ｔ傘柳浜ｂ１ｒ

ぃ疹凌どろ時10『寝ぃ御河面劒境或1:虹ﾌﾟいていく聯ｳ。

純聯老聞鯵て.べろ(かｿ州事':J,r壱いと.深い転嚇
ｗ１１坪'て$，了燃｡…あ，｡とても〃Ｍと腿い談し7急｡．…

ろ麺もケ噂-.の

有。Ｗくち１Jﾆﾘｾﾞと！;くげｌ…して細愈嶋↑卿；鰍ｦ午巧アルバ
ノｌｗＵ．｡汚犬Ｌ逸し』しハノ<ipwいく7:"ｿ7す｡兇朴ｗｌＭ:Uｗ
いろ`,で剛ウ．楠ｗ勺１，７Jｿﾁｦ．禄t建て…Ｍ↑
鐘･ｌｆＷ・劇画柵↑毛圦御ｒ垢桝蹴穆坪ｌｉＭｼﾞﾌﾞ。
町Ｍ１炉迩劔い,ｚﾈｵ通勤て…でﾀﾞ｡澱謝し可。
椥乃”てん富ＩｋＡｚＴろ〃<*ろ…い:鰯いいでず。

￣

便に聞く～』

獅文は/時にと-筒'二端物拠萢ｺｼｻﾞ'Ｗｾｰｸに季
トフ打し『息｡７６」(r・蝋色のｲｴ亭l言つレイ:`w､という上船の

凋死wるぎ力､劾織も樹も鋤ﾍｾﾞ万と悟,T:幻・５７:-坊77．

診川噂１こつい泥口内(ま図7#ｗｗﾘ7こ､､から耐
ｲｲ:)工零tしていてギレニと１丁目仇枝鯖やよ匡鱗か‐ｲエ
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”ん琴'冒馳側で机ごとＭぃ転榊一Ｕ２:ムノ
典…も威悌時l下人1T:Jらl'L7s時7意.と芦,ていざＬ７急｡糸
'よ.如鱒力い､`b晤人'イ:J洲ﾐ時族なんて葛▽葱Ｉハイし１J

人'ﾆﾌﾞ:↓ら仲，飛珈ﾆﾋｹｹ’１幻陣水ざケヒL了し矛､､矛すそ』しﾌﾟJ
ごとで．(小･I↑ぱい7Ｊ上隠･いずし赤．

に'二儲

す.ﾓﾚＷ`i抜躯人からそ例象噸，Ｔうち,7忌上鱈･ｸ尭乏勝1い7扇とくＰ

(いてもうれくい.L札鮴州”辱いと陪卜7側は
句もケソするろう1Ｆ；｢・川ヶ恥いろいろ7Ｍ㈱蹟':鋤八
管、と３日ろ癖'言虫て､･ろ豹です。

範にRn≦－－－△Ｌ
一＃i⑨jMJlA5MiR嫁.洲:木も

ﾌﾟﾄﾞｶﾞｷ､ﾊﾞﾁ員wle身I蝿【縦>W'蝋
鰯糾ｸﾞ蕊が賊ﾘｌｆ叺撰述鍬
臥牝'認(7量､允縛'1霧鯉で､公

紗'し篭ｕ５惚鋤綴蓮`１敗騨剛らh輝｡TLJZ14:を式i;するも｡「ざﾓｹ材。

醜Iざ全紙l:鞄ﾌﾞﾐのI:脱ｹな；耐にうい7:上浅ＷＬｉｈ脇ｹﾎ(､．§と

'す.隆ぃと:乃飾樹して桜くな,｢:軒ｲﾆﾌﾞｹです｡淵ﾏﾝI`r1EW【豚劫

ろ｡脚人制if(橡逢う…,で…燗械Ｍﾂﾈｭ肌抓鰄
椰研,)てくいか．ろ棚楠'冒封伽勃ゲルと３カ噸しい`'｢守上､ｳﾆ刑。

妙↑鍬と､ｳ立勤の､iﾌﾟ鋤逃':』ｿJ､､凝麓与えｚｊ〔箸させるここ､兇【了

落Ｗ衞て.１人iiiをｌＵ心vQ81に肴て疹二と幻一鍬Ｗこ~そうでｩ｡丈ｌＴ
ｉｉｻﾞﾘｵﾄF1職|Ｗろうこ繭价読乙抓勉鰄;と)柵'冒鯛かまり識を
Ｉ寵ブミの':腰i解j鰯ｲ『の拘演も鮪獅な(ブポＩ純らなＭｄ才珊
かうくと勘艤雰(二Ｍ３紘の狗鱗(帆､腕/§bｵｆＭうてから械分
＝歌うI梅,>ろｿﾞ儲,満ちと/融〔えて<村く。一一…
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平成元年度伊勢原市立中沢'1年B［共同研究【同ｌ､放宵】援軍研究

学級指導指導案 ＩＩＴ耶者伊妙風市立中沢UlU学校教諭北島同人

1．「ｌロギ平成元年５月23,(火)節6校時

2．学級鍬a学ｲﾄﾞ鞠l(ﾘ'千２ｺ猛女子２１潟３１４４名）

3.学級の突鯉Ulろ<楽しいクラスであるが､けじめが欠けるｌＷＭＤ多く見られる｡またレクリエーションなどを

行うときは極櫨性があるのだが授粟になると反応がなく虹D､薗橿性がなくなってしまう。
4.使用教室３年30m放室

5．図林ilE時の迫択にあたって

6.厘付佼定のいよいよ越路の迫択の時期である｡今まで行ってきた進路学習のまとめとして､より具体的に自分

理由の進路をどのように迅べばよいかを考えさせるとともに､個別指導のためのきっかけともしたい。

7.指導目標自己の値力・適性を理解し進路liWHに基づき､迎切に自分の進路先を具体的に選択させ､将来の生
活によりよく適応し､向上する態度や心１日えを疑う。

8.描導叶画自分自身を兄inす｡(木醇）－血路先の調査→迦賭W｝NIの整理→ＥＩ己の特色と進H1の迅択_

逝路希樋の砿立→通路の決定にあたって－将来の生活に箇えて－折允tK生活への111発
9.本時の目鳳漠然とi通路を考えていた生徒が進路迫択の基叩と現吟嵐での自分の逸餅をUU連させて､不十分杠

点を反省し､逸路を■ぷ諸条件をEu解させ､自分の希望する進路を考えさせながらこれからの進路
学習に血飲的に取り釦もうとすることができる。

10.同和牧育の視点により特に囲恵すること

生徒一人一人の個性､能力の伸長を促す｡(視点６）

11.指導過程

BBL。】ＨＵ

央定の理由と間皿劇未決定の者はその理由または閏皿占(伯

12．資料・学級の進路希望綱在

・2.3人の選択基鵡叩例

～mWl学習gf画及

13．評価及び耶後脂導

・池脇迫択の心栂えができ、これからのHBW1学召への取り91lみにいよくて護になったか。
・進路学習31画喪を掲示し､生徒の進路学習へのnK銭の高揚を図ろ。

－２８－

nii:iil二怪iPiiIiKHljiiF-L-M鑓i菫i譲liil

学習段I皆 学習内容 学習活動 円起点
導入 H2路希盟の実態 学級の進路希皿状Ｂ２とそのﾛﾛ択基叩を知り 迎閉希里剰査桔H1を発菱

1つだけで江＜誼2魂3糖釦主でかく

未決定の者はその理由または問題点(悩み）
江どを発表させる

2.3の瓢例を比校し､逆H1を決定していく塒合、
考えねIｴ江ら虹ぃことを話し合う．

。Ｅ1分の将来のｌＬｉｍし
･自分の符性(tﾋｽj・通ﾔﾋ）
･家庭国境

･巡略先の内容

調べておきたい内容とその方法を
なえる

迦路遺択をする心ｲﾛえに問題点は
江いか気づかせる

、己理解点検カード

池路学習3+両壷



授業研究の反省

1年生

「将来の夢と希望」という題材の中で生徒に用紙を固布し、「私の

夢」という資料をつくらせた。これを通して進路についての関心を

高め、これからの進路学習によって個々の異なる希望に自分で見通

しを立てる気持ちを起こさせる。さらに、その気持ちを日々の努力

につなげるようにさせる。そこで生徒は各斑ごとに将来の夢や希望

について話し合い、代表者が結果を発表した。投棄の雰囲気は明る

く発言も活発で、全体的に盛り上がり、進路についての関心が深ま

ったようだ。また、夢や希望を実現させるためにどの機を努力をし

なければならないか、各自で考えさせることができた。しかし、中

には自分の問題としての関心を持てない生徒もいて、彼らが将来の

夢や希望を持ち、それに向かって日々努力するようになることはな

かなか錐しい゜これからの指導に力を入れ、このような生徒にも自

分を生かす進路について真剣に取り組めるようにする必要がある。

２年生

「働くことの目的と意義」を考えさせるにあたって、”身近な人の

労働”について調べ、レポートづくりをさせた。先に将来の希望の

職業のアンケートを取ったが、まだ自分の将来について漠然とした

ものとしか捉えていない生徒が多かった。また、将来の希望と今の

自分とをどう結び付けたらよいのかがわからないようだ。このこと

をふまえ、レポートづくりをさせた。それを学級で発表し合うこと

により、労働をより身近なものとして捉え、さまざまな苦労や仕事

の喜びを知り、更に目的と意義を考えさせることにつなげていきた

いと考えた。レポートは自分たちの親などの生の声が載せられたの

で、生徒は非常に興味深く学習できたようである。さまざまな職業

の具体的な内容を知り、どの職業にもいろいろな苦労や喜びがある

ことを学習することができた。今まで知らなかった親の姿(生きざま

）を発見することができた。更に、この学習に基づいて正しい職業観

を持ち～どう自分の将来を考えたらよいか、そのために今をどう生

きたらよいかを考えさせ、指導していくことが今後の課題であろう。

r￣
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３年生

「進路の選択にあたって」の題材のもとに自己の能力・適性を理解

し、進路捕報に基づき、適切に自分の進路先を具体的に選択させ、

将来の生活によりよく適応し、向上する態度や心構えを養うという

指導目標で各グループ毎に進路選択の諸条件について話し合い、発

表した。明るい雰囲気でさまざまな意見が出た。特に進路先の内容

で調べておきたいことは、たとえば高校では校則や卒業後の進路状

況を知りたいという意見が出ていたが、これは中学校卒業後の進路

選択について考えがかなり具体的になってきたことを表している。

この授業では進路を選ぶ諸条件を理解し、自分の希望する進路につ

＿いて検討させることができた｡〆今後は、生徒一人ひとりの個性・能

力の伸長を今まで以上に促す指導が必要である。

ウ．評価と反槽ト

ー学級指導年間計画に従い、研究部内の各学年担当者が各月の進路指導

に関する略案をつくり〈各学年の担任に提示した。これにより、昨年よ

り計画的で充実した進路指導が行われた。昨年度の反省から今年度は進

路指導の授業研究を各学年で進めた。この結果、生徒一人ひとりが進路

に関する具体的な興味・圏心を深めることができた。また、教師の進路

指導に関する指導案の作成や資料の有効な使用法等の研究に進歩があっ

た。

授業において父母に対するアンケートやそれに対する感想、家庭で聞

いてきた親の職業の内容や苦労話を取り入れ、親子のふれあい.対話の

機会として大変意義のあるものとなった。

各学年の担当者による進路指導の略案、資料作りにおいて計画通りに

できずに学級担任に迷惑をかけてしまった。また、lmr15I作りにおいては、

その参考となるべき資料の収集ができていないため、略案や責料作りを

独自に考えたために担当者に多くの時間を薮やさせてしまった。

今後、すべての生徒が進路を自分の問題として認識し、真剣に取り組め

'るようにするとともに、正しい職業観の指導、個性・能力の伸長を促す

指導をより充実させて、将来を考え、そのために今をどう生きたらよい

かを考えさせていかなければならない。

－３０－



②学級の日

ア．設定理由

日頃の学校生活の中での生徒の活動を見ていると助け合って共にN則り（

ようとする思いやりのある行動や意欲的な活動、進んで働く噸度などに

欠けているような気がしてならない.｢もちろんs生徒達の中にはそうい

ったよい面もあるのだが、なかなか行動として表面化していないという

のが現状ではないだろうか。今日の社会生活の中で、人間と自然、また

人間同士の関わりを大切にする気持ちが薄れているとよくいわれる。こ

～のことからの影響も多分に考えられるが、我々教師が学校教育の中で、

どのようにその点を補っていったらよいのか、そこを考えてみたい。で

は、思いやり.:意欲的な活動．進んで働く態度などは学校のどんな条件

の中で養われるのだろうか。まず学校生活が豊かで楽しいものでなくて

はならないだろう。そのためにも、教師や生徒同士が生徒一人ひとりの

持っている良さを発見し:それを生かして生徒が協力して責任を果たし、

集団の一員としての自覚を深めるような活動が必要になってくる。そこ

で〈担任と生徒とのふれあいの場.また一人ひとりの活動と識全員の

憾力の埼として、教師の会議に妨げられることなく、生徒も部活動に気

一議ねせずに活動できる、学級の日を設定した。

イ．ねらい

ａ・学校生活をより豊かで楽しく、また創造的なものにする。

ｂ・鞠彌や生徒同士が生徒一人ひとりの持っている「良さ」を発見し、

それを生かして生徒一人ひとりが集団の一貫としての自覚を深め、

互いに認め合って、鶴力して責任を果たせるようにする。〈「良さ」

＝助け合って共に伸びようとする思いやりのある行動や意欲的な活
!DP＄

ハ熱已剛ぃ騨艤八進仰働く涛など）
ｃ、自然とのふれあいを通して､=生命を尊重する心を育て､広く他を恩

よいやり、互いに認め合う人間性を育てる。
！`f・｛.‐･ｒＯ.．。

ウ．仮説

担任と生徒とのふれあいの場、また一人ひとりの活動と学級全員の協

力の場として､学級の日を設定し、その中で楽しく創造的な活動をして

いく。さらに自然愛護活動も取り入れていくことによってねらいに迫れ

ると考える。

－３１－



ｴ且研隷零ｶﾘﾅの製作
霧でのｱﾝｹｰﾄ調査実施に始まり､生徒-人ひとりが檀力し

て創造的で豊かな楽しい学校生活を送るという目的で設定された「
学libの日」の趣旨を考慮し、創り出す掴の喜び、合わせる(合奏)全

体の喜びを求めて学年会での検討を経てオカリナの製作が決まった。

年間計画

４
ｓ
Ｃ
７
ｓ
９

ｍ
ｕ
巫
工
二
三

実翻

第１回(４月）アンケート調査に基づいた学級での話し合いを行った。

これを参考にして学年会で今年度はオカリナづくりと決定した。その

ために、教師２名がオカリナづくりで有名な東京都昭島市立中神小学校

の蓑田先生の所へ指導を仰ぎに伺った。

第２回(５月〉粘土かきぺラを製作した。

長さ１２センチ、直径１センチの木の丸棒の両喝に針金を輪にして凧

糸でしばりつけて固定する。

第３回(６月）石膏型を製作した。

ブリキの型枠と、シリコンの原型を作ってそれをもとにして作ったい

くつかの石膏型を準備しておく。それに粘土を詰めて型抜きし、これを

粘土板の上に貼りつけてブリキの型枠で囲み、石膏を流し込んで麻スタ

ッフで補強する。

第４回(７月）・第５回(８月）粘土でオカリナを製作した。

場所や道具の関係で２００人の生徒が一度に作業できないので、７月

の学級の日、８月の全校登校日、学年登校日、職員作業日など数回に分

けて作業をした。前回までに作っておいた石膏型(睦璽)に粘土を詰めて
成形し、木を削った雄型に合わせて凹みをつくり、これを型から抜く。

→決められた位置と大きさの指穴を開ける。→吹き口と歌口の成形をし、

試し吹きをして音が出るようにする。→上下半分ずつに分けて作ってい

たものをドペ(粘土を水でドロドロ)を使って貼り合わせる。

第６回(９月）・第７回(１０月）素焼きをした。（教師）素焼をしたオカ

リナの整形と音程調整をして、絵付け・ニス塗りを行った.本来、音程

調整と整形は素焼をする前にしておくことが望ましいが、夏休みなどで

時間的に無理であったので、先に素焼きを行ったものが大多数になった。

－３２－
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オカリナの作り方８各部のサイズ
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厚さ的１c■の

粘土壇iけiＯＯ

－，０ｊ－ｆ

Ｏ粘｣二榎仁腿囮多

差し込んで固定

を蝕囲のない

定する．ここ

ように貼り付け、型枠を５匹程度

に石膏を茂Ｌ込む．

＜石膏の溶き方と境し込み方＞

風邪をひいていない(湿気を吸っていない)焼き石膏を使うこと．

容器に必要且の水を取り．そこに石膏の粉を握り入れる．入れる粉の丘は、水面上に乾いた粉が出ずに．残った

水も舞いようにするのが週且．途中で決して混ぜないこと．辺且を握り入れたら、容認の検をたたいて気泡を無く

し、泡を立てないように１００～１５０回へうでかきまわす．十分涜曲性があるうちに気泡を含んでしまわないよ

うに型に注ぐ．念のため．型の周囲をたたいて気泡を抜くこと．

上の祖にして反jbt0Uもつくる．

＜i生亙＞６２型の上面(漬し込むときは下面になっている)が平面になるようにするため､粘土仮は一定の均等な厚

きにし、平らな所に証く．

必要な道具類

図Ⅲで縄ワ付ける

細工用鉄ぺう

３ｍｍ程度の大さ

げてグラインダー

ける．

mｉｏ

｡＝~￣

木か竹で作った岡のようなもの（上半分と

下半分を接合すると色、接合団にきずをつ

けてそこにドペを鈎ろ．）

蟻ドペ：砧上を水でどろどろに藩いたもの

歌口の穴を忠れいにつくるための

ﾍﾗｰｰｰｰ竹を削って作る．

-３３－



オカリナのつくりかた２

中挺（オカリナの内伍の空固の用を考えて木を1Ｗって作る．）上下半分ずつ２四で－ｍ

図Ⅳ

竃LLIITTrTiIIili二lTjP雲雪雲fFiFlfi ざ１８ｍｍ程度印

の石膏の位型は左のようにでｇろ．ｎ国に20

0から30Ｕｚぐらいの粘土を曲め込み．しっか

りと指で押しつける．中田の形に合わせてへ

こみが薑でｇらように強く押すこと．はみ出し

た粘土は里の上面に合わせて、ワ取る．ある

租度へこみが勺C巴たち幻いビニール（木風の

中型と粘土の雌型のため）などをかぶせ．上

から中型を押しつけてみる．さらに．はみ出

した粘土を耐り取る．これを繰り返し．中型

の平らな回がが伍因の上面と水平になるよう

にする．この作案を上下両方の国で行う．

③決められた大きさの掴穴を開ける．

（全日のパイプなどで必要なサイズ－３．４．５．７．８．１０ｍｍのものを損えてむき、４ｃｍ

ぐらいに切っておくと巨利）拘穴をパイプを使って開ける■には穴の自囲にＩＢを当ててパイプを回転させながらオ

カリナの長軸に向かって押し込む．哀から１，を当てておかないと押す力でオカリナがつぶれてし虫う｡．（図，．ｘ）

④歌口をつくる．下の図のように下半分の８５分をOLの喝に伏せて江さ．ｑｋｇｐと歌口をつなぐ息の王ろ過を作る．

秋口と吹色口の両用を笛ぶように７から８ｍｍ価で肢ベラなどで切り込みを入れる．この時．歌口より吹含口に向け

てＨＲ々に深くなるように切る．竹ぺうの後ろの刃の節分で歌口から吹曾口に向けて粘土を刷り取っていく．、リリ取っ

た面はなめらかな平面になるようにすること．竹ぺうの向きを逆に岡い方を歌口囮になるようにして仕上げる．歌口

仁へラの先砠がいくように証魯．上から四角柱状にした粘土を上から押しつけるようにしてへラを垣の込む．

次に歌口の穴を開けるため仁へラを少し（1ｃｍぐらい）引き抜く．歌口のところ仁へラと直角になるように

直径8mmのパイプを蓬し込んで欣口を開けろ.塾し込んだパイプを抜いてへﾗを元の位置まで押し込む.それから

政ｇ込んだ息が当たる莇分の位矼と厚さ陛次ページ因Ⅸのように粘土をI回る．

竹ぺうを元の位近史で差し込んだ

土を扶の細工用へうできれいに取

位江まで押し込んで秋口の穴をＳ

うな正しい形になっているか囚ぺ

ときに押し出された粘

る．パイプを再度元の

れいにする．図Ⅸのよ

る．吹き□からのぞい

⑧

畠く』
てみたときに巳が当たる部分が息が通る穴の中央に見え

れば．ほぼ良い．

図Ⅶロ
．
－

政
Ｉ
Ｆ

歌口用 竹 プ
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オカリナのつくりかた３

宇図Ⅷ

オカリナの断面図
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オカリナのつくりかた４

図Ｘ
I｣作薬＠の載口を作るとｇに同ける．

｡B･

〉・-ＣＯⅦ

⑤手のひらに策せて拭し吹倉をし．音の出がH吸いときは図Ⅶの矢印の節分を上下に助力､してみて呵るところを探す．

且の迫る穴の出口のあたりが特に８れい仁で色ていないと良いfIは出ない．また．穴の中に粘土のかけらが

苗まっていたりしても同伍である．

⑥上下の囲分それぞれの接合因に竹や木で作った燭（鍵をとかす臼でも良い）で■をつける．何をつけると

接合時によくかみ合ってしっかりとつけやすい．接合因にドペを少し盛り上がるように塗って閃方を合わせる．

そのRH、上の甸分と下の郎分の大さきが違うことがあるが頭の配分を勘えて接合し、尻の方のずれた印分は

接合した彼へうで刷って帳正する．また．接合する回、はみ出したドペをへうで肋色、形を整える．

①粘土が生乾きになったところで抱穴の大きさを関節して音程を正しく整えろ．

③十分乾但させた技一案焼色を行う．

③この役、本焼遅をしてもよいが、値の具で彩色してニスを塗ってもよい．
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生徒の感想

「オカリナを作って」

私はオカリナを作りとてもよい経験になったと思います。はじ

めのうちは、本当にオカリナが喝るのだろうかと、不安で胸がい

っぱいでしたが、作っていくうちに早く自分でふけるようになり

たいと思うようになりました。

オカリナを見ていると、形は少しおかしいけれども、私にとっ

ては大切な世界でただ一つしかないオカリナです。でき上がった

ら、このオカリナを大切な宝物にして、いろいろな曲をふけるよ

うになりたいです。

ｂ、２年「和紙染色ちぎり絵の共同製作」．「巨大カルタ大会」

学級の日に何をやるか、学級での話し合の結果を学年委員会に持

ち寄り検討した結果、糊氏を染色したちぎり絵の共同製作というこ

とになった。これは、１年の時に学級の日の活動として行った「卵

殻彩色モザイク画」の共同製作をさらに発展させたいと考えたから

である。昨年度は原画を学級の生徒数で均等に分割して切り分けた

ペニヤ板を一人一枚ずつ分担して、ポスターカラーで着色した卵殻

を貼り付け、それを寄せ集めて９１センチ角の作品に仕上げたもの

であった。今年度はそれを－歩進め、原画を６等分し、班毎に製作

して出来あがったものを－つの作品としてまとめる方法で行うこと

にした。それは「ふれあい」という目的を考えたとき、一人ひとり

が自分の受け持った部分を分担して行うより、作業の時にみんなが

頭をくっつけ合わせて互いに息のかかる距離で行った方がより目的

にかなっていると考えたからである。１１月からの時期を後期とし、

ここでは共同で製作したものでみんなで楽しむことに使えるものと

して巨大カルタの製作とそれを使ったカルタ大会の実施ということ

にしてはどうかという案が現在有力である。
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年間計画

！
､

P■-●～

第1回

学級の日切活動P､客とし宝何をするかを各学級で話し合いを行い、

２懸譲霞臓&し艮鬮に…のとして…
その他にビ6ゾグアードと熱気球づくり、巨大カルタ、竪穴式住居

の復元などの案もあった`～コヘが

テーマは学年統一ではなく、学級の独自性を生かし、それぞれの
学級で決定することにした。

第２回(５月）学級のテーマを決定した。

「和l氏染色ちぎり絵の共同製作」にふさわしい学級テーマを決定する
ために一人ひとりの生徒から意見を求める。

学19tによっては小集団で案を出し合い、それをたたき台にして決定し
た。

各学級のテーマ

１組一メルヘンの世界２組一アニメの世界

３組一ドラえもん４組一伊勢原市の未来
５組一クラスをイメージする６翅－明るい学級

シンボルの絵

※テーマになっていないもの、和紙の素材を生かしきれないもの、子
どもたちの発達段階にふさわしくないものなどもあるが、学級の日

におけるふれ合いを考えたとき、子どもたちの欲求を満たすような

ものにすることも大切だと考え、敢えて強い指導は加えなかった。

－〕8－

、

(４月）活動内容&鋏定した。
可｡h▽11ｓ

`↓Ｉ

月 解冒Ｉ琴

－４ 取り組む内容を学13tで話し合う

三 学級でテーマを決め、テーマに基づいて図案を描く

己 学級の図案の選考・決定

Pア 下絵の作成・材料の準備‘和紙の染色

９ 班毎に和紙を使って劇イﾄﾞする

１０ 鉦毎に和l氏を使って製作する
学級で１枚に張り合わせ、文化祭に展示する

１１ 新たに取り組む内容について．
その具体的な方法を学級で話し合う

１２ (絵札の図案、読み札を考える〉

1 (絵札、読み札づくり）

＝ (巨大カルタ大会〉

ヨー 1年間の活動の反省



第３回(６月）学級全員で話し合い、生徒一人ひとりが作成した図案から

学級テーマにふさわしいものを選び＿それをもとにして原画を描く。

第４回(７月）原画をも゛とに<実際に和紙に貼れるように模錘に実寸大
（o1x182津)の下絵を作る。→和紙を原画に基づいた色に従って染色

する。→下絵を１，髭に写す。

第５回(９月）原画を６等分し、各斑がどこを担当するかを決定する。原

画に基づいて和紙に写した下絵に、染色した和紙をちぎって貼る。

生徒の感想

「ちぎり絵をやって」

一年のとき卵のからのモザイクをやって、できあがったときとてもう

れしかった。いっしょうけんめい作ったものの完成は、とてもうれしい

と思う。こまかくていねいにやればなおさらです。クラスの全員があつ

まって－つのことをやるのはむずかしいが､やりがいがあると思う。

大きな和紙に一つ一つ小さをも(のをはって一つの絵をつくるのは思っ

たより大変なことだった。へ～

「ちぎり絵をやって」

大きな和紙が置かれた机を、遜のみんなでかこみながら、ひとつひと

つの作業を進めていると、クラスの中のぎくしゃくした部分が、今は少

しきえているような気がします。もうそるそるかたずけなければと思い

私がみんなに、「かたずけ始めて下さい｡Ｊと言っても、「あっ、もう

ちょっと。もうちょっと．待って。」といって、なかなか作業を中断し

てくれない日ともいたり、作業中もあちこちの班で笑い声がとびかって

いました。とても楽しそうでｂＥ．。もちろん､了私もとても楽しかった。

始めは先生の手をかりていたけれど、今は私達だけで作品を仕上げる

ことが出来そうです。

－３９－



３年菊づくり(全員が一人一鉢ずつ３本仕立て）

昨年度は一人一人が連凧を製作し、学級でつなぎ合わせて揚げてみ

るところまでできた。学級での話合いの結果、自然愛護活動として昨

年学級で６鉢育てた菊を今年度は一人一鉢育ててみようということに

なった。そして１１月には学校を菊で飾りたいという気持ちで菊作り

が始まった。

一;Ｃ７３年

年間計画

４月

第蝿甥辿く難りの説明をし､挿し芽用の発砲ｽﾁﾛｰﾙの箱を学級

鰯i議鍵瀞繍駕識辮
第３回(６月）挿し芽床の小箱からポットへ移植する。

薫鱗篝灘篝騨騨讓
-40-

月 内容

４月 観乃Fの育成

５月 櫛し芽１臆阻騨駈蕊識?箱を用いる
６月 移植 i鋒iIE鯉を灘ろ
７月

鑿嬢議鶏蕊慧議離する
８月 藤ｌＩＬき 羅溌2欝級ごとに当番を決めて毎日
９月 學織の選定 締老議蟻』 ピ

■

る

10月

i1i藤） 繍瀧菊で飾る

11月 後始末

１２月

霧:轍大鉢…露…．
1月 lii鑿づくり

２月 鴛議3灘
３月 漿議3鰭

､

え



第５回(８月）長雨のため、病気が発生したりするので傷ついている葉を

取り除き、枝が折れないように支柱にとめる。薬剤の散布がしやすいよ

うに鉢をならびかえる。

夏休み中の炎天下の中での作粟であったが、みな楽しんでいた。欠席者

がかなりいたが欠席者の菊もよく手入れをしていた。

第６回(８月）正面を決め枝が伸びてくるので上の方で止め直す。脇芽を

欠き、柳芽のあるものは取り除く。

夏休み中の作業であったが生徒同志、生徒と教師で話をしながらお互

いの親睦を深めることができた。

第７回(９月）体育祭の練習期間の忙しい中昼休みに集まり油粕を入れる。

この時期になると柳芽の発生が多くなり毎日観察して取り除く必要がで

てくる。

第８回(９月）っぽみが出て来るので、３本それぞれの頂部に予備のつぼ

みを含めて２個ずつのつぼみを残して余分な脇芽を欠く。同時に茎がま

つすぐになるようにカラータイで止め直す。

菊作りを通して、命あるものへのいたわりの心が芽生えてきたのではな

いかと思われる。また、お互いに教え合ったり、協力して仕事をすること

の素晴らしさも学んだようだ。１０月２９日の中沢光輝祭の菊花展を目指

し、今後の作業を進めていきたい。

生徒の感想

・先生や友達とともに菊作りができてとても楽しい。

.－鉢の菊を作るのにいろいろと大変で疲れるけど、成長して花が咲く

のが楽しみです。

・私の菊は枯れてしまったけれど、もらった菊を枯らさないようにきれ

いに大きく育てたい。

．一度枯れそうになったが、下の方から新しい芽が出てきて、育ってい

るので、その生命力には感心した。

・初めての菊作り、思っていたよりも大変です。でも今は早く咲かない

かと楽しみです。
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オ．評価と反省

学年によってふれ合いの方法は犠々なものになったが、それぞれの

学年ともゆとりある時間(230～4:20)の中で活発に活動できた。また、

設定してあった時間だけでは足りずに、熱中している内に５時．６時

になったクラスも多かった。

ねらい（１），（２）について

･オカリナづくりは技術を要するものであり、生徒にとっては初め

てのことでもある。この世に一つしかない楽器を作って音を出す

ということは生徒の興味・関心を引く効果が大きかった。教え合

うという要索も大きく、生徒の日頃の授業とは遮った面が見られ

た．男女の協力や教師とのふれあいなど多くの面で得るものがあ

った。技術的なもの、作り上げるものとしては、同じ犠なことが

美術や技術家庭科などの教科でも言えることだが、生徒が一生懸

命にやる気持ちの中には教科の評定を気にしている部分もある。

良いものを作りたいという純粋な欲求を生かしているという意味

でも、この活動は､より本質的なものに迫れたのではないだろう

か。

･ちぎり絵では一人ひとりがそれぞれ原案を出して、それをみんな

で検討してより良いものを作っていこうとする活動自体が互いに

認め合うことにつながった。この過程で絵をつくり、協力して工

夫しながら活動していくことが学校生活の中に創造的な活動を持

ち込むことになった。また、この作品を仕上げるには協力して各

自の責任を果たすことがが不可欠であった。貼り絵そのものは単

純な作業であったが６，７名の生徒がくっつき合って作業してい

く中で生徒同士のふれあいが図れた。

･菊づくりでは一人ひとりが自分の鉢植えを大切にするだけでな

く、潅水作業の当番をきちんと費任を持って果たし、他の生徒の

ものも大切に扱ってきた。また、作業の内容についても互いに教

え合いながら進めることができた。

ねらい(3)について

３年の活動の中でのみ扱われたが、前述したように自分のものだ

けにこだわらないでどの菊も大切にするということができた。また、
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毎日の観察で今まで気づかなかった自然の力の累晴らしさに気づく

こともできた。

＜反省＞

まず言えることは月に１回という時間設定では内容的な制約と継

綴性を維持することがとても難しかったということである。実際に

今年度の活動の中では月に１回では済まなかったし、今後、回数を

増やすことも検討しなければならないだろうが、学校の会議や部活

動との関係でなかなか困難であるというのも事実である。年間計画

はあるが、なかなか先の見通しがつかず、計画と実際の活動とのギ

ャップが出ている。下準備をするにも学校行事等との関わりで時間

が取りにくい。そのため、本来学級の輪・心の豊かさを求めて設定

した学級の日であったが、かえってゆとりのなさを生んでしまう危

険性を持っているので、今後の実践にはその面でも改善が望まれる。

また、取り組む内容も学級で話し合ってはいるのだがユニークで創

造的をものが少なく、教師の案に従っているところがあるので普段

の学級指導の中で豊かな心を培う指導を心がけて行きたい。
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③自然愛護活動について

人間と自然、また人間同士の関わりを大切にする気持ちを高めていくた

めに、生物とのふれあいを通して自然に目を向けさせ、もの言わぬ生き物

や弱い者にどう関わるべきかを考えさせる中から思いやりの心を育てたい

と考えた。そこでねらいを次のように設定した。

ねらい

自然とのふれ合いを通して生命を尊重する心を育て、広く他を思

いやり互いに認め合う人間性を育てる。

更に実践する上で教師にも生徒にもわかりやすいように

「生き物に親しむＬ「生き物を知る」、「自然愛護に取り組む」等の活

動を通して生命の尊さを知らせ、更に「自分の力を発揮し」「友達の活動

や悩みを理解し」、「認め合い、互いに協力して一つのものを最後までや

り通す」という、豊かな人間関係を育てることにした。

年間計画

函ⅡⅡ
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草花づくり 菊づくり 係・教師の作業
４月 草花の種蒔き

水やり管理一
親株の育成(摘芯）
水やり管理

摘芯
（はさみ上.北ﾂﾄ）

５月 草花の種蒔き
水やり管理

水やり
管理摘芯

挿し芽床の用意
挿し芽

６月 草花の
水やり

種蒔き

ポットへ鶉 学級へ

鉢上げ水
管理摘芯

やり
ﾄ）

７月 ポットへ移植
定植学級見まわり

大鉢へ移植
支柱立て
水やり管理

分配
ピニタイ
リ

８月 除草管理
鉢へ移植学級へ

わき芽を欠く
追肥

水やり管理

固形油かすの配布

９月 除草
学級へ
ポット

管理
配布
から鉢へ移植

増し土水やり
脇芽､柳芽欠き
支柱の固定

除草管理
鉢やﾌﾟﾗﾝﾀｰの準備

10月 除草管理
種蒔き

つぼみを１個に
輪台つけ菊花展
水やり管理

展示場所畷認
(はさみ輪台
ピニタイ鉢皿等）

11月 種蒔き移植 後始末寒肥 (各用具の入れ物
化成肥料）

12月 種の収種
管理

冬至芽の根分け

づくり

培養場づくり
(牛糞軍手袋）

1月 管理 腐葉土の
切り返し



実践内容＝平成元年度＝
－４月

百日草・朝顔の種
蒔き、菊の親株を育

て摘芯をする等の仕
事をした。施肥や水

やりの仕事等も生徒

には加減が難しく、
手がかかった。

－５月

苗床作りと挿し芽
をし、ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞと

菊咲きﾏﾘｰを蒔く←
肥料の扱いや用具の

扱い等々、些細と思

われることでも不器
用だったりいやがっ

たりがあり、できる
子がよく助けていた
挿し芽に根がつき

感激する。

－６月

ｺﾘｳｽの種蒔き

いろいろな種を蒔い

てきて、「ｺﾘｳﾜ(とは
どんな花か｣等、関
心が出てきた。

菊は小鉢上げをする
小さな芽のか細い根
を大事にしながら真
剣に取り組む。
中鉢へ移植

づ枝の調節

－７月一一一一一一

中鉢から大鉢へ移
植～３本仕立てまで

作業中枝が折れたり
、きつく結びすぎた
り土を入れすぎたり

いろいろあったが、

命あるものの扱いを
知ったように思える
百日草・朝顔の鉢を

学級で管理

－８月

水やり

学年・学級別潅水当

番表に従って作業。

長いホースをうまく
操作しないと鉢が倒
れたり水の届かない

ところができたりで

これも大変な仕事で
あったがﾁﾑﾜｰｸよく

こなしていた。
すぐにグッタリする

草に気を使っていた

－９月

麹頭・ｺﾘｳｽの鉢を

学１８tへ配る。

それぞれの学NUIで工

夫し、教室や廊下を
飾る。菊は増し土を

し、脇芽・柳芽欠き
支柱への固定等をす
る。すっかりおおき
くなってっぽみもつ

いたりして以前にも
蝋して自分の鉢を大

切にする３年生の姿
が見られた。

－１０月

菊に輪台をつける。

1,2年よりもやはり一人一
鉢の自分の鉢を管理してい

る３年生の方が積極的かつ
慎重に仕事をしているのが

目立った。手を洗って花に

さわる姿等がほほえましい

－１１月～

これからは後始末とか種の収穣、落

葉集め、圃場作り等々、いわば裏方の
大変な仕事が待っている。しかし、昨
年を振り返ってみるとそれぞれの子に
向いた仕事があるもので、このような
体力的な仕事に生き生きとして力を発
揮する生徒も多く、皆で楽しんで仕事
をする姿が浮かぶ。
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草花づくり 菊づくり 係・教師の作業
２月 管理

今年度の反省

腐葉土の

今
切り返し

年度の反省

３月 来年度の計画
ポットへの移植

来年度の計画
親株の摘芯

来年度の計画
(ピンセット）



く評価と反省＞

本年度に向けて昨秋より枯葉集め等を行った事や、昨年の経験もあっ

てか興味関心を持って取り組んだ生徒が多く見られた．特に３年生は「

自分の菊」ということがあり１．２年生以上に積極的に取り組んでいた。

挿し芽に根がついたり、種が芽を出した時々の喜び、それをていねい

に鉢に植える優しさ、発育の悪い苗を心配したり、菊の３本の枝を慎重

に曲げていくいたわり、いよいよ大鉢に移すときの期待、夏休み中の水

やり等の責任、開花の喜び等々、場面場面の生徒の反応は確かに手ごた

えがあり、ねらいに迫るものであったと思える。だが、全部が全部そう

であったわけではなく、大勢の中に紛れて手を出さずに終ったり、枝が

～折れてもそのままだったり、自分の分は終ったとさっさと帰ってしまっ

たりｕ潅水当番を忘れたりするなど考えさせられる場面もあった。しか

し､これらのことは自分の姿を知る良い機会でもあったと思えるし、教

師の指導の手がかりとなるものでもあった。教師も一人一鉢に取り組ん

だこともいろいろな面でお互いを知るのに役立ったと思う。

自然愛護とは、手を掛ければ掛けただけ、その結果が見えてくるもの

～である｡-(植物の成長を通して.．Ｐ）それだけまじめに関わった者は、
…“….::Ｙ：！～．－￣…ユリ

乱入!/よ』リー員)ii興味と関心があらわれ、また関わりを持つという子ども達の実

］に'鰍がある｡ｉそこにこの活動の奥深いものがある。

Ｆ今後は全校生徒一人一鉢の方向を目指し、草花も増やしていくことで

・問題点を補いながら、先にあHFた「ねらい」に更に迫りたいと考えてい

る。鉢が増えれば費用も労力も、関わる時間も増える。この点も大きな

課題である。
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④１分間スピーチについて

ア．ねらい

…～自分の考えをまとめ､小集団や学級で、さらに大勢の中でも自分の恵
一（見をしっかり言えるようにすることを目指している。

.．`.ｊとろ..･･･`

そこで・自分の意見を人前で;彊表できる感度を養う。

・聞ぐ態度を身につけると共に、正しい考え方で物事を捉えら
れる態度の育成。

・自分自身へまたは身の回りの事柄(友人関係、学級、社会)を
客観的に考えることができ、他人への思いやりの持てる生徒
の育成。

以上の３点をねらいとして各学級で取り組んでいる。
以下が取り組みの具体的な内容である。

イ．実践内容

「帰りの会」の中に位置づけ、１日男女１名ずつ「１分間スピーチ」を
行う。

ａ・スピーチの内容学期毎にテーマを決めて(原則的に)取り組むよう
にしている…

三学期

ｂ・話し方

第１回一分間スピーチアンケートの結果より、_圏の話す態度．聞
く感度の指導力q必要であることがわかったので、「１分間スピーチ話
す態度聞く態度」を決めて取り組んでいる。

一分間スピーチ話す懸度・聞く態度
・大きな声で話そう

．わかりやすい言葉で話そう

・聞き手の方を見て話そう

・発表者を見て静かに聞こう

・発表の内容について考えながら聞こう

ｃ・スピーチカード

スビーチの内容を記述する。終了後、日直・教師が感想を書き入れ
て、教室に掲示する。他人の意見を知ることにより、考えを深め自己
を願みる樋会として役だっている。また、月事に用紙を変え．新鮮な
印象を与える工夫もしている。
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､-0ご｢

友人、家族のこと 新聞を読んでの自分

の考え

三学期 部活動、家庭 新聞を読んで 自己を知ろう



ウ．評価と反省

特に話の苦手な生徒にとっては、一分間スピーチが定着していくこと

によって、とても話やすい雰囲気が学級に出来てきたためか、徐々にで

はあるが声も大きくなってきて、温かいはげましの言葉もでてくるよう

になってきた。今後、よりよい学級の雰囲気をつくりあげていくために

は、一人一人がいかに係活動、委員会活動、日直の仕事などを責任をも

って自主的に出来るかどうかにかかっていると思われる。従って、短学

活をより充実させるために下記の内容を鮭鏡して研究を進めなければな

らない。

◎係活動の検討（各学級の実態に即して、話合いで決める）

.－分間スピーチの運営→一人一人が気持ちよくスピーチできる

雰囲気づくり→

･スピーチを行う生徒の紹介

･聞いた後の感想を述べる

.明日の生徒の紹介

･各学年朝会での発表会

･係による聞く態度の指導

･朝自習時間の運営→一人一人が意欲的に取り組めるような工夫

価に応じた問題作成

斑による協力懸勢づくり

学習の決まりなどの作成

日直の仕事の検討→各学級の実態に即して、話合いで決める

皿I〃)弩砦グ〕旨I≦砦蝦１，〃、二ｍ司奎

明日の田
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＜一分間スピーチアンケートの資料＞

貫雪１回一夕〕-,劃＞ここ=－ラニアンラアート実施について
１．１分間スピーチの影響について把握する。

２．話すこと・聞くことについての生徒の実態を把握する。

貫薯1区Jアニークーート０二一つし、‐てつつ=夢鍔薯
１．発表する躯度について指導していく必要がある。
２．発達段階からみると、１年２年３年と学年に応じてお互いを知り合え
るという力が備わっていなければならないと思うが、結果からは２．３
年が低い。相手に自分の気持ちが伝えることができないようである。特
に、２年は思春期でもあり、相手に自分の気持ちを伝えにくい学年でも
あるが、人間関係の面でも問題が生じやすい学年でもあるので、今後特
に指導が必要とするのではないかと思われる。

３．話終わった後の感想を見ると、１分IBNスピーチの持つ影騨の大きさを
感じ取ることができる。

４．聞く側の懸度についても指導して行く必要がある。
５．聞いていての感想から、お互いを理解するためには､'聞く態度、話す
態度の指導が必要。お互いの生活体験を理解できるようになってきたこ
とがわかる。

以上の結果を見てみると、お互いを知り合えるという面では、１分間スピ
ーチの必要性は大きい。しかし、よりよい人間関係の確立のためには、一
層の話す態度、聞く態度の指導が必要と思われる。

穿罫＝回'一会)-『晋可ニミヒニＦ－ラーテニーラァートの実施について
１．前回のアンケートと比べて、その変容をみる。
２．－分間スピーチの話題性を知る。

３．－分間スピーチの当事者、聞き手の「－分間スピーチのねらい」の浸
透を知る。

多串喜１回一＝回テニークーート≦繧言f-謝吉身堅

１．あなたは前回（７月１５日〉のアンケート後、一分間スピーチを行いましたか
はいいいえ

第１回第２回第１回第２回
１年87.2％92.3％12.8％7.7％

２年76.1％89.3％23.99Ｋ10.7％

３年57.3％ＯＬ6％42.7168.4％

２．１で「はい」と答えた人に質問します。

①大きな声で話すことが出来ましたか。
はいいいえ

第１回第２回第１回第２回
１年５７．３％59.2％42.7％40.8％

２年40.7％63.0％５０３％３７．０％
３年40.0％66.8％51.0％〕3.2
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②はっきり、ゆっくり、聞き手を意識して話すことが出来ましたか。
はいいいえ

第１回第２回第１回第２回
１年30.81；35.6％６９.鱗64.4％
２年19.1％２０.源８０.鍵79.3％
３年29.7％43.0％70.3％57.0％

③原稿だけでなく、聞き手をみて話すことが出来ましたか。
はいいいえ

第１回第２回第１回第２回
１年18.5％21.7％81.5％78.3％
２年２０.骸20.796７０.鍵７９．３％
３年13.1％20.1％８６.蝿７９.暁

④言いたいことが､うまく発表できましたか。
はいいいえ

１年６０.鰹39.695
２年44.0％56.0％
３年６２.鯵37.6％

⑤スピーチをした後、友達との間でスピーチが話題になりましたか。
ｉはいいいえ
，１年19.1％８０.鮭
２年20.7％７９．３％
３年24.5％75.5％

３．聞く潤の態度について質問します。
①あなたは発表者を見て、聞いていますかす

はいいいえ
第１回第２回第１回第２回

１年84.3％７７.鰹15.71622.骸
２年84.5％77.2％～15.5％22.898
３年84.6％75.0％15.4％25.0％

②静かに聞いていますか
はいいいえ

第１回第２回第１回第２回
１年８０.碑75.3％10.4％24.7％
２年82.2％７０.碑17.81620.盤
３年84.2％７４.解15.8％25.4％

③発表者の話が聞き取れますか
聞こえる聞こえない

第１回第２回第１回第２回
１年15.7％11.5％2.5％2.6％
２年4.7％12.6％5.2％3.4％
３年19.4％10.0％7.5％2.4％

④何を話しているのかがわかりますか。
わかるわからない

第１回第２回第１回第２回
１年36.8％３０．０％３３％2.6％
２年17.4％２３．３％5.2％3.4％
３年32.4％２１.鯵5.1％〕.“

人によっては岡こ
第１回第２回
81.8％８５.蝿
００．１％８３．５％
73.1％８７．６％

えない

人によ
第１回
59.9％

77.4％

62.5％

ってわからない
第２回
６７．４％

７３．３％

７５．０％

５０



⑤他の人のスピーチを話題にしたことがありますか。
あるない

発表した人と他の人と
１年8.3％14.1％77.616
２年18.4％10.2％71.4％
3年11.69626.蝿61.5%八)～÷

⑥聞いていてどんな感想を持ちましたか、簡単に響いて下さい。

第1回面白かった。
・その人の考えていることがよくわかる。
・声の小さい人がいるので大きな声を出して欲しい。
・周りが静かにして欲しい。
・内容にまとまりがない人がいるので、自分もそうならないようにしたい。

：獺嬢雄襲翻体読?甑燦魏藤だ。
.みんなのスピーチを聞いていて、自分自身も得るところがあった。

：A隣息壊藷懲らている。
・ゆっくり話して欲しい。

：綱(議蓼いので､もっと他のことも話して欲しい。

第２国人は､いろいろな考えをしているなと思った。．
.なるほどと思うことが多くなった。

■｡■繍塞蝋鰄…
・個性が出ていた。

」：蝋ｽ蕊灘鱸轍禦了しっかり読んで欲しい。
・平凡であまり面白くない。

：難t謹鰯鶏磐裟繍「て欲しい。
・自分は大きな声でやりたい。

：熱あうi鱒翻る。
イ百戸.､--

４．スピーチを通して何を学びましたか。自由(こ聾いて下さい。

・自分の意見を発表する楽しさ。

－Ｆ鑑繍ﾁだった｡人間としてひとまわりもふた周りも成長したよう
・友達のこととか、家族のことが良くわかった。
.余り人前で読めなかったんですけれど、だいぶすらすら読めるようにな
った。

・どんな文章を醤けば、みんなにわかってもらえるかを考えて文を作るこ

・鰯掻#れば何もできないことを学んだ。
・新聞や世の中のこと、自分の知らないことがわかって良かった。

：繍離醗詰蝉来るようになった。
・差別を無くそうと思った。
・スピーチのこつがわかってきた。
.早く帰りたいのを我慢して聞いているので、忍耐力がついた。
。何も学ばなかった。
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５．スピーチに対して、思っていることを自由に響いて下さい。
・人の考えや意見が良くわかり、素直に発表できて良いと思う。
・時間が足りないから、時間の制限をなくして欲しい。
・内容を制限しないで自由にして欲しい。
・これからも続けた方がよい。
・人前で話す練習になる。
・将来役に立つ
・スピーチは面白い。
・色々な人の考えがわかる。
．みんなもっと大きな声で話して欲しい。
・何度やっても緊張する。
・何を求めてやっているのかわからない。
．あまりやりたくない。
．面倒くさい。

鐸喜二回フーニークーート、＝－つし。‐てつつ=琴甕薯

１．第１回に比べて話す側の意識が高まっている。

２．聞く側の態度については今後とも指導していく必要がある。

３．３の①②の変化については、意識の低下であるかマンネリであるか探っていく

必要がある。（３の⑥や４．５で意見が出ているので低下でないと思えるが）

４．２の⑤､３の⑤⑥のスピーチの話題性では、少ないとはいえ、ふた桁の数字にな

っていることから、－分間スピーチの持つ話題提供、重要さが現れているのでは

ないかと思われる。

５．聞いていての感想から、お互いの生活体験を理解できるようになってきている

のではないかと思われる。

以上のことから考えてみると、聞くことによってお互いを知り合えるという面

と、発表することによって自分自身が成長するという面がスピーチにあり、また、

よりよい人間関係の確立の為にも一分間スピーチが役だっていると思われる。こ

れからもより充実させていく必要があると思える。
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1年生＞く１分間スピーチ例
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⑤実践７場面

本校では、開校以来、生活委員会を中心に「オ：おはようございます、

ア:ありがとう、シ：失礼します、ス：すみません」とお互いに声を掛け
.'’.’：

合おうという「オアシス運動」を推進してきた。

,互いの人権を認め合い、差別をなくす行動力を養うには、まず、しっか

りとした基本的生活態度が確立されなければならない。毎日の学校生活の

中に「命と健康を大切にする」こと、「学習の保障をする」こと、「好ま

しい人間関係をつくりあげる」こと等が基盤にあってはじめて人権教育が

成り立つと考える。

そこで、学校生活における生徒の実懸調査の結果や６画清掃活動が十分

にされていない”、"毎朝行われている朝の自主活動が生徒の主体的な活

動として定瀞していない”等の中沢中学校の生徒が抱えている問題点を、

生徒と教師とで話し合い､開校以来推進してきた「オアシス｣運動を吸収

・発展させたものとして、学校生活における基本的な７場面を次のように

設定した。３：

７場面

１．あいさつ２．歩行

５．言葉遣い６．聞く態度

３．朝の自主活動

７．時間を守る

４．清掃

巳ぐ

この７場面の推進にあたってミ互いの人権を認め、差別をしないという

ことは民主的な集団の中でのみ培われ、また、そのような集団は生徒の主

体的な活動を通して成立目するものと考えた。そこでd活動の中心は生徒会と

し､生徒相互の連携を保ち〈・教師と生徒との共通理解のもとに、生徒自ら

の手で粘り強く実践していくことにした。活動を生徒自身が主体的に進め

ていくことと７場面の実践を通して、互いの立場を尊重しご集、牛活の向

上に貢献できる人間性豊かな生徒の育成をめざした｡セル～

ア,＜実践７場面推進活動＞

実践７場面の規範

ａ、あいさつ------生徒同士、生徒と職員、来質、登下校時、入室時、

授業時等でのあいさつがしっかりとできる。
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ｂ・歩行------通学時の交通ルールを守った歩行、自転車の安全

な乗り方、校内の廊下での歩行など、安全で他に

迷惑をかけない歩行に心がける。

ｃ、朝の自主活動一・朝の会を８地３０分から９時までとし、その中の

８時３５分から８時５５分までの時間を朝の自主

活動の時間とする。

・チャイム着席、授業前の学習に対する姿勢の確立

をする。日々の積み重ねを大切にし、互いに教え

合い、助け合う学習の実践の場とする。

ｄ・清掃一－－－－他人に任せるのではなく、自ら進んで学習環境の

整備に当たる。

ｅ、言葉遣い－－－－-互いに認め合い、相手の心に気を配った言葉遣い

をする。

・目上の人には、適切な言葉(敬語等)を使う。

・友達同士の日常の言葉遣いに気を配る。

・大声で話をしない。

・放送は、言葉の手本になるように十分注意する。

ｆ、聞く態度－－－－-話す側は、ゆっくり.はっきりと話す。

聞く関は、話し手の目を見て、静かに、そして素

早く行動ができるようにする。

・放送がかかったら静かに聞く。〈放送は簡潔にはっ

きりと）

・授業中、友達の発言をよく聞く。

・集会時(全校朝礼・学年朝会等)、に静かに話を聞

く。

９．時間を守る-----チャイム着席・集会の集合時間・下校時間等を守

る。

・遅刻をしない。

・教室移動は早めにする。
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イ．＜組織＞

実践７場面推進委員会
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０
０
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０
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１
７

推進組織

牛１汚会本音Ｂ招

酢委園芸の蚕圖長(４毛

際学年の学年剖冒眉

*推進委員会は、生徒会の特別委員会とする

*推進委員会は、生徒会本部役員、関係委員会の委員長・副委員長、

各学年の委員長・副委員長の計２１名で構成する。

ウ．＜推進活動＞

ａ、推進委員会は、７場面についての基本的な方針を出し、各委員会は

その方針に基づいて実践計画を作成し、実行する。

ｂ・実践した後には必ず反省をし、推進委員会にかけて計画の見直しを

し、再び各委員会が実行する。

ｃ、委員会毎にそれぞれ７場面の分担をしてはあるが、その分担にしば

られることなく推進委員会を中心に上記の委員会ばかりでなく、他

の委員会にも必要に応じて働きかける。

。、全校朝礼・学年朝会等の集会活動や校内放送、学校新聞（資料１）

学年委員会だより(資料２)等を活用して全生徒への働きかけをする。

エ推進活動の具体例

生徒活動における実践７場面の年間計画を作成した。（資料３）

実践７場面と学校行事等がどのように関わり合うのかを検討した。

↓

実践７場面について問題点を学級で話し合った結果を推進委員会が

まとめ、生徒に報告した。（資料４）

↓
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生徒会本.部役員(７名）

各委員会の委員長(4名）
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この結果に基づいて推進委員会を開催し、問題点の確認とその解決

方法を検討した。（資料５）

↓

各委員会で、更に具体的に解決方法を話し合い、実行した。

（資料６）

↓

実践７場面を全校の生徒に浸透させるため、全校朝礼で実行委員長

各委員会の委員長が生徒に呼び掛けをした。（資料７）

その週には毎日、帰りの会で実践７場面についてのアンケートを実

施し、その結果については次の朝、生徒会掲示板に掲示するととも

に校内放送で報告・呼び掛けをした。（資料８）

↓

推進委員会を開き、アンケートの結果をもとに問題点を洗いだし、

具体策を検討した。

↓

各委員会では、更に細かい検討を加え、方法の見直しをして具体的

な取り組みをした。（資料ｇ）

以上のように、学級→推進委員会→各委員会→学級→実践活動という

ような流れを原則として活動を推進した。

オ．評価と反省

・７場面の一つを実践するにも大変なことであるので、始めは不安であ

ったが、ともかくこの活動を全校生徒のものとして定着させることが

できた。

・生徒一人ひとりが、実践７場面を念頭に置きながら学校生活をする

ようになった。

・推進委員会を中心に生徒自らの手で活動を展開し、大きな運動として

盛り上がった。

・生徒の自覚が高まるにつれ、生徒同士が７場面について互いに注意し

合う場面があちこちで見られるようになった。

・あいさつ－－－－お互いに大きな声で堂々とあいさつができるようにな

り、来客への対応も良くなった。
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・歩行－－－以前は畳下校の際の交通ルールは乱れがちであったが

担当委員会の推進活動や各自の自覚により交通マナー

が向上した。また、廊下の歩行についても、走ったり

大声で話したりする者が少なくなった。

・朝の自主活動--チャイム着席や朝の活動が教師がいなくても、きちん

と行われるようになった。

・瀞栂------滴婦中に座り込んだり、遊んだりするものが減り、自

分から進んで清掃に取り組む姿勢が見られるようにな

った。

・言葉遣い－－－放送等の言葉遣いが､ていねいにきちんとできるように

なったが、まだ、生徒同士、目上の人に対する言葉遣

いは粗雑さがみられる。

・聞く願度－－－－「実践７場面、静かにしよう」などというかけ声が聞

かれるようになってきたが、まだ、誰かが声をかけな

ければ静かにならない。

.時間を守る----遅刻者の減少、チャイム着席、集会の集合時間の厳守

等よくなってきた。指導者も意識して行動を早めに取

るようになった。

繕括的に見てみると、推進活動によってかなりの前進は見られたが、ま

だ、不十分な点があるので、今後も鮭綴して活動をしていきたい。
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実践７場面資料１（中沢中新聞）
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実践７場面資料３(推進年間計画）

平成'6`':IH:生徒活動における実践七場面の推進年間計画
実践七岨ｉｎのあいさつ②歩行

⑤そのＩＩＪにあった言壌ｉｎい
③911のｎ兆活動

⑥放送を聴く態度
④iWllU

⑦､割1Mを守る

11 にiｌ

【
｢`］
,＿」

阻賎技人

笈

111

|mJ
Il

l-I

F■

、

－６３－

★各係､姿国会等で字佼ITul8壬血して爽吸七卿ullについてIIE坦で＝色硝11mの盃.弓をDuへして「さＬ､。

J1 学校行ⅢＩ 学』『 学級 木611 活 画境 保健 図U｝ 放送 折uII 文化 体河
這伊 全校Q11札

中央姿図会.……
41：徒委目会

学無０１ﾄﾚ………
学級の、

毎日の健康柧察

自低亜点検

ｚ､‘`.？

ｆn才.`.？

ｆ:2－－

矛.〕.’5

.2鷺７……

？……

′uLn，

ｆｒ:Ｚ．

ｆ二Ｊ７１

１二２

《「）

′、

丘:’
夕.７

0Ｆ）

』．『

」.‘

ｔ・・・・．｡。・・・

八７

?………

ｆ７．…

収.ムフ
‘侭４７

Ｚ

４ 一
会
》
修
一
子

》
明
辨
研
》
一

》
説
泊
轆
定
一

式
←
動
『
樹
》
捌
岼

而
一
活
》
年
岼
体
十

対
》
郎
蕊
２
身
一

'.「.▲７

１，５:､45.ｊＺ
′へ７

/`』.J、７

f懇.`:､７
K.無.､Z．

ｒ､７

」叫瓜4７
駿艮７

(す）

０，……
タ.‘

′，？…

一
鞆
？
》

７
う
く
ム
キ
》

圦
苛
ム
ェ
傘
》

５ 》
魂
》
”
ト

ー
行
一
支

一
旅
》
丁
子

断
一
学
一
棟
え
り

鯵
》
修
一
訓
一
テ
苔

願
》
年
》
魅
》
佃
岼
ポ

他
３
－
逆
）
中
え

賤鷲鍵含………

4.星.ｊＬ

.f魚.Ｚ
ユム.７

３．７

４１４:Ｚ…
品駄‘もＴ

j『紅:Ｚ…

ｆ雷.､７
。.Ｊ－７

ｊＭ…….，

｣:ＡＺ－

Ｒ,.堀ム,.？ ＆凪`:.？

Ｚ

…《索７

Ｊ
①
■
①
＄
口

■
Ｏ
Ｓ
Ｐ
』

“
７
牢
孵
亜
》

◆
⑤
⑥
●
。
・

・
函
仁
》
７
十
一
知

７
６
－
６

人
ふ
み

》
一
一
〃

腕
－
６
》
Ａ
》

》
》
皿
＆

『

`:.Ｚ…

硬`ｉＵ
ｔ:AＺ ７

`､７

６ 陸上競技大会

`礫鷹灘!§!Ti蕊…

Ｊ､７

４釣.ﾎﾟｭﾌ

４．７

Ａ染:仏.７

ムダ､4.7 4jll- 域

以

と.‘

小磯４JＩ
(:７ ７

７ IDI末テスト

総体、壮行金

総合挑宵本会…

］.７

jMLT-＿

３．７

.無4:Ｚ＿ ､4.塁.４Ｚ 1Ｆ》

9,...…

△ム？…

８ フー￣夕一一HJUHニー
●｡｡｡Ⅱ｡+G●ｃ－－ｂＯ■●6■｡①UhI●■■□

茅野巾交施会

'へ７

【…鷲？…

９ ミニ尹－■■~０－Ｆ

地区1Mi災

.M(護催面.騒一．

。 J､７

…f空.Ｚ．

､７

...L蜜：Ｚ… あぶ４:､７ Z…… ､藤……

".‘

F:f27.
ｆ､ム…．

４Ｚ…．

ﾋﾞパムフ ７

１０ ､中111云裂.､卜……．
光旧11祭

ｊ２燃窯型1lii狸

』:７k……
ﾑﾖ:“:.'

〕’７

AJLlAA7 A““:？ …】?､７－… …“..＿

ムハ』､OLF

Af4ぃ７ 〕:鰯:？

１１ 生錘会役圓辺単

、l謀孟異上……． 鮎Ｚ…． Ｚ.…．

44ふﾑー 』

Ｚ
一

人
一
》

１２ 避IUI訓練

､坐朧鶴含…………
ﾕ,!:Ｚ…
瓜`:4息Z．

塾&:T…．
鴎:？＿ ＩＭＬヌ．

Ｚ

今..L虚２．．

“ 糸‘

jR4……． ..ｋ…..…

‘且?….．
ムバ“7… Z.…

悪碩占…．…．
Wi人生製lﾘI全

避佼､交通脂導

jR………．
A＄ＡＺ

７

ＡＴ.‘.？

A｣，Ｚ． 企.‘

A1:ＪＪＩｒ

“4.７
阻4.:Ⅲ

＿Ｚ…．

２ 101末テスト
３４Fお別れ違足

｣.７
■い●■■｡■｡■■－から－

Z….…

７

（鋤.……

３ ４１：徒轄会

杢溌巽…….…＿
“:“:､7
13‘:.▲iｕ

“:里.4.7

‘,鰻4＄２
､減34:､2． ､J1鷺?… 保49ス． 『 ,IhlPZ…

4Ｗl…
､長Ｚ＿



実践７場面資料４(糟掃の問題点・実践場面・解決方法）

“腱実践'場面匿頚
推進委艮会
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実践７場面資料５（３年学年委員会での内容）
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(4)特別活動研究部のまとめ

特別活動研究部は、５つの実践(進路指導・学級の日・１分間スピーチ．

自然愛護活動・実践七場面)活動を通して子どもたちの意識の変容を見てき

た。同和教育の基礎・基盤づくりとしての成果は得られたが、同和問題を

自らの課題・問題として受け入れるにはまだまだ充分な状態とはいえない。

成果

○学級指導・進路相談(３者面談等を含む）・進路便り等の進路情報により、

一人ひとりの生徒が将来の生き方について真剣に考えるようになった。

○学級の日の活動を通して、互いを認め、協力し、励まし合い、問題を解
決しようとする生徒の姿勢が見られるようになった。

○一人ひとりの活躍する場面づくり(学級会活動・学年行事・学校行事)を

通して、生徒一人ひとりが存在感を感じ、糖神的な成長が各所に見られ
た。

０１分間スピーチの実践により、自分の考えを簡潔にまとめ、進んで発表

する態度とともに級友の考えや間違いを受容する態度が身についた。

○自然愛護活動(草花づくり)を通して．もの言わぬものへのいたわりや、
自然を身近に感じ、愛し、大切にする心が育まれた。

○実践七場面活動における生徒の主体的な活動を通しての推進により、礼

儀・学習・奉仕・安全などの生活の基本的態度が育成された。

○これら特別活動の研究の進展にともない、徐々に社会に現れた人権問題、

いじめや差別に対する正しい判断が見られるようになった。

課題

今後も同和教育を継続していく中で、将来生徒の一人ひとりが差別問題

に直面したときに正しい認識・判断や行動をとれるよう、日々の実践活動
を通して生徒に実践力を身につけさせたい。
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2．筆文末斗石牙f多忌碧引蚕

（１）研究のねらい

①人権尊重に徹した授業を行い、思いやりの精神を育てる。

②一人ひとりを大切にし、わかる授業の展開に努め、各教科の目標を達成する。

③目標・内容が特に人権教育と深い関係のある教科にあっては、適切な教材を

取り上げ、十分成果が上がるように指導する。

（２）研究の仮説

①お互いに協力しみがき合いながら学習することによって､互いの人権を尊

重し、共に生きる生徒が育つであろう。

②各教科において国指導過程の改善、学習形態の工夫ざ教育機器の活用を因り、

わかりやすい授業を実践してゆけば､教科の目顧が達成され､将来に向けて

たくましく生きる力が身につくであろう。

③同和問題や基本的人権を扱った教材を年間指導計画に位置づけ､差別される

imlの立場に立って指導していけば、差別や偏見について、正しい認識を持ち、

人檸璽の精神が瀞であろう｡f、が…
(3)研究の内容

一（い

①研究を進めるにあたって以下の事に留意する。
；０，－－゜ﾄ

・全教科の学習で、より効果的な授業をするためには､一人ひとりがかけがえ

のない人間として尊重されなければならない。

・各教科の授業では科学的・合理的な物の見方、考え方の学習、をすることに

よって問題解決する実践力を育てる。

．「学び方を学ぶ」ことによって主体的・発展的な学習ができるようにさせる。

へ授業研究を通して指導内容をどの機を教材を用いて展開していくか、生徒が

主体的に学習できるようにするためにlよどうしたらよいかを学び合う。

・人権尊重の教育に内容的関連の深い教科である国語科・社会科を重点教科と

して人権や人種差別等に関わる題材や主題を指導することにより、同和問題

の正しい理解を深めさせる。

②名教科の努力目標と具体的な方策

共通目標各教科の学習活動を通して人権尊重の観点を踏まえて生徒一

人ひとりの学習意欲を高め、主体的・協力的に活動させて、

目標を達成させる。

－７０－



所力

ロ教育関連麺点教材をＹ

人IHI碑

鰐Ｔ

国水千
Ｊ

厭業選択の自由と職業の畷Ci
hhl外の時間においても常に

気教材等の時債 ◆←

つかませるために一任の設臓
11i識､榎による掴H嶢導に,ｕ

課題について目。
の楕璽目楓をB鴎
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教科 夢ラブ。目１ﾖ蕊、 蛋藝イ本白勺壱ごアラ鐸量

国
語
科

･他との関わりを大切にし、共
に学び合う姿勢を持った授業
を目指し、基礎学力の向上に
努める。－－－－－－－－①

･文学的文章を通して、人間への見方.
感じ方を禦響させ、人間としての生き
方を育成する。－－－－－－－－③,④,⑤
･説明的文章を通じて判断力・実践力・
論理的な思考力を育てる。--------④
．相手にわかってもらおうとする!i胤度と
話し方を育てる。－－－－－－－－－－－①
．相手を尊重する聞き方と受け入れ方を
育成する6------------－－－①

社
会
科

･教材の糖選・梢造化を進め、
学習意欲を高めるとともに基
礎学力の定着を図る｡--①,④
.社会的事象を的確につかませ
それをもとに考え判断するこ
とにより、人権尊重の
高める。－－－－－－－

資質を
----④

･生徒一人ひとりが課題を明確
につかむとともに自らの到達
点がわかる指導に心がける。
－－－－－－－－-二－--①

1.同和教育関連重点教材を洗いだし、年
間指導計画の中にしっかりと位邇づける
･地理的分野
－インドの身分制度、南アフリカの人
種差別、アメリカの黒人問題

･歴史的分野
--士農工商の身分制度、四民平等、
全国水平社

･公民的分野
--基本的人権の尊重、人権侵害、
職業選択の自由と職業の確保
それ以ﾀﾄの時間においても常に人権尊

重の観点に立った授業を進める。----④,⑤

2議蕊議鷺圖竺勢葬鵠厨擢鑑識粥離置竺皇葺④
3.生徒一人ひどりに課題をつかませる:ために←柱の設問については自分；
の考えをメモさせる。・机間iNK視による掴B鵬導に心がけ、′|藻団によ
る意見交換を通して互いの考えを深め、まとめる-----------①,④b⑤

4生縫-人ひ遜霧鵜;離鰯蕊鑪鱗する｡－①。
’ｨ;鵜贈鬮鑑蕊謬鑑溌懸§設問を用意する。

■■

薮
学
科

･基礎・基本を押さえ、科学的
合理的な見方・考え方ができ
るとともに矛盾点を見いださ
せるようにさせる6--〒④,⑤
．－人ひとりの理解度を老威し
掴に応じた指導を目指す。①

･個々の生徒のつまづきをとらえ、互い
に教え合い学び合う協力的学習の場を
作る。－－－－－－－－－－－－－－①
.生徒の発想を大切にし、それを方向付
けることによって興味・関心を高める

－－－－－－－－－－－－－－－①,⑤
．誤った論証の矛盾点を見いださせ、科
学的･合理的な見方･考え方の能力を
高める。－－－－－－－－－－－－－－④｡⑤

理
科

.－人ひとりの科学的な物lの見
方・考え方が育つ授業を目指
す。------上----④

･毎時の学習課題を明礪にする。----⑤
･実駿観察を通してデータの処理や説
み取りを正m1にできるようにさせ、
問題Bi閏決の能力を培う。---------④

･イ集団学習を取り入れ、お互いに協力し合って学習を進める。－－－①
.直接経験､あるいは視､i【覚教材による間接経験を多くし､動機づけを図る

一-----------------------－-------------③,④
･実験・観察用具の充実を図る。
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教科 夢晉うけ目福雲 二稟仁1画皀白勺二倉寺二方一鐸量

寶
藥
科

．－人ひとりが自分の音を全体
の響きにとけ合わせる合唱に
よるIii奏形態を核に共に美し
いものを8Ｉ造していく喜びを
1$s得させ、意欲的に表現する
授業を目指す。－－－－－①b③

2．

3．

1.合唱・器楽合奏(リコーダー>を核とす
る表現活動--小集団(班またはパート
別)活動を通して、互いの能力適性を
認め合い、教え合合う中から美しい
ものを創造していく喜びを体得させる

------------－--①,③

て生徒が意欲的に取り組む効果的
的に取り入れる。（技術及び学年
-------------------①,⑤
と、個々により異なる教材のある

臺
綺
科

議瀧蓋懸i齢鵠ま

蕊霧!;i露讓；
･物事に愚!i力する心の大切さを

－－－－－①,③

露議蕊葱ｉｉ蕊震
うことを理解させる｡--②,④

●
ロ
●
＄
●
●

匠辨画篭識催一
睡
両
鉾
露
塞
睦
駄

鶏
鍵
蕊

濡維瀦霊計iと二＄
譲懸鍛蕊震野i鰯９９
多く設ける。－－－－－－－－－①
に変化をもたせ、興味・関心を
る。－－－－－－－－－－－－－③⑤

の心の動きが重要
訴える。－－－－③
かたを１N鏡的に指
-----------④

爆
鍵
体
育
科

･ルールを守り、
･自己の役割を自

.〕璽動の実践を通して、

露淡W盗璽Z

塗麹iil霧ii灘
勝敗に対して公正で、相手を尊重でき忽
覚し､責任を果たし､互いに憾力できる、

進懸③嗽刮安⑪、囮
鐇
巍
①
的
一
、
・
て
る

轆溌一辮一泄瀝歸靜

》
議
蕊

祷
家
篝
需

蕊職篭鱒ザニL圏Ｓ
豊かな生活を営むために工夫
、創造の能力と実践力を高め

捲露忘醸墓蕊5霊｝
で指導の徹底を図る｡--①,④

議瀧稠鎚慮艤鱸欲化を
をする

￣---------------------①
．個人差が生きる｣喋団学習の編成を工

鱗鍵鱸瀞嵐智
･実習では作業の分担と同時に、お互い
に協力し合って学習をする。-----①鐘

誌
・
率
磨
科
好

･学力の向上と意欲的な態度を

蔑繁|鑑鶴霧零罎
-----------------①

.創意・工夫の場を多く設け、

鐵鰐費唾煙｡窒息

･実践的・Ｉ輯灯的可k学習を1Mi極的にす
るための場面の設定をする。－－－－⑤
.題材の選択にあたっては生徒の実態
と特質にあったものとする。－－－－①
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数科１２莞テーカ｜ヨイ票｜隻藝体邑白勺ブウミ‐ブヨi￣雪i芝
－－－－１－一－－－－~－－－．－－－－￣￣…￣－－－－~－－十一一－－~~－．．－－－－－－－－－－~￣~－－－－￣￣￣

茎迄｜・生徒一人ひとりが生き生きと｜読み、暗記ノート、ワーク等の学習
ｌ言語活動に取り組めるよう之｜が点検できるような1Ei1glisl〕Ｃａｒ,l(個
｜指導を工夫すみ－－－－(Iｙ人>を活用する－－－－－－－－(1)

言喬｜・英語を通して外祠の/､灯の生い小集団学習の意欲づけ、国際理解を深
｜満や風俗．習慣などを理解さ’めるために.外国人教師とのティーム

科｜辻二轆璽饒憾唾箪ji句し懸捌鰍辮息フミ凝劉
Ｉ材教具を工夫す:,ｏ－－－－－ｕ）

一一一一一._－－－－－－－－－－－－－－－－－－－÷－－－－－－－－－－－－百－－－－－－－－－－－－…－－－

１．各教科､－人ひと')の能力に｜個々の段階に応じて楽しく習得できる

'鐘；蕊鰯鯛郷了蝋｜瀧凄誌蹴轍嬢輔
｜理のない楽しく取り組める｜・教科学習では個々の生徒の興味を生か

篝｜授業を心がける。－－①③Ｉした授業を行いその興味が他の教科
｜・交流教科は担任との連絡を密ｉに波及して行くように心がける。学習
｜にしてフォローしていく－①｜の成果を確認して小さ左進歩も必ずほ

L恩ﾄｧT癬脅ご系三孟霞丁iそiMi鰍調蕊藪鴎蕊蕊？’
｜作業段階を細かく幅広く用意し本人に無理なく取り組める授業とすみ

鑓ＺＩ－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一gL11(､）
ト校外学習一キャンプ．やきいも会、アスレチヅク等を実施し､計画・準
ｉ傭．実施・反省等の過程を通して国語・算数・社会・生活等の教科学

声ＦＩ習を進める。行事に楽しく取り組み、参加することを通して各自の役割｜
｜を果たし、協調性を養う⑳－－－－－－－－－－①,②,②),④,⑤,⑧

學;§⑪～(E)などは本校の同和教育ｸﾞ)６視点の番号を示す

－７３－



＜社会科における同和教育に関する指導内容＞
）111理的分

④歴史的分蟹
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①地理的分野

②藤中的分野

題材
に7ﾏﾌｰ官ﾌﾃﾏ百石
インドの身分

制度

南アフリカの
人種差別

アメリカの

黒人問題

ラテンアメリカ
の

人種とくらし

指導内溶［
□－－＿▲▲▲－－ニーロームム△

￣

カースト制はインドの近代化を妨げる原因の一つになってい

る。細分化され、固定化された職業の様子を理解し、その不
合理性について考えさせる＿

南アフリカ共和国の白人による黒人支配の実態、政策的支配
の意味を理解し、問題解決に向けての国連などの取り組みに
関心を持たせる．

ノハソ々口司足巴Ｗ←くつＷ③ノLリェー刀Ｕ、１寸v－乗ｾﾉＬＶ－Ｘｌ９｡Ｚ這刀リリゾ

問題は今なおみられる。その差別反対の運動が今まで行われ
てきたことを理解し、更に解決に向けて努力していく必要を
理解させる。

ラテンアメリカが人種のるつぼといわれながら、人種的偏見
が少ないのはなぜか、アメリカ合衆国や南アフリカ共和国と
対比させながら考えさせる。

題材 指導内.客

文明のはじまり 大規模な農耕によって生産が高まり、支配者と被支配者の階
級が生まれ、統一国家が成立していった過程を示し、身分の
発生について理解させる。

ギリシアの文化
ローマの発展

古代社会の生括と文化の繁栄の裏には奴隷の犠牲があったこ

とに気づかせる。アテネのポリスでは、成年男子の全市民に
よる直接民主政治が行われていたが、婦人や奴隷は政治に参
加できなかったことをつかませる。

縄文時代の

人々の生活
目然物の採集は、不安定な生活であり、共同作業を行い、収

穫物は公平に分配していたと思われる。身分の発生もなく、
私有財産や貧富の差も未発達で、支配者と被支配者の関係が
無かったことに気づかせる。

弥生時代の
人々の生活

稲作の広まりは、集落の定着化と拡大、生活の安定をもたら
し、富が蓄積され、集団内部に貧富の差が生じ、階級社会が
成立していった過程を縄文時代の社会と対比させることによ
り理解させる。

大和国家の
しくみ

大和朝廷の支配のしかたを氏姓制度を中心に理解させ、公私
の隷属農民「部民」と「奴」が－つの固定した身分となった
Ｐし存レムゴツSサＺ－

律令政治の成立 律令国家の支配者である天皇と貴族はさまざまな特権を得た

また、人々は「良民」と「賎民」という身分差別があり、
口分田の広さや刑罰の軽重にも差があり、奴稗は牛馬のよう
に売買されていたことを理解させる。

同蚕再ＴＰ=声検地と刀狩 フワロレ’１J￣夕J-TyU刑二

を一段とすすめ、
￣ノ〃。Ⅶニラ可ソＪＴ。▽｡、うぐｅ竝宮・膵口ｖノンJ~ＨＬＵ明(月z

江戸幕府による封建制度の確立と身分制度
の元にたったと上奏麹鰹さぜる＿

｢耳ZF萄､霧一ヨ
－コシつり酔刃几みこ

－１

Uヨーク司戸"0ｺ一夕比凡ＵＵｍＪけ￣￣▼－－'二二「〆U｣LＵごｑしｕ～宕司'Ｊ￣〃。▼￣、ゆて￣

工・商の民衆を分断し、農民の不満をそらすために「えた．
非人」というさらに低い身分を置いたことを正しく理解させ
るとともに、江戸時代の２６０年間を通して身分差別が人々
の心に浸透していったことを理解させる。
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百姓
溝とわし
鋤
鑑
、
詮
鐸

、
」
職
か
。
一
．

で
に
る
り
る
、
る

中
々
が
す
せ
り
せ

る
人
や
に
さ
が
さ

す
の
い
向
解
上
解

化
落
の
方
理
ち
理

激
部
々
た
く
立
を

が
別
人
つ
し
が
と

し
差
、
誤
正
々
こ

わ
被
ど
を
を
入
た

こ
・
を
識
と
の
っ

ち
た
る
意
こ
落
戦

打
つ
せ
の
た
部
て

・
い
ら
衆
っ
別
し

撲
て
張
民
い
差
帯

一
れ
見
、
て
被
連

ざ
を
り
れ
と

し
化
活
よ
さ
で
民

穰鱸鍵
ることに
配が強化鵜

強
分

起議瀞・閨
身分制度の

廃止と差別

支
ら
は
れ
い

制
か
て
ら
て

専
要
っ
と
つ

を
必
と
が
ま

溌
匙
蕊

鶴
驚
！

く
財
部
解
す

な
や
別
な
ま

は
面
差
的
は

で
対
被
質
度

廃
る
。
実
の

撤
す
る
因

の
対
せ
の
貧

度
に
さ
の
、

制
国
解
も
き

分
外
理
た
続
・

身
、
を
れ
は
る

的
り
と
さ
別
せ

建
あ
こ
出
差
さ

封
で四民平等は、

策
つた雛畷配

の

曇墾騨
「軍戸司7覇￣
韓国併合 日本は韓国を併合し、植民地政策を行う中で、独立運動を押

騒議識芒緒款霧軒謹鱸隷号ぃ謬鶯蕊
る。

労鱸:鏡と
起こり

の
こ
活
に

件
ぶ
生
圧

条
選
は
弾

働
を
民
い

労
業
展
し

を
職
や
厳

悪
は
者
の

劣
々
働
府

が
人
労
政

者
の
。
、
．

働
落
る
が
る

労
部
せ
た
せ

場
別
さ
し
さ

工
差
解
こ
え

〉
被
理
起
ら

い
、
を
を
と

な
と
と
動
も

も
こ
こ
運
と

と
た
た
て
こ

に
い
い
し
た

運
て
て
結
れ

禿
れ
れ
団
ら

の
さ
ら
め
え

義
か
げ
た
さ

主
働
妨
ろ
押

本
で
も
守
り

資
中
と
を
よ

教育の制度

基
て
別

に
せ
差

想
わ
被

恩
あ
に
く

の
と
特
ろ

義
と
、
せ

主
こ
と
き

家
た
こ
え

固
れ
た
者

る
さ
い
を

す
化
が
由

と
強
も
理

一
が
ど
た

第
制
子
っ

を
統
い
か

ｊ
の
在
低

国
育
え
が

愛
教
通
率

君
、
に
学

忠
り
校
就

ｒ
あ
学
の

、
で
、
も

は
の
り
ど

語
も
よ
子

勅
た
に
の

育
い
困
落

教
づ
貧
部

曰

大止ﾃy総動
ヲ兵ゴミ－Ｊ["旬､壬Ｌ上上ぞ型且＝_＝ウョ戻司肩司米

苦
っ
の
解

営
に
持
ち
理

中
別
の
た
を

る
差
ら
分
と

す
落
自
自
こ

展
部
で
を
だ

進
に
こ
さ
ん

か
特
そ
低
生

き
。
、
の
を

動
た
し
分
覚

の
し
加
身
自

幽
閉
参
的
う

圭
展
に
会
い

氏
て
的
社
と

る
し
極
、
い

れ
と
積
し
な

は
動
に
見
ら

よ
運
動
発
な

と
衆
運
を
ぱ

一
民
の
一
れ

シ
を
こ
ギ
け

一
フ
的
、
ル
な

う
国
は
ネ
し

そ
全
々
エ
服
・

テ
が
入
る
克
る

止
勤
む
い
で
せ

大
騒
し
て
力
さ

全国水平社

る
帯
さ
根
け

蕊
蕊
餉

験
い
が
間
梢

体
と
社
落
解
る

瀞
獺
鰯

的
服
全
運
後
理

済
克
て
の
の
を

経
を
し
こ
そ
と

・
別
と
．
、
こ

的
差
織
る
が
た

会
、
組
せ
た
つ

社
み
す
さ
つ
い

国
憎
ざ
え
か
て

が
を
め
ら
な
し

々
別
を
と
ら
観

人
差
放
に
至
持

た
、
解
的
に
、

け
え
加
俸
ｚ
Ｐ
し

受
こ
れ
具
す
力

を
り
ぱ
を
決
努

別
の
緒
と
解
が

差
を
く
こ
に
々

藩
み
固
た
的
人

部
し
に
れ
本
、

太平洋戦争と
国民生活

は
、
・
こ

を
箸
た

国
こ
害
し

軍国主義により、民主的な運動が次々に解体され、中

鍵穂敵国轤赫強調艶糺鰻聾ご簾臘
艤蕊露騨しく鑿別され、いっそう生活が困窮

戦後の民主化

の
の
青
に

化
争
数
時

鷺
・
同

権
の
権
存
が

鑿
鎌

国
権
の
る

：
由
め
せ

重
一
目
た
さ

尊
、
の
解

の
が
障
理

護iii獣齋諦置警繊繰
騎鱸欝月鑑懲鰭鱒

経済の発展と
社会問題

た
差
せ
や
す

れ
る
さ
貝
芝

ら
よ
け
傭
う

瀧
銅
蝿

し
が
目
あ
り

成
ち
に
で
取

て
の
と
題
に

っ
籍
こ
課
的

立
国
る
な
底

に
・
い
切
撒

上
別
て
大
、

の
差
っ
で
け

露
籟
鏑

巍
纈
識

弱
別
お
議
題

、
差
な
主
問

は
族
今
主
の

。

長
民
は
民
別
る

成
・
別
の
差
て

度
別
差
真
・
育

高
差
女
の
害
を

の
落
男
本
侵
度

済
部
・
日
権
態

経
。
別
入
る



③公民的分野

T溌轟騎凝覇
えさせる
史と多くの犠牲によって寝得きれたもの’

せる過程でだれもが平等に人権をｌ１ｉｍ’
せ、ノ､極尊重の大切さを考えきせＺＬｉ

霧欝灘識叡｜
繍渡允繍燃澱』｜
態を知らせ、社会的背鼠を理解させる中’

みことを認識麿せ識''…i…Ｉ

リハニび

の課顛

堅ソｋＲｌｍＡ麓

｜尊重|識邑窒澱轡蝋重嚇蝉楚薩ｒｉｍ
ｌ－－－－~－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－

|'…■露灘鵜雛:繍溌！
’鰯'１鰯雛赫漁鰔ii潔蝋ii2`’
Ｉ）琴鱗慧||繍劃篭識麓的難戦蝋

|職馴柵|璽轤獺讓鱗溌鰄
職の機会不均等のあることの問題について考えさせる。

に尊重し合うことが
の尊さを考えさせる

国際社会と平和｜世界には様々な人種・文化があI)．互い
，平和への第一歩であること．さらに生命

－／０－



＜国語科における同和教育に関連する指導内容＞（国語科年間指導計画）

単元

7７

第］ 嘗堂出逗

第クョ2錘．ＪＫ

自営Mｎ 月 璽テ畠名 まｈホオ名 字を椙導内奪

４

５

６

新しい門出

>(富子ＤＪ男巳ﾚｹﾞﾌﾟし

自然の不思議

あの坂をのぼれば

（物語）

朝のリレー（詩）

ひと声（小説）

フシダカバ

人物の心情の変化を読み取ら

せ、内容や表現を考えて朗読
させる。

詩の表現を通
らえさせる桑

して、感動をと

表現を手がかりにして、場面
の状iHlや展開を読み取らせる

文章の筋道をとらえ、全体の
構成を考えさせる。

－

－

９

1０

1１

生活の中で

少年の日々

ちょっと立ち止まっ

て（説明文）

少年の日の思い出

（小説）

赤い実（小説）

自分のものの
広げさせる。

見方や考え方を

作品の主題につながる主人公
の心情を読jKA取らせる。

主人公の行動や'心情を読み取
り、人間としての優しさを育
てる ⑥

一

一ﾏ

ー

●T

OC『

１

｡

j平和'Nの願い

,？

大人になれ衣かづた
弟たちに（物語）

水門で亡＝(小説〉
-q中･ｸﾞ二

表現に注意しながら「僕」や
「母」の心情を読み取らせる
作品を構成する各場面の捕景
や人物の心情を読み味わわせ
る 、

候 単元名 鋤材名 牛を梧迩内容

４

５

６

'、の目を開く

自然と人間

）し〒p〕叩Ｋ可〕ＶＵ

クロスプレ三(小説）

広がる砂漠(説明文）

盆土産（小説）

人物像や人間の心の動きをと

らえ、人間の生き方を感じ取
らせる。

原因・結果・概括などを読み
分け、文章の論理的展開をと
らえさせる。

作品の構成をとらえ、情景や
心楕の描写を読み味わわせる

－

－

９

1０

旦一一」

1１

文学と表現

ニー

生きる姿

走れメロス（小説〉

夕焼け（詩）

￣－－

子馬（小説）

場面や人物の描写に注意して
心情を読み味わわせ、主題を
考えさせる。

情景と「娘」の心情の推移を

とらえ、主題について考えさ
せる ｡

崗＝＝＝華＝＝万一＝~＝看＝１
作品の展開に沿って、情景Jや
人物の心情を読み取らせる。
生と死のかかわりあいの姿を
追究し、そこから主題を考え
させる。

－

－－

－￣ ３ 【読書２】 法隆寺を支 文章を読んで、自然と人間と
の関わりについて考えさせる



く国語科における同和教育に関連する指導内容＞
第３学年

(国語科年間指導計画）

7８

月 単元名 教］可名 宇巧Ｐオ旨五Ｋ、回塗区

Ｆ可｢￣
４

５

６

｢冒霧諒諌弓

見つめる心

又凸１、ソ’」匙寺~廷

味わう

r辰ﾏ冒覇E憲司１両

キジの儀式（随筆）

疸訂平6ユヨロＬＦａ〕⑨

(小説）

￣妄＝－－＝￣窒一＝￣－－

り、筆者のものの見方。考え
方の特徴をとらえる。

文章の展開に注意して、筆者
のものの見方．感じ方を読み
取る。

宗一リコマーロゴつ～ｎｐＵ「＝■▼シＯ「ＷＷ－ｍＵり

んで、作者の文明・社会・人
間に対する感じ方をとらえる

，

1０

1１

言葉の追求

状況の中で

るき生に球

新しい文体の誕生
観明文）

故郷（小説）

夏の花（抄）（小説）

わたしを束ねないで

(詩）

車掌の本分（小説）

文章の展開に即し、筆者の孝
えの進め方をとらえる。

小説を読み、主人公の'心の推

移をたどって、主題をとらえ
る。

社会や歴史の変動の中で生き
る人間の姿を考える。

■－－－￣￣--■■■■■'■■￣￣■■－■■－－■■－－－－，■■－－■■－■■

異常な出来事に対する作者の
心情や、出来事のとらえ方．
描き方の特徴をとらえる。

表現の特徴をとらえ、作者の
生きることへの思いを読み味
わう。

生きるということを自分なり
に深く考える．

作品の展開をたどり、「文明
や人間」に力物､わる主題をと
らえる。

社会や人間のあり方について
深く考える。

￣

－

－－ ２

真実を求めて 夕鶴（戯曲） ﾉVn0pJ1EtO官くげ韮さカゼとｂえ

人間や人生について考え、戯
曲の特色を味わう。



教科研究部

(1)わかる授業の構造

①わかる授業を成立させるためには、教師、鋤材、学習者の三つの条件が相互に

効果的に作用し合い、それぞれ力(ふさわしい条件を備えていをIﾅればならない。

謹虻自而

O指i掌意識の確立一一豊かな人間性、自主性を育てようとしている。個人

として、集団として「どのような子どもに育てたい

か」が明確であり、望ましい発達をめざして指導し

ている。

○教材観の確立-----目標に基づいたｉＩＭｵの教育的価値、鋤材の論理性、

系統性を把握し、その教材を学習者の生活、心理、

能力などと考え合わせ、展開を工夫し具陶こしてい

る。

O指導技術の確立---授業の展開にあたって、必要な技術を使うことがで

きる。特にのぞましいコミュニケーションの場を実

現することができる。

１ １
一層蚕~可司]一
○基礎、基本的な教材
学習者の発達に必要な基礎、基本

的な教材であること。
○発達段階にふさわしい教材

学習者の生活、心理、能力に合致
し、学習者の思考の手がかりや活発

な活動への誘因を内包している教材
であること。

○学習者が操作できる４１,’１

学習者自ら問題を楠成し、その問

題を解快し、概念を狸得して、さら
に発展していく場合、それらの操作

が比鋺i，簡単な教材であること。

尋三壱雪宅書

Ｏ学理観勢の確立

個人として集団とし

て学習の目標に対して

意欲的に取り組む態勢

が形成されている。

Ｏ学習に必要な前提条件

の確立

学習目標達成のため

に必要な諸条件(認識、

技術、燗意等)力覇豊え

られている。

￣

-79-



(2)わかる投薬のための指導計画

学習目標を達成するためには、子どもたちの実態を把握し、学習過程をしっかり

設計しなければならない．

①目標の明確化､､構造化、精選の段階》Ｉ

<学習目標の内容分析＞十

○単元の学習内容と育成すべき内容を系統化し、構造化する。

＜指導計画＞

Ｏ単元全体の指導内容を小単元に区分し～単位時間ごとの認知、技能、

備意、各領域の目標を明硬化する。

②授業構成の段階’

一＜事前調査＞＝

○既有知識量、興味、関心、思考、傾向等の調査

Ｏ子どもに即しているか、既習事項との関連--------診断的評､、

＜学習指導案＞

Ｏ指導内容、学習活動、学習形態、評価の観点等の単位時間学習計画

③授業実施と評価の段階

…!『烈烈,J;::::IfjiiH鬘竺鉋
④単元末、中間･期末評価－－ﾆｰｰｰｰ----------------銭｣趣ﾖ葛２通

I
⑤新たな目標の設定

-80-



(3)わかる授業の教材研究の手順

く指導内容の明確化＞

Ｏ銅寸のねらい指導鋼;iの明確化

く銅寸そのものを理解＞

Ｏ教材のとりあげる部分と軽く扱う部分の検討

＜銅寸の位置の把握＞

oii後の教材と他学年での教材配列に注目し、それを見通し、計画を立てる。

＜亀財寸の拡充や変容＞

Ｏ生徒の能力と爵iP材の難易、日常経験、既習事項と教材の内容、§財’１の難しい

部分のくだき方、解きほぐし方、補い方などの工夫｡

Ｏ授業の中で生徒の状態に合わせ、拡充や変容の工夫。

(4)わかる授業の教材と発問について-----子どもたちが主11鄭搬)に行動でき、奥が

深いもの

鱒議騨i蕊…］
薫裟繋鰯鰯…象
何を見つけさせたいか、教師のねらいがはっきりしている。

※子どもが答えられることよりも､子どもが意味がわかり､子どもが疑問、

問題を持てること、次の課題が見えてくることが大切。

(5)わかる授業の型－－－－３つの型が考えられるが、人権教育においては「追究」

型を取り入れたい。

○「Ｉ云う壜塞」志向○「鍾愛琴遷」志向○「量臺多忌」志向

-81-



(6)わかる授業の体験学習----問題解決型学習の場合
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※科学の結果としての「結果まね」「行動まね」よりも「科学の過程」を大

切にしたい。

※科学的な認識を育てていくためには、予想・仮説を持ちながら、ものごと

を見ていかないと、ものごとの本質が見えてこない。
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平成元年度伊勢､『市立G材尺中2剰引【共同研究く同和放育＞－教科捷F1研究

･･可き↓才旨頚伍蜀塁

櫛部者伊翰０N市立中沢中学校ＯｈＩｎｏｏＯＯ印

１．日時平成元年月日（）第校時

２．学吸節学年組名(男子名.女子名）投薬叫所

３．学級の段9画◎生徒囮

・学級全体としての特色やIiUb】等

・Utflにおける生徒の状況

４．単元圃材･主Ru)名各qk科で．その恵積を明ら力にして使用する．

５．単元』R定の理由なぜ、この単元を取り上げたかを明日【にする．

◎牧材団単元の持つ溺田や.教材の価値

｡I闇i鞭Ｉ指UFの視点、重点.Tflqのli【い方･考え方をどのようにIIi邸するかという具体的方簸や

配慮したことがら等

６．ｍ元の目８１皿元でわらう事柄をもれなく調子ろ．

◎皿､価i(狙知領Ｎｉ）・～を知る．（～を理解きせる．）

⑥能力面(技能領hQ）・観察九思考力、衷現力、資fIの活用力騨(～する能力．技能を養う．高めるなど）

◎晒度面(１，窓領町ﾛ）・`Ｍｎ・関心､､皿度(～する態､[を鐙う゛焔うなど）

７．lliWNf両NY１次ＯＯＯＯＯＯＯ－－時１８１

節２次ＯＯＯＯＯＯＯ－－時間(本時は時IHI目）

第３次ＯＯＯＯｏＯＯ－－－－－Ｂ網Ｉ

.I綱、客を指導時間との関わりで21察して決定し学習内容から想定される随鳳度や.学習11の璽匝を瀞,区
して時間配分する．

10-.

８．本Ｈｆのねらい抽象ﾛ<Fk6のでなく、生徒のﾖｮﾛを充分零匹して、主としてねらう内容を具体的に犯す．１７肋の目標で示す-よう
にするとよい．（～できる．）．．’Ｉ

９．同点峨育の視点より特に冠窓すること

、研究主題とめざす生徒ｌ６ｌに迫るため､本校の同緬[官の6視点のうち．どの視点に岡通して本時を図司り蝿か
を記す．（視点Ｏ⑨Ｏ）－

１０．本８$のH1閲

。．掘卯内容の程肛.Ｕ画、、生佳の陥り１，Ｗ

のfTHpﾋロＣ･倣典Ｉ用する《､の夢浬

T，mEH\(百についての57璽肖

11．評価本時の内容・内容について生徒の理､\の程度を扇力めるための1,点などを記す．

-83-
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分
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分

斑学習者のZnHuを9V狭するための内容を書く 蕪４k節の跡目．指導．術郡上の心Ｉ日えなどを膚く

ﾛ1点ａ・生徒の字\Ri猛りについての57通点

ｂ，術導内容の臣度.U翅H・生徒の陥り

易い点についての國感点ｃ、6t具

やi匠料の！&い方についての訂通L点

。、学習活動における(吊健・安全につい

ての団愈点

ｅ、形成評価についての留理点

ｆ、学習形恕(閥．班．全MH竿のﾘﾘﾘ)を

谷く

蕊敬具・溝剥奪．

散師岡・学碍ｆｉ

側のi巧面から使

用するものを聾

く



平成元年度伊勢原市立中沢中学校共同研究＜同NItm＞－牧科授粟研究
團面吾窄1-才B雪色厚弐二

幅導者伊勢原市立中沢中学校教翰渡辺一夫
１．日時平成元年６月２３日（金）節４校ﾛギ
２．学扱節２学年５組（男子２０名．女子２１名．３１４１名.）
３．学級の実態全体的にみて、素直肱生能が多い。ｌ旨示された叩に対しては．まじめに取り測もうと

する突鋤が見えるが、自分から田低的に発哲したり立見を首う１９は少ない。
４．便川教室２年５靴枚室

５．単元名三．文学の味わい文学の優れた表現を蔑み味わう
６．教材名「盆土寵」三ｍ哲郎

７．噸元設定の文学作品のEIFにI土、さまざまな人IIUの生き方と力､人生的な迎い虹どが語られているが、
・理1１１それらは決して嵐全的・抽象的に述べられるのではなく、それぞれの作者の、愛怖を込

めた丁寧な感性的・形触的表現（文学的な描写・描出）によって作品化されているので
ある。この単元の中心の目僚は「文学の優れた表輿を雄み味わう」だ力《、これは文学の
世界をその「衷現」に印して銭むことである．生徒は今までにも何回かの文学の学習で
この暁みかたを行ってきた。ここでは、その「表現を暁み味わう」を特に大きく取り立
て、学爵の中心目概としている。

８.描導目標・腿2魍座を竺蒙２場面?願や人物の心怖の描写を鑑み味わわせる。
・場面なり表奥郎分拡りの印象を感じ取らせ、作品全体の中心の主題をとらえさせる

９．描導計画６時11m吸い

１．全文を通譲し、第一次感想を宙く゜
２．作品全体の場而栂成をとらえる。
３．節Ｉの部分のIiV鉦や心1Wを物銭する。（本時〕、
４．第２の部分の燗景や心燗を柵鑑する。
５．節３の部分の佃景や心１Wを柵暁する。
６．この作品の特徴的ないくつかの印蚊を蕊み分け、味わう。

10.本時のねらい場痂の腰1mをたどり江がら、錐ｌの部分をWY礎させ、少３１§の家の家族柵成や荘らしぶ
りについてとらえ、さらに、予告された土産「えびプライ」に対するそれぞれの人物の
反応をとらえる。

11．同和教育の視点より特に訂愈すること

i畳の橘写崔島

13．評価？「えびプライ」をそれぞれの人物がどのように受け０１:坊て1,､ろか銃み取れた力､。
・場iHiから場面への届UIIをはっきりおさえることができたか。

－８４－

12-本時の腿IHI

人物の微妙虹心１１１や生き生きとした佃展の描写を錠みとる
族は悪まれfKい生活の一家だが、みんな少しもいじけずに、
て駆らす姿が、いじらしく、また、ほほえましく腿llIlする．
基期とした､､ナイーブで堅実な生活感を鏡み味わわせたい。

。また、ここに描かれる家
むしろ切る<心､を癖ｕ･おつ
そこに肉洩の枠の没かさを

(視点１．３．５）

､字習内蓉 脂卸 ＿にの斑逓占 Ｈｇ鮪導
入 ・率Ｉの秘1ｍの栂nWU成衰を確かめ

合う
･IIT時の場11m鯛駆塑をもとに、鳩iIuの流れ．榊
成を的磁にとらえま扮丞一

展
閲

・卵ｌの燭皿のIUl睡をする

･場面の展囲をたどりながら

Ｏ少年の家の家族IlU旗や恋らしぶ
りについて

Ｏ少年とllIiの会話のやりとりから
感じ取れること

Ｏ予告された土亜「えびフライ」
に対するそれぞれの人物の反応
について

誕奥をさがして発衷する。
．釣りの場面での描写の巧みなとこ
ろを見つける。

･場ⅢIのwv灰に合わせて２～３名の生徒に謎ま
ぜる。

圓jinの「…つぶやいてみた」の主語が江いこ
と（その後もずっとないこと〕も考えさせ
る ⑥

。「油・ソース」などは術縮していtKい日荊生
活という点を見落とさないように

・姉・祖母の反応か必年が「えびフライ」と
つぶやかざるにいられなくなる罰持ちを考え
させる

ま
と
め

｡釣りの場面と「えびフライ」とつ
ぷや力､ずにIJLいられtKいわけをも
う一度砿翌する。

・灰U\の予告として第２の場面の場面柵成表を
砿翌してくるように指示する



平成元年度､伊野瓜市立中沢中学校校内共同研究(同和枚VT＞０k判投妄研究

令と舌言弔斗（つ田告歴已づナ皿矛）才１丁：B9E要Ｓ
扣専肴伊扮瓜市立中沢中学校Ｇｈ曲履ｍｉ－ｍ

Ｉ・日埒平成jC年６jｌｌ６ｐ（金）師３校野
２.字技協３学年３凪（男子２３名･女子２１名。計４４名）
３．字級の翼■全体的に明かろく研ち前巳のある孚絞である．０t合冊に対するqPVV立欲．ＵUCI上､Uいが、１日砥的なｎ曲が

不十分である゛主に、字面河速戌の迎い生臣もおり、机mZKImの阿仁扮邨をしているが、生徒どうしが故
えあう浮田別を高めにいと思う．

４．使用放室３年３m吐窒

Ｂ･印孟名人因句凪の社会をめざして４乳化社会と人相
６･皿元段定の日本国■法で人権の係、鈩囲定呂れているものの､現実の社会にI土人姐艮害の例&少な《ない．一人一人

尾由が人ｍｑｍの向允厚立ち、人相を守りＷてる兜力Ｌてし､《必妥があることを昭WF2せる仁のに本皿元をＢｔ
定した．

７･価専目■人柤が厚、乞れている社会を実現するには各人の地近な勇力が必妥でJ､ろことを理肝呂せる．
８．１，写01回Ｏ厳しい梅円（１埒田）
（３吋四扱い）ＯＡ枢の反寄（２時田）…本巧は脇忽時「麓別による艮寄」
９．本時のね恥・麓別による八組侵害膜ついて、その実愈と社会的河餓を理解２せ、瓜実に秤在する邑虫ざ主な越周や■

几に目を向け呈仕、それらを解決Ｌていこうとする江欲や毎度を尖う．

10.同和牧河の槐瓜より将に苗江すること
人柤尊砥の江Bkや内容を目薬の上か6勺魂解しただけでは．堕廓や■見をな《そうという扉四を解決でＢろ

&のでI上ない・本日,でI土、平等枢の復刊をふまえ人1mの田呂からくる魁別忠付を知り、その不合理性．非

人佃性に筑付Ｐ、それを豆凪しようとする立欲や実践的毎度を妄う．（祝点：１０４０５）
11

12.好面・反打Ｏ差別は人'111体の百と《であり．不介PRであることを沸回的にＷ厨でＰたが．

０２ｍでも遷別者の日に立ちうることに自分の1,図としてとらえ、白片鯉lRlや巴几を解ii7に立ち向か；

気持ちを持たせることがでｅだが．
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本邸の感、

邸
入

早刊活曲
－－－－－－￣●ウー－－－

○本時の年刊内存について睡明を凪ぐ。

柑導上の目宜点

Ｏ本日の匹困をしっかりつかませろ．

安科

日
閲

1．学位や京鹿・地H1での生活の中で・望
ZUや不平等と＄上られる耶奴につしりて寺
jLt冗及する．

．「n超か吟｣｢女fgかlblという表現

２．ロ木田宜睦の染文中から・平等に田す

ろ戊現２威艶Ｌ、その正味・内容を考え
号せる．

・個人の⑥厳（錦０３条）
．法の下の平等
・両性の乎守

(鮎川公）
(節20袋）

Ｏ日本国宜法の中で平等がどのようにと
B､えID仇ているかを復刊する．

･平等杷力`薙本的人杷の篭哩になって
いろ．

．互いに個人として尊凪Ｌあうことに
より成り立つ．

３．現代社会に存在する差別躯尿について

牧科⑭から±とめる．二分に望別の瓜F１
を秒える．

･邸in週別
・人Pu・腿雄鐡別
・男女篭別
・心身仰寄肴篭別

Ｏ麹ＺＷＪ瓜旧・理IIiについて与え、その
JIi人IUI性や不合理性を1ｍろ．

．・玄０．肴の毎介により人均的につく
吟仇て色仁もの．

・人の心の弱呂からjM1B9する閏に仁
ってＬ虫ぃ力0ちなこと．

1．生使の日密生治の中かIb遇別や不

平等と思われる二とについて皿ぃ旭

二号せる．

２．丘何の郎分であらため、深入りI土

Ｈ２ける．

Ｏ弓土を±とのニせる方向での助甘

をする．

Ｏ観っに平等のとらえ方をしない上

うに淀江すら．

３．便々の事象への深入り上りＩ,遇別

への憤りを引目出すようにする．

Ｏ麓別I上非人同性であり。不合理な

ものであることを碗餌呂せる．

Ｏ歴史的汗Etと理BVにI土８Fいかがわ
りがあることを砿忽呂せる．

○だ血でも迫別希の側に立ちうろこ
とに菰｛lかせろ．

Ｏ故科已Ｐ･羽ｏ「日本

岡宜注！

Ｏ牧科巴Ｐ､34-35

｢人I、邨風の社会へ」

虫
と
め



●

･平成元年度伊勢､【市立中沢中学校共同研究【同和牧官]改科反栗研究

ヨ国H2刃壱Ｉ［罫正＝うり一団『］す冒二摩詞竃

姻EU者伊勢皿市立中沢中学校政lib和田央

１．日時平成元年６月２９日（木）輔う枝時

２.学紋第１孚年４組（男子２０名、女子２０名別４０名）

３．孚扱の突皿全体的に明るく､元気なクラスである.理科に対する学習迩欲も高く､亙見兜嚢等もよくし､授藁の雰囲気

は全休として良いしかし､まだ締QR力にやや欠け.わがままなところもみうけられる.実験学習をとおし

て､お互いに協力しあいながら宇宙に取り阻めるようにしていきたい．

４．便用心故室第１理科室

５.単元名物質とその変化

６.単元日日

１.物質の単位体積あたりの血書(密度)は_物質のHH頚によって決まっていて.物質の極瓢を区別する手掛

かりになることを理解きせろ．

２.物質を区別するには､色.手Qhり､味.におい.黙したときの変化､光沢､電気の通りやすき.磁石に引き付
けられるか.溶解性､他の藁品との反応､粒(曲品)の形などの物質の性質を手掛かりにで巴ることを理

解させる．

３.物質の体積は.温度によって変化するため､特質の丘を表すにはふつう重さを使うことを理解きせる．

７．抱導】1面杓質の性質(10時間）

・物質の重きと体積(５時間)……

１.怠さと体積(２時回)…･…本叶は砲２時

２.物質１日■3あたりの重さ（３時岡）

･杓目の区別のしかた(５時園）

８．本時のねらい・身近な物質(杓体)の体積と広さの測り方を理解きせ.測定した笹をグラフに覆すことがで§ろ．

・グラフから､■類のわからない物質が何かを推測することができる．

９．同和杖VWD視点より特に注窓すること

・斑日が､それぞれの役閉をきちんと果たし､友迅の恵児を尊孟しお互いに協力して学習できろ．

・築団の中で自ら考え.自分の理旦を積極的に発表する．

１０．抱導丑狸

１１．評便

・メスシリンダーと上皿てんびんの操作が正しくで色だか．

・目盛ワの茂みかたが正砲にできたか．

・実股結果をグラフ化できたか．

・未知の物質の、きと体､lをグラフ化することで.その物質が同定できたか．

凡

－８６－

過窟 学習活Ｈｂ 鯛■卜の翻査点 準伺

導
入

飼時の復習をする．

・メスシリンダー--ｔⅢてんびんの使いかた

｣ｽﾚﾘﾝﾀﾞｰ.上図てんび

ん

堕鋒用グラフ用鮭

風
円

実Ｕ２の目的･方法-まとめかたを知る

実Hhの`②｡③.④をする．

奥田Qのボルトの重さと体積の測定

実敗②釣り用璽りの重さと休繭の溜定

実敬③1円硬抗10枚の遮さと体積の測定

宴咀の邸釘のわからない粕質の匝冬と体積の測定

実験鰭果を斑でまとめる．

･蚊価の砿認とグラフ化

･実験で工夫した点､疑問に思ったこと淳を宙く

・妃入したグラフをつかって、団剖のわからない

物体が何か椎曲する．

グラフの点の取りかたに注窓する

Hg申的に実験ができるように.旺で役研

分担を函狸し､実Unに取り掛かるように

ぎせる．

器具の取り扱い等.安全に留意する．

目盛りの10分の1まで腕み取らせる．

・グラフの点が正しく宙けているか．

机囲ig視する．

実験用ワークシート

実nh用具
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突破苗果を発表し､苗果をまとめ､次時の洩皿を

つかむ｡

･生徒の発想を大耶にする．
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（４）教科研究部のまとめ汀卒公?バドト

①研究の成果“汁丙

私たちは､{この研究で行うべき同和･!人権教育における授業と通常の授業

とどこが違うのかと、その差異をみつけるのに苦慮した。しかし人権教育

の視点から研究・実践を積み重ねる中で通常の授業て見逃しがちな教師と生

徒との関わりや、あらゆる場面での人権尊重の指導内容の重視など、教師自

身の人権問題に対する変容がみられた｡

各教科において、努力目標・具体的方策を同和教育の視点に立って見直す

ことにより、７年間指導計１国i立案に際して単元目標の明確化と具体化が行われ

た。またＪ毎日の授業過程においても「なにを」「どのようにとらえ」銅’『

冒貯化していくかを目的意識的に行っていこうとする「教師の意識変革」により、

生徒の意欲に変容が見られつつある‘しかし､日常の授業においては学習課

'･トー題α漣成にとらわれてしまいがちであり、ゆとりある年間計画と意識i，在実

／・銭の積み重ねが必要である。ヒト

＜授業研究を通して＞．…＞

研究仮説①の「お互いに磨き合いながら学習する」ためには、授業の目標

～をしっかりふまえた教材の選択が不可欠である６体酸学習的】k教科において

は、教材が生徒の興味・関心を引き出せず、創造性に欠け、完成の喜びがわ

かないようなものや、生徒の力量を的確にとらえず安易に完成するものであ

ってはならない。それでは個人が悩む必要もなく、小集団の中での話し合い

活動や協力も生まれない。また人間的な接触も希薄となり、他の生徒の置か

れている状況や気持ちを理解し、相手を思いやることもできないことになる。

また、知的学習の分野においても、みんなで憾力し、磨き合い、自己の考え

を出せるような教材や発問が大切であり、それによって友達が変わり、自己

も変容するものである。

このように授業を行うには「どんな授業を創るのか」、もっと言えば「ど

んな子に育てたいのか」といった教師の考えが明確でなければならない。ま

た、指導内容については、よい教材づくりによっていかに学習に取り組ませ

るか、生徒が主体的に活動したくなるようにするかなどといった工夫が大切

である。

研究仮説②の「わかりやすい授業を実践してゆけば、教科の目標が達成さ

れる」においては、知的な学習の場合、興味と関心を引き出せるような導入
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Iまもちろんのこと、授業の展開においても生徒が予想・仮説を持ちながら活

動し、「ものごとを見る」という過程をふまないとものごとが見えてこない

ものである。生徒が答えられることよりも、意味がわかり、疑問・問題を持

てることのほうが大切である。よって授業Iよわからないことから始まり、や

っぱりわからない・・・そして次の課題が見えて来るような授業を目指す

べきである。

子どもの特性は本来、学習意欲を持っているものであり、つねに集団を求

めるものである。何か知ったら集団に伝えたい、集団から学びたいという欲

求を持っている。この素爾らしい子どもの特性は、教師主導のﾀﾛ職注入のみ

に終始した授業においては、教師と生徒、生徒相互の関係において知識を持

っている者が上、持っていない者は下とされ、そこからは子どもたちが共に

学ぼうとする姿勢は生まれまいものである。

授業の準備や進める上での約凍ごとなどの習慣化のための指導も日常の授

業で定着させておくことが大切である。持ち物や発表する態度ｓ聞く態度な

どは、学習課題を明確にし、授業を効果的に展iWしていく上で重要なことで

ある。

美術科の共同製作の授業では、班ごとにみんなで話し合い、画題を決定し、

分担を行うところから授業に入ったが、このことは生徒が主体的に授業に取

り組んでいくための一つの方法ともいえよう。また、その分担をして製作し

ていく活動は、共通の目標に向かって援助し合う場ともなっていた。

授業の形態に小集団学習を取り入れる場合、自然発生的な活1mを鞠諏が援

助する方法と、班の中での役割分担という機能を生かし擾力IIKMiIをつくらせ

る方法とがある。技術家庭科(女子)の授業においては、後者を取り入れ、意

図的に学び合い教え合う小集団へと追い込む方法であった。

課題の進捗ｉｆ祝は、生徒の発表においてとらえる方法と机間iml視によって

とらえる方法などがあるが、いす弓れにしてもそれらを整理し、形成的評価と

してフィードバックすることが大切である。

中間評価、終末評価を行う方法として、生徒自身が記入するチェック表を

用いた教科があった。学習内容や課題を各段階でどの程度理解し、連成した

かということを自己評価あるいは相互評価した。これは自己の到達したとこ

ろが明確になり、あらたな目標の設定にも役だっている。今後、各教科でチ

ェック表の内容とともに、どの場面で用いるｶｺの研究が必要である。

Ｃｌ
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授業がわからないままで過ごしている子どもたち、いつもつまらないと思

っている子どもたちをなくしていくことは、彼らの持っている欲求、能力を

拾い上げ､引き出すことが前提となる｡それが互いに認め合う基礎ともなる。

そのためには、どの教科においても知的学習のみを行うことなく、形態の工

夫・機器の活用などを今後、研究・実践する必要がある。

研究仮説③の「同和問題や基本的人権を扱った教材を年間指導計画に位置

づければ差別や偏見について、正しい認識が侍て人権尊重の精神が育つであ
ろう」について、社会科、国語科を中心にして実践した。

社会科では「なぜ、差別が生まれたか」について、生徒は歴史的な知識や

外国の例としては理解しているものの、身近な問題としての意識は薄い。そ

こで、わかりやすい差別の実態を提示することにより、自分達の問題として

とらえさせることが必要となる。差別を差別として感じていない生徒に対し

ては、教師が日常生活から題材を掘り起こすことが大切である。公民の授業

の反省から、基礎的な理解を促すため、全校生徒に対して映画「同和問題の
解決のために」を見せた。

国語科では同和教育につながる人権尊重をめざした読み物教材を取り上げ

た。このような教材の場合、どの生徒にも場面設定を行い、深い読みに入っ

て行けるような配慮が必要である。ここでは教師はじっくりと生徒に問いか

け考えを深め合う間の取り方をし、小さな声で話す子どものつぶやきを拾

ってあげるような器量を持つことが大切である。「教育は心で教える」ため
にも教師の人間性の酒養が求められている。

日頃から教師は、子どもたちの実HRを把握し、年間指導計画や毎時の指導

案の中で充分時間がとれるような配慮が大切といえる。

②今後の課題

全教科で昨年度の反省に基づいて、人権教育・同和教育の視点に立った教

材分析・指導内容・指導法の研究をすすめ、授業に取り組んできた。その結

果、教師は、すべての生徒にわかる授業を創造し、一人ひとりの生徒が自分

の学習に展望を持つようになりつつあるが、生徒一人ひとりの学習権の保障
という立場で更に研究を推進する必要がある。

また、生徒が相互に認め合い、励まし合い、共に授業を創造していくため

には、日常生活や授業の中のどのような場面をとらえて集団を高めていくか
という具体的な研究が必要である。
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各教科のＩ､術を取り扱う内容においては．子どもたちか/､樋尊重ソ)意識を

高約．差別を見抜き実践できるよう左指導''1客・指導法の研究を推し進ｹﾞ）

をければなら左ぃ

どの教科においても明るく楽しい授業が基本である．教師の押し付けでは

むく、一人ひとりの思いが声になる授業をめざさなければ之らないそのた

めにはいずれの教科も体験的な要素を取り入ｵしろと興味深くわかりやすい授

業とをKⅢ

教師主尊で．指導内容伝達型の授業においては、子どもたちの真の変容は

みられをいうわくだけの知識の伝達でしかないこれでは科学的・合理的

なものの見方・考え方葱ど育つはずはないし問題を問題としてとらえる眼

や問題を解決しようとする実践力も生まれない

今後もしつか})とした:年間計画と教材研究が大切である指導内容(法ｌｌＩｌや

概念)は見えにくいいかに教材〈霜実部;泉>として見えやすいも`Z)を通して

声行うかもγ)二L)鷹であるそれとともに先に述べたように教師自身が蔓かを感受

性を持ち感動する心を持てるようにすらことが必雲である教師自身が成

長するためには社会`)か〕ゆる増面から諫虚に学ぶ姿勢と努力が大切である

～：【了どもたちがしのごとを判断し、人生を切り拓いていくための基礎として

の学力をいかに保障するかも大きな課題である。朝自習の時間を１５分間設

定し生徒が課題をつくって取り組んでいるが、そのやり方、教科との連携

が今後の課題であるまた．夏休み学習相談日をいかに活用し、効果を上げ

ていくかもさらに研究す-易必要がある

iFiiiiiiiiiriiiiiliilliil
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ぅ鐘１７蓉石ｿｰﾄﾞ多芝劃５■

『
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●

（１）研究のねらい

人間尊重の瀞神の育成を目指し、日常生活の諸問題の中で．生徒の道徳的
●■＝

を判断力・心情及び態度を養い、自ら進んで自己の生活に生かし、たえず自

己を探求し強がら民主的な社会を形成していくための道徳的な実践力を養い、

進んで平和的な国際社会に貢献できる生徒を育成する。

〈承点目標〉

・日常生活の基本的生活様式を養う．

・偏見や差別に気づき許さまい意欲と態度を養う。

・自然をいつくしむ心を養う。

Gh-

(2)研究の仮説

道徳`)１６項周を精選するとともに．年間指導計画の再縄jjX及び、人権尊

璽からの観点をつくる二とにより、

「認め合い．励まし合い、共に生きる生徒ｊが育成できる

，!互いの人権を尊重し、共にのびていく生徒”

．,互いの立場を認め合い、他人の心の痛みがわかる生徒,,

．.話し合い、問題を解決する実践力のある生徒',

中学校学習指導要領道徳の内容項目１６の中から、以下の５項目を本年

度の指導の重点項目とした‘

道徳指導重点項目

項目１．生命を尊び、心身の健康の噌進を図叺節度と調和のある生活を

する

項目５．自分と異なる考えや立場も尊重し〈いろいろなものの見方や考え

方がああことを理解して、他に学ぶ広い心を持つ”

項目７．真理を愛し真実を求め、理想の実現を目指して自己の人生を切

・ヘリ開いていく‘
ｂ、.●．【-

項目９．自然を愛し．美しいものに感動し、崇高なものに素直にこたえる

豊かな心を持つ。

項目13．自己の属する様々な集団の意義を理解し、協力し合って集団生活／
ぞ． ．；．１

の向上を図る‘

-,5－
｡■U

●



(3)研究の内容

①年間研究活動計画案

△
ｓ
｜
Ｃ
ｓ
｜
」
ｍ
ｌ
ｕ

月
４
回
ロ
ロ
四
四

9６

日召可可。Ｃｓ年三屡芝

ﾉﾆﾖ 活動内容（授業研究に関して） (i閨i料見直しに関して）

－４ ･道徳教育年間指導計画の提示

二 ･年間研究活動計画の立案・提示

己 ･授業研究の観点のあらい出し

F７ ･授業研究の観点の検討 ．見直し（差替え）資料の回収

=

９

１０

１１

･授業研究へ向けての取り組み

･道徳授業研究

･授業研究反省のまとめ

.見直し（差替え）i:f料の検討

１２ ・１月授業研究に向けての取り組み ．見直し〈差替え）資料の回収

1 ･道徳授業研究 .見直し（差替え）資料の検討

三 ･年間の反省 ．見直し〈差替え)資料のまとめ

三 ｡（ｸﾋﾟ年度へ向けての方向付け（年間活動計画i案の提示）

平反迄フ冠ヨニ塵

」可 活動内容（授業研究に関して） （その他）

二４ ･道徳教育年間指導計画の提示（差替え資料も同時に提案）

ろ

ｅ

~ア

＆

･年間研究活動計画の確認

･授業研究への準備

･授業研究および反省

･授業実践における評価・反省

．差替え資料の授業実践への研

（通年）

･道徳的意識の調査

･道徳資料のまとめ

■■■■

究

○

１０
･授業公開への取り組み・準備

１１ ･共同研究発表会授業公開(各学年１２割3〔）

１２ ･道徳授業における研究発表の評価・反省

ユ

＝

三う

･次年度以降へ向けての方向付

(道徳教育年間指導計案の検討・道徳授業資料の再検討）



②道徳教育全体計画

札,｡,す

道徳教育は、単に定められた道徳の時間だけでは、その十分な効果を生む

ことはできないもので、学校のあらゆる教育活動が道徳教育の意味あいをも

っているものである。教師相互の共通理解のもとにたって、その教育活動全

体の中で、望ましい人間性の伸長を図り、人間性豊かな生徒を育てていくよ

う、努めなければならない。

そうした中にあって、人間の生き方について、自覚を深めるとともに、道

徳的実践力を育てていくことが求められている。

本校生徒の実HEをふまえ、道徳の時間をはじめとして、各教科での指導、

また、学校行事、学級指導、学級会活動ｓ生徒会活動、クラブ活動等特別活

動を通しての指導、部活動における指導、更には家庭・地域社会との連携の

中で、それぞれの特質に応じた教育活動がなされなければならない。

ことに、道徳の時間においては、「各教科、特別活動等における道徳教育

と密接な関連を図りながら、計画的、発展的な指導によってこれを補充し、

進化し、統合」しようとするものである。

云童租恵蓬文甕蒙目樗堅

人間尊重の精神の育成を目指し、日常生活の諸問題の中で、生徒の道徳的

な判断力・'ＭＷ及び態度を養い、自ら進んで自己の生活に生かし、たえず自

己を探求しながら民主的な社会を形成していくための道徳的な実践力を養い、

進んで平和的な国際社会に貢献できる生徒を育成する。

･日常生活の基本的生活機式を養う。

･偏見や差別に気づき許さない意欲と態度を養う。

･自然をいつくしむ心を養う。

嚢文 禾斗

･各教科の目標を達成することによって、道徳住豊かな生徒を育てる。

･能力適性に応じた指導法を工夫し、意欲的に自ら学習する態度を育てる。

･生徒の学習活動を生かし、授業に主体的に臨める学習態度を養う。さらに

望ましい学級の雰囲気や人間関係を育てる。

－Ｗ－

中沢中学校 ﾖ鐘[捷鷺護貝E看守－t＊５言十1画『

童」尹亘自樗蓬



･道徳の時間以外における道徳教育を補充、適し統合して、生徒の道徳性
Q･

を図る。

･道徳的判断力、'LvWi、願度及び実践意欲の向上を図る指導によって、人間

の生き方についての自覚を深め、道徳的実践力を育成する。

･資料を通して、学級の仲間とともに、他者の生き方を理解し、自己の生き
方を考える。

･生徒の自発的、自治的な集団活動を尊重し、人間的な成長と人間的なふれ
合いを促す。

･生徒の自己実現をめざす場を多く設定し、望ましい校風を育て、豊かな充

実した学校生活を体験させる。

･集団生活の規律、協力．責任などを実践的に学ばせ、集団の一員としての

立場を理解して行動できる態度を養う。

1韮【鍾愛タト

・日々の澗掃活動を通して、協力、責任などを実践的に学ばせるとともに、

感謝の心をもって、進んで学校環境の美化に努める態度を養う句

･家庭との連携を図り、定期的に交通指導を行い、自転車通学者をはじめ、

登下校、帰宅後の交通安全指導の徹底を図る。

･登校時の指導を定期的に行い、規律ある生活習慣を自ら身につけさせる。

毫芝慶垂一士也武或毛士毫旨

・ＰＴＡ広報・学年通信など、あらゆる機会を通して、道徳的実践への協力

と理解を深め、生徒の望ましい道徳性の向上を図る。

、毎年、定期的に地区懇談会を行い､校内外の生活について、親と教師との

理解を深め合う。

、基本的生活習慣が身につくよう家庭との連携を図る。

、校内美化作業を生徒、父母、教師がともに協力しあい、学校環境整備を実

施し、働き、助け合う喜びを学び､美しいものへの感動する心を養う。

今回の校内共同研究においては、人権教育を通して、学校同和教育を考えるに

当たって、「道徳の時間」の研究を主に、年間道徳指導計画の再検討を行い、道

徳授業の見直し、また、道徳授業の資料の見直しを行っていった。
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④授業研究の観点

道徳授業を取り扱うにあたり、指導案を作成し、その指導案に対して

同和的観点を定めて行く。その中で同和鯨9｢目標が達成できたかどうか

考えて行く。

ア．指導案の作成

・研究部会で､名学年毎に作成される指導案の形式を統一し、指導案

の内容を検討し、それを企画会へ提示する。

再度、その指導案を学年へ提示し、名学年会で検討を加え、指導案

の作成に当たる。

指導案の中に、同和教育的観点を盛り込み、人権教育の一貫として

の位置付けを考慮する．ブ

イ．授業研究会の持ち方

・名学年１学級授業提供をし、学年所属の職員の参観にて行う。なお、

学年毎に授業をチェック表０３職)に基づき観点別にチェックしなが

ら参観していく。学年でＩ鞠箙のおさえ上「生徒のあらわれ」を

半数ずつの教師がチェックし､学年の道徳研究部で授業実践記録を

つけておく６

・授業後、次の項目について、研究会を学年毎に持ち、さらに全体会

で研究を深めて.以後の指導の参考としていく。
・授業について

・指導案について

・主題と資料について

・道徳研究授業チェック表について

・実践記録について

・同和教育の観点から

・他の学級での自習態勢について

・その他

･授業研究提供筆扱以ﾀﾄの学級の道徳授業は、各学年で、扱う資料を

決めて自習態勢をとり、「道徳学習シート」を利用して、資料に基

づき各自力噛藤を図れるよう準備する。
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⑤道徳授業資料の見直し

同和教育を進めるに当たって、人権を尊重することに主眼をおいたこ

の研究の中で、道徳牧育が、どんな関わりをもって、その指導に当たっ

ていくことが求められているかを考えた。まず、人権教育との関わりで、

道翻曽導重点項目１～１６の中で、どの項目を特に取り上げていけばそ

の目的を達成できるか、本校の生徒の実態と合わせて、整理統合するこ

とにした。

本校では、従来、神奈川県道徳研究会ファイル式資料の甲案を用いて

いたが、資料の季節感、時代性、そして、本校の生徒の塞圏を考えるに、

必ずしも十分なものばかりとは言い難い点も、あるのではないかと指摘

されるものもあった。

そこで､資料を見直し、上記の条件にそったものを、他資料から補い、

本校独自の年償脂導計画を立案することにより、本校の『めざす生徒像』

に生徒を一歩でも近づける一因となることを願い､､棟討を進めた。
！；＿．

~J●'

ｆ授業を通して、適切な資料の年間を通しての配置､これは､季節Ii伽ＤＢ

いＩもの､逮たご指導の時期的なことを主に配､kした｡`次に､(資ＩＳＩの見直し
L■1６。６－! ．０－.｡Ⅶ．.ｲウＺ,二・．Ⅶ.｡.

についてであるが、中には.時P代戯iに現代の生徒碇)年ごろでは､内容の-●Q
-.｡｡．ロー･．６，’

理解に困難をきたすものもあり、その資料から、道､§酌価儀観を考える

以前の問題も生まれて来る場合もある。資料の内容理解ではなく､個々

が心の葛藤がはかれ、また、他の考えをも知り、自らの考えを整理する

に適切なものをと考え、その選択を行った。

また、昭和６２年度のいじめを中心とした調査の結果からも本校の道

徳指導で求められる内容を検討した。家庭的処遇に関するINNがらせ、授

業中の発言妨害、特jl蛎動時の1,1がらせ、仕事の押し付け、などについ

ては、生徒間において、いじめの実態が認められていないことが多いが、

失敗した者を馬鹿にするとか、体つきのことで嫌がらせを言うとか．な

にげなく発した言葉が、人を傷つけるなど、人権についての基本に関わ

る問題についてどう指導していかなければいけないかを認識しあい、こ

のような実態をも考え合わせ、資料の検討を行い、研究を進めた。

その中で、個々の人権を尊重する人格を形成し、授業時、特別活動時、

そして、滴掃、部活動など、日常の活動に活かされていくものと考えた。

、

く参考＞差替え資料として考えられる資料

・生徒作文・人権作文集・他の読鞠資料

・視聴覚識則寸・自主制作資料・その他
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〕霞足奉1つ>｣亀薩証し‐三豊司警夕こつつ二手jI項

その資料と授業のようすを研究部に提出する
↓

研究部で更に検肘する

＜〕藪奉'つつ多包罎正し～三豊毛穿虫こつ>－忽列l＞

第２学年２月実施「男女の憾力と理解」

「幸一のためらい」－「バレンタインデー」

「男女の協力と理解」という主題で授業を進める場合、２年生ともなると、生徒も指
導者も、なかなか主題に迫りにくく、扱いにくいことも起きがちである。
そうした中で、「バレンタインデー」というのは、２月のこの時期になると、とか
く話題にもなることが多く、スムースに授業に入っていく中で、主題にも迫りやすい。
資１５１「幸一のためらい」は、委員長格のエミが出てきたり、クラス全1$Gがミドリを
しめ出したりして、全体として暗い感じがする。がそれに対して、「バレンタインデ
ー」の方は、平沁なより身近な女子中学生の話と感じ取れるし、終わり方も前資料に
比べ、すっきりと明るいものとなっている。また、「バレンタインデー」で、チョコ
レートを贈る女子生徒に対して、少し慎重に考えさせる内容となっているのも良いと
考えられる。

資料「幸一のためらい」を読んでみると、幸一君の勇気のあるなしが話題になって
しまうが、「バレンタインデー」の資料では、男女のお互いの理解がいかに難しいか
を読むものに訴えているようである。

第３学年７月実施
「たびの季節」

｢他に学ぶ広い心」

－「青い目・茶色い目」（視聴覚銅,『）

箪者が貧しいおばあさんから４０銭をかすめ取って、後でわびようとするうが、そ
れがはたせない。その時のおばあさんの優しい励ましの「言葉かけ」を思い出し、後
悔の念にかられながら、今度は筆者がおばあさんの役割を果たせるように世の中を生
きていこうと決意する、という内容であるが､資料的にも古く、４０銭というような
金銭単位は時代錯誤の感がある。

そこで、現代の世の中にある差別に目をむけ、それを許さないRE度を養う教材とし
て、最適のビデ力教材”宵い目、茶色い目”を取り上げてみた。アメリカにおける人
権差別は、今もなお根強く残っている。しかし彼らはそれを解決しようと懸命に努力
している。そうした彼らの姿を見つめながら、我々日本人の意識の中にも多くの差別
が同橡に存在することを認識する必要がある。そして人間はその悲しみに気づく。我
々は生き方や考え方のj運いを認め合いながら、差Ｂｌや偏見の誤りをとりのぞかなけれ
ばならない。心情による理解を通して、日常の行動として、具現化できるようにさせ
たい。
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E霊霊屋ⅡX蘂したものを字年で硬討し゛資科を差し替えて将塞左行う



菱雲霞ご塞護藪謝篭Ｉ

(ニユ熱三］

〃

ワ

ヨ！〃

□
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昭和６３年度 平成元ｆｌエ度

ヨE二

是夏

題材名・指導項目

資料内容

題材名・指導項目；
~･￣~･￣～マーーー￣￣~－－－－－－－~－－－－－－－１

資料内容Ｉ
差替え理由

霊
ま
し
い
生
蒜
薔
憶

もらったおはぎ２

･食事の支度をしを
い母のエゴと、鍛
後に勇一はおばさ
んに何か悪いこと
をしたような気持
ちは子供の純真を
心を表している

生きたことば２

･礼儀は．形式的な
ものでなくお互い
の存在を認め合い

え愚糸口

共
点
解

く
薬
理

い
伽
、
毒
』

て
②
と

〈
ロ
急
究
」
び
こ
瞥

し
る
生
喜
う
ろ

解
な
に
の
い
せ

理
と
共
通
と
き

もらったおはぎを家族に見
せてから食べ左くてはいけな
いという母の考えは．家庭の
しつけの良
いというと

いところを見せた
ころから出発して

いる。生活習慣とは．行儀で
はなく、お互いがそれぞれの
立場を理解したうえで応用さ
れなければならない畠

謙j〔
i謬蓬
ど
謹話
f壬

形見の万年筆典

･自ら選んだことは
「誠実」に実行し
かつその行動に対
してどこまでも責
任を持つ〃

誠実・責任について．自分
と熊団の名誉のために、行動
することが今日、
ている．ヨーロッ
考え方、責任のと

希薄に表っ
パの人々ｸﾞ）
り方を通し

私たちの欠けているところを
考えさせてくれる。

箒'二

肴

ﾉ【二Ｊ、

０
５
：
１
０
’
い
り
Ⅱ
０
；
９
０
１
Ⅱ
Ｂ
・
■
ｑ
０
１
日
６
－
５
Ｉ
１
ｌ
Ｂ
Ｂ
８
９
曰
ｒ
■
ｑ
Ｄ
０
ｌ
ｇ
■
０
■
１
日
Ⅱ
Ⅱ

雪合戦 う
－－－－－－－－－－－急一一一一－－－－一弐

･自分と異なる意見
や行動にも、
の心を持一'て

寛容
接し

相手に対して援助
やはげましをおく
ろうとする態度を
養う。

一つの出来事に対して、そ
の湯に居あわせた人たちの態
度が適確に描かれ、あやまち
を起こした人に対してどのよ
うにしたら良いかを考えさせ
ろにふさわしい教材である．

蘂
園
生
薇
の
向
上

－台のｴｌＡｍＷ－から

社会生活において
決まりを守ること
の大切さを理解さ
せる。
･合理的に批判しあ
い、平和的に話し
合う建設的な態度
がきまりの根本に
あることを理解さ
せる 心

それぞれの立場からの考え
が述べられ、その場に居あわ
せたものが．真剣に話合いを
開き、賛否の意志表示をして
いる。結論についてすなおに
従うなど、イギリス人のもの
の考え方がよく出ており．私
たち日本人が学ぶ必要のある
題材である。



司巨１顎

i］

〃

〃

３１

ク)力､に１日八郎Ｉ孫
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昭和６３年度｜平戒元年度
ゴ巳

是夏

皇
Ｅ］

需

震

題材名・指導項目｜題材名・｝認項目

資料内容
－－－－－－－．－－－－－－Ｆ－．．－－↓

｜資料内容Ｉ
￣￣－－－－－ごアーーョニＰ－－－－－Ｌ－－－－－

｜歩き続けて５．４

･親子の立場を考え
て冷静に行動し、
結果について率直
に責任のある行動
をしようとする態
度を養う。

の
方
ろ

子
と
と

差替え理由

どもの万引に対して父親
った行動は．責任のとり
いうものを体で教えてい
今の中学生に最も欠けて

いるものを題材にした、イン
パクトのある教材である．

繧
魑
・
塗
情

いたずらに友
となく、忠告
、真の友情を

竺凹」，席替え,は
鴎?｝ｻﾞ'二譲露向

こわくなんか

・
え

替席

･学級集団の

ることにあるが．そ’)部
ボケているそれに対し

！｛藪赫園迩

ため勇気と
立ち向かい、その１

解
こ

原因をさぐり改善

て
琿
才
幻
、

Ｉ
）
孝
王
め
い

通
さ
が
た

を
尊
》
奪
（
え

え
の
必
教

替
精
ろ
を

席
・
友
す
と

ｉのためにも行動をｉ「こわくなんか左いルエ信頼
｜起こす大切さを理｜・友情を真I正面から取りあげ
｜解させろ｜集団生活の向上のために、一

｜雛鵬蹴迫雛
｜左教材てある…



;蓑姜奪拳塞蓬を籍！

［二』句藁」

譲曲

堂ひ〕狼守学型直り

肱 耐ｉそり

の尊さを棚一一~￣￣－－－１二】鷺６超

職業観の基ｌう土島会 ワ

際ﾊﾞﾁﾞｵ審謹

-]０７－

昭和(’３年度 平成元年度

劃三

足亘

姿L莵
舂
力ざ
し．L

をＦ
三jくど
みγ＞

烹＞
企瞳
?舌
yZ量

題材名・指導項圃

資料内容

題材名・指導項目

資料内容

道ばたの石のように

･自然を愛し美しい
ものにあこがれ人
間を愛すら精神を
深める．
･お互い助け合い．
友情を育てていこ
うとする．

差替え理［1１
＝_之＝＝三こF-B__●ニーーー－－－－－－－－＝－－･=■－牛一一一一一一一一一一←－－
￣ロー￣＋￣-－一一￣●－－■い中一一一一一一一一－－－－－－

道徳の妓初の授業巻ので、
指導者も．生徒も取り組み易
い｢詩｣から入っていった方が
よいと思う〃展開の'１:iでも、
生徒′)発言が出やすく計画さ
れているので．これからの先
の道徳α)授業の進め方を考え
て鍬た点からも適していると
考える。

認
ま
し
い
生
轌
習
瞬

)７年鑓と雑１１Ｊ '〕

あI)がとうと感謝
の気持ちを１ｺに出
せなか-,た私・そ
れにjrlする相手の
態度に自分を正
化しているとこ
･雑１１Jを届けらｵし
い私の心情を迫
させたい。

し

当
ろ
ま
求

体当り２１

･礼儀の持つ必要性
を理解させ、それ
が社会的に持つ意
義を考えさせる．

時期的に考えて．ちょうど
篭下校の仕方が問題になるこ

で、
目

行
考

で
、
の
す
え

ろ
を
－
－
人
を

あ
他
前
る
方

生徒は萱下校の中
を見ることなく自分の
しか見えていをい､､通
の立塙からの見方．
知らせたい。

を主ミ
マ置了
二掴二
･二i黄
ｃＺ〕

ｺﾞﾐ見
権催

１ドロッフミハンドル
きまりを破ったりする生徒

がちょうど出てくるころであ
る。内容的にもどちらに判断
しかしかねるので．生徒の意
見が出やすいと考えらｵしる。
その中できまりの意義につい
て考えさせたい。

勤
壷
の
》
書

ぼくは魚屋

･魚くさいことによ
って陸に差別され
る信夫。
･差別しようとして
いる隆を非難する
学級委員の原さん
の勇気。

宝壁2三Zユユーー｜主題である勤労の尊さを扱

職辮鰐|瀧灘上鰯｡雛
ろ。｜あり、意識化しやすい。



11

ｎ
日

ワ

一
睡
《
よ
い
社
会
の
雲
現

「
‐
１
１

指定席１４１

・ゆずり合いの心を！
育てろ。
・ゆずられる側の態１
度を考えろ．

斜繍離し蝉鰯｜料と差し替えた△

１０８－



三豊老寄ﾉこう圖蓬米斗

［三全Ｆ］
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１３和６３年度 成元年度

ヨ三

墨画

題材名・指導項目

資料内容

題材名・指導項目

資料内容
差替え理由

逵
治
社
会
の
巍
璋

無免許１５

･自己の権利を正し
く主張すると共に
義務は責任をもつ
て遂行する魍度
を養う ｡

無意識のうちにきまりを破
ってしまった軽率な主人公の
行動をもとに、法を大切にす
る意識にせまる資料として適
切である。

趣
に
》
挙
広
い
心

たびの季節

･釣り銭をだました
ことを後悔し、自
分の果たすべき行
動を悟る。
(反省と向上）

青い目・茶色い目５

･相手の気持ちや立
場を推しはかり、
その意見や行動が
自分と異なる場合
にも寛容であろう
と努める。

ＮＨＫテレビ放送によるビ
デオ資料で、差別に気づき、
差Ｂｉを許さない心情を養うの
に適切右a&【料といえる。

璽
謹
の
這
奉

私の積f春７

．常に計り題を持ち、
積極的に真理と真
実を求め、安易な
妥協を排して、よ
り高い目標を求め
その実現に努める

生徒にとっても身近な感じ
を与えるバレーボール選手を
通して、理想の実現をめざし
て努力していくひたむきな感
度を学ばせる資料として適切
である。

琴
繧
の
一
鳧
と
し
て
の
自
愛

おじいちゃんの病気

･家族の一員として
の自覚と、老人へ
の思いやりの心を
育てる 。

内容項目12は、他にもi鋼G１
があるので割愛して、他の項
目に差し替えた。

一一壹奎迄礼罎

サインはＶ２

・ミスしてしまった
を責めるのに「あ
」を言ってしまつ
江。

･人の気持ちを考え
'心無い言葉。

結論が最初に出てしまって
いるので資料としては不適切
である。話合いがしにくい資
料であり、ひとつの意見に決
めつけられがちである。言葉
遣いの中に人権的に不適切を
ものがある。



(4)道徳研究部のまとめ

三つの重点目標を掲げざと:こまで生徒の心が変容し、人間尊重の精神が培われ

ていくかという二とを目指し〈研究に取り組んできた､：:し－

(Z年間研究活動計画に従づて研究を進めてきたと授業研究に関して年間２回の；
．ﾘ

ｸﾞ研究会で教師側の授業資料のあり方、主題のと'らえ方〈|;iI和的観点‘)とらえ

方等を考えることにより．生徒の人権意識を高める手だてと恋っていると零（

える.`農更に授業研究を通して,次にあげる授業研究‘)反省をもとによi)密度

の濃い研究を進めていく必要があ鰐,と考える．

（道徳授業研究の反省〉

・指導案について

研究部作成の指導案に基づく授業であったが､授業者自身の作成のもの

の方が.より学級の実態がふまえられるであろうﾎﾞｰ

・資料について：ｔ・

よi)資料の精選･研究が必要ではないだろうか`県道研ﾌｧｲﾙ資料を

はじめとする読物質料に限らず、他に視聴覚教材を用いた資料をも活１Ｗ

ヨプする方i向で研究を進めた。
・授業研究について.！

～授業参観をするにあたっての観点は詮ヱックカードを1Wいて参観に当た゛

り、（○△〆での評価を行ったが．明確に索ら蜜い点が指摘され．箇条

書きで気付いた内容を書くことにした｡｝多方面からより効果的な指導
．.､；・

トイ法をめざしたいがｊ充分な効果が得られず、かえって．授業者を拘束す

～ろ面が強いたBbが本来の目的から外jiしてしまう危険性が考えられたため、

研究途中であるが、チェヅクカードの使用は、見合わせた．・

・生徒が自ら考えていこうとする意識が徐々に見られるようになってきた。

②道徳教育年間指導計画を県道研ファイル資料をもとに立案しているが、さら

゛に本校の生徒の実態に合う資料をと各資料の見直しを試みているざしかしま

…だ十分とは言えずざより資料の精選が必要であることを実感している‘『道
．】￣・少－

億授業は資料が命』と聞くと．さらに切なる思いが焔するも葛藤を導き出す資
料を中心に研究を司寸ぬるとともに感動を呼び起こす涜料の大切さも研究
ずし、生徒の心に迫りたい
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２}生i｢い'【]l和怠議凸')変容はなか之か表に出てきていないのが実状であるが．

人間尊重｡)精神は芽生えてきたようにとらえることができる授業時．特別

活動時をはじめ、各学級内の諸活動．その他の活動において、他を重んじ．

他の気持tﾉも考えているようにとらえらｽﾞしるjMi而もかなi)見受けらｵＬ道徳

的価値観の上にたった言動が随所に識(てきてい：)ように思われる㈹

以上のことから．授業突践を通して．人間尊重のWi神の育成を目指し．研究を腰（

開してきたが．未だ研究c')日も浅く、生徒の変容を卜分にみることができるとは言,

い難いが偏見や差別に気づく日常生活の諸問題の中て、意識を持一,て対応し』くう

とする姿勢も現ｵしてきたように思われろ，しかし、道徳的な実践力を身につけ、現；

実の生活にその意識が十分に活かされ驫践されているには護らないのが現状と！
｡↓､

言える；これﾉｰ,を考えろと、長い目でみた日々び)地道な指導、また日立たむいが、

心を感動させ、変容させる指導か人切になあていく(7)ではないだろうか了，
、.’

今後、資料`，)見直し授藁研究の持ち方等、ざ,>,に研究を進め．ノ､樵意識の高掛，

をはか'〕・道徳的実践ﾉﾉｸﾞﾘある生徒育成を考えているが．特設の道徳の時間ばか

りでは．十ｆｒにその成果を期待することに難しさがある。そこで、道徳指導全体計

画にそって．日常′k括り)諸橘動で．お')にふｵＬ意識付けをし、そのうえに立った

実践力を養っていきたい<その中でめざす生徒像と)して掲げた姿に迫濤､ていきたい：/：

-(1)
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資
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名
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睡
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資
料
名

ゲフ
』
、
「
狸
桑
學

凹
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趣
に
も
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
す
．

遡
斑
・
瀧
倖
巌
派
庫
が
鳧
→
に
の
に
毎
）
零
く
に

樺
后
象
さ
含
わ
れ
る
泡
人
乙
か
の
？
」
う
だ

と
患
じ
ま
し
た
。

そ
襲
鍔
騨
醗
菫
険
悪
Ｌ
を
５
と
い
う
の
に
・

ヤ
ム
ワ
筑
差
ラ
フ
の
℃
ｆ
の
厄
・
刀
が
ｎ
い

と
思
い
ま
す
．

し
か
し
．
私
は
主
人
公
の

プ
ヤ
ガ
ー
コ
お
量
兀
に
対
Ｌ
て
鍾
愛
失
理
・
夢
」
う
じ

シ
じ
ゃ
の
さ
と
｛
ら

の
よ
う
な
行
助
・
考
え
方
に
は
的
と
は
逆
の
迩
且
も
も
っ
て
い
ま
す
。

鍵
溌
爬
紘
蕊
」
ん
は
奉
遷
命
や
壹
乙
い
る
、

十
ケ
わ
り
の
人

母
が
か
れ
、
に
ｆ
う
い
ぅ
な
露
》
乞
倉
の
杠
屹
５
．

そ
る
尼
と
気
づ
か
つ
て
い
る

と
い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
す
．

製
峰
こ
の
藍
を
厩
ん
で
主
人
公
の
行
動
・
考
え
方
に
（
儘
隔
偏
巴
・
巨
瓜
剥
刈
》
で
す

芳
禽
衞
竺
大
石
照
升

》
で
す
。

型
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。
小
鯵
遙
戒
２
外
，
座
り
ミ
ウ
嚇
揖

止
戚
可
ワ
ゴ
ミ
、
布
騏
Ｌ
ｌ
な
ぞ
Ⅵ
ｚ
多
戸
・
鵬
り
ぐ
窺
縢
や
マ
イ
・
打

杉
乳
、
秋
鈩
ご
わ
り
１
手
刀
４
万
〃
が
盛
ｒ
：
半
切
勺
勺
９
歩
し

殉
う
て
Ｙ
氷
山
ヤ
リ
？
１
４
ワ
ｆ

と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
ｆ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
う
れ
千
、
釘
７
ゐ
人
は
穐
凶
Ⅲ
拭
け
‐

母
ｆ
大
切
院
イ
ゐ
気
“
橋
ち
ほ
う
ぱ
げ
－
Ｊ

と
墨
じ
ま
し
た
。

そ
２
客
２
ｋ
以
挑
ｆ
ら
烏
し
て
噂
人
赤
親
切
艀
ご
て
く
弧
て
る

尋
侈
．
喪
⑭
う
れ
ざ
で
彦
ら
う
り
感
が
く
う
な
ヤ
リ
ガ
渡
辺

か
感
夙
痒
辿
３
１
ｋ
．
自
分
ボ
ー
度
↑
の
い
ゃ
っ
て
〃
ｆ
、
移
Ｉ

ペ
、
屯
お
ぼ
ん
叔
威
い
い

と
思
い
ま
す
．

粥
弘
繩
嫉
楜
畷
臥
癖
侮
繩

っ
て
“
万
一
八
犬
．
峡
多
多
領
凶
珂

ん
な
帳
白
兵
切
り
町
ろ

今
叔
⑪
ｒ
ｌ
１
１
し
司
り
、
７
ｚ
ｙ
７
多
旬
は
．
１
は
５
Ｉ
Ｌ
Ｍ
Ⅲ

典
秋
弐
１
族
。
主
人
公
？
母
と
町
を
久
切
炉
史
７

皿
⑪
Ⅲ
科
冴
行
助
・
考
え
方
に
は
面
と
は
逆
の
趣
見
も
も
っ
て
い
虫
す
。

擢
疋
鶴
癌
捨
挟
鵠
瘤
轄
窃
灌
墳
城
・
鮓
塀
鰹
縛

な
ぜ
な
ら
・
主
人
公
は
写
り
八
歩
久
（
、
季
』
分
行
く
ソ
ｏ
多
可
Ⅸ
良
叩
鑑
寸

お
り
ど
主
人
公
⑪
人
は
世
間
も
し
舜
膵
Ｌ
７
罫
ｊ
６
と
璽
線

辮
撫
騨
雌
騨
鰍
州
燃
川
餓
鰯
砲

と
い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
す
．

主
人
公
の
名
萌
は
（
御
、
が
ゴ
イ

》
で
す
。



Ｐ句資
料
名
一
一
度
と
通
ら
な
い
槻
へ

■

P句窪
且
村
，
ロ
丸
さ
れ
從
’
７
、
一
卜

■
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織
鑪
鞭
舗
難
蕊
蝋
騒
篭
州

の
公
虻
に
口
少
し
し
が
奇
小
な
Ｔ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
乱
は

身
内
の
ご
と
感
９
毛
ｚ
付
人
に
不
類
句
Ｅ
で
ぃ
二

自
分
泳
十
←
北
匹
ヒ
キ
ョ
ヘ
モ
を
ヱ
ギ
ニ
ら
水
な
い
の

か
な
句
、

と
感
じ
ま
し
た
。

焔
総
理
酸
捌
既
霊
砿
親
や
…
い
・
ｋ
室

て
こ
’
と
Ｊ
Ⅱ
旅
人
に
親
可
な
で
底
．
一
入
ご
ｕ
裏

ｏ
ｒ
）
を
す
典
Ｚ
が
Ｕ
て
も
よ
い
の
に

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｈ
は
主
人
公
の

萢
諜
鮴
駐
熟
達
濡
祭
鮠
暗
酪

分
ｑ
巳
ｑ
曇
、
斗
良
僑
梅
し
ト
に

の
よ
う
左
行
動
・
考
え
方
に
は
前
と
は
逆
の
窓
且
も
も
っ
て
い
ま
す
。

蝿
批
，
汪
縄
塒
弘
灌
遡
鴻
再
脅
鵠
法
墳
城
：
拒
悩
Ⅵ
淳
縛

な
ぜ
な
ら
、
主
人
公
は

ひ
ど
い
嵐
の
札
道
仁
迷
，
Ｅ
旅
へ
筌
娩
揚
呈

と
い
う
句
も
こ
こ
あ
り
＊
を
一
ぱ
い
く
本
と
い
う
②
も
こ
と
カ

ム
月
の
鰻
の
こ
・
上
映
考
え
郡
し
て
②
旅
余
く
お
《
ト
ー

顔
く
き
く
蓉
子
５
う
の
も
偉
伯
じ
な
が
声
に
と
い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
す
．

芳
撹
名
前
２
病
気
今
棺
の
父
親
》
；
．

狸
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
．

雨
が
ふ
り
ぞ
う
歴
の
に
む
り
や
り
塩
違
ｔ
さ
そ
う
Ｔ
ふ

す
ｆ
・
狩
狼
了
い
行
・
了
し
玉
町
斗
ん
な
に
迷
式
〕
て

が
可
了
し
才
も

一
二
丁

。

と
い
う
こ
と
で
す
．

以
上
の
よ
う
ｒ
」
と
か
ら
、
私
は
平
ん
、
で
、
よ
く
話
し
合
、
て
、
》

慎
曳
に
行
動
て
こ
５
面
い
く
生
命
の
危
険
ｔ

匙
た
て
し
ま
う
こ
‐
と
Ｌ
笏
三
・
・
人
の
遂
見
も
聞
き

入
淑
正
：
判
断
で
す
：
二
糸
大
薊
永
鈩
じ
塗
し
た
．

そ
の
と
建
の
主
人
公
以
外
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
も
う
少
し
自
分
達
の
窟

凡
て
強
く
官
、
了
い
肌
時
零
し
ん
な
ど
う
）
は
な
ｒ
た
歩

私
有
大
演
は
噛
一
と
応
一
江
リ
上
紙
栓
な
り
で
強
く
倖

も

え
江
か
，
た
り
渡

と
思
い
ま
す
．

し
か
し
副
墜
人
公
典
抵
、
訴
の
晴
の
じ
こ
の
こ
と
で
・

自
分
（
ど
ん
な
に
勝
子
だ
．
た
が
と
ど
う
こ
と
を
知

Ⅵ
反
省
し
たの
よ
う
な
行
助
・
考
え
方
に
は
雨
と
は
逆
の
忘
見
も
も
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
之
ら
、
主
人
公
は
白
〕
分
嚇
う
ぐ
人
の
，
雇
見
＋
し
間
が
γ
‐
自

分
の
音
）
日
八
欲
、
正
し
く
辻
く
て
し
、
と
う
し
て
し

ま
っ
た
．

と
い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
す
．

￣

ｌＥＬｌ

主
人
公
の
名
前
は
（
＋
且
〈
に
』
づ

》
で
す



P■

聞
科
も
、
Ｉ
１

鍾
小
々
１
Ｊ

■

内資
＃
も
蜂
免
許

逢
胤

氏
名
Ｓ
・
５
？
）

ｂｊ
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乱
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
怪
敗
が
あ
り
▲
す
恥

斬
り
う
せ
ん

と
い
う
こ
と
で
す
．

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
皿
は

リ
、
ｈ
／
作
り
令
、
犬
ケ
ワ
と
り
７
が
し

膠
い
く
と
ｔ
１
Ｌ
ｒ
い
た
り
渉
券
心
し
な

Ⅱ
ｌ
汎
吋
介
ｑ
ワ
ケ
い

と
忠
じ
ま
し
た
．

そ
の
と
９
の
主
人
公
以
外
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
。

瀬
１
打
リ
リ
蝉
舟
：
凹
胤
迩
句
〃
も

鈩
鋤
ム
シ
世
卜
」
，
代
り
‐
爪
と
、
て
れ
で

ｌ
か
．
ｋ

と
思
い
逸
す
．

し
か
し
、
皿
は
主
人
公
の

鮒
秒
几
灯
リ
リ
砿
ｖ
偲
八
ｎ
Ｗ
↑
代
り

沙
測
△
也
・
ｆ
と
刎
刎
い
〃
★
で
く
て
マ
レ
ー
か
い
い
小
（
？
’
、

ｌ
回
叶
‐
し
い
と
〃
い
う
仁
ハ

の
よ
う
な
行
助
・
考
え
方
に
は
的
と
は
逆
の
正
見
も
も
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
主
人
公
は

上
澆
淑
八
代
北
表
鳳
倣
威
化
歓
珈
う
て

く
イ
、
‐
し
い

と
い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
す
．

ｕ
は
、
こ
の
魅
を
肢
ん
で
主
人
公
の
行
助
・
ガ
え
方
に
（
麓
且
出
既
・
巨
脱
糾
川
》
で
す

主
人
公
の
名
前
は
（
徴
八
些
型

）
で
す
。

＆
に
も
．
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
怪
敗
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
．
皿
は

し
し
白
の
（
戎
右
尽
私
イ
一
札
に
埠
阿
ば
壬
永
上
邑

關
》
譲
雲
鵬と母
じ
ま
し
た
．

總
凹
院
内
１
な
い

そ
の
と
遅
の
主
人
公
以
外
の
人
た
ち
に
肘
し
て
は
、

と
て
．
、
隠
人
査
侈
が
１
催
し
尺
う
．
農
鷺
丁

錘
麓
咋
慈
鴎
糊
醤
羅
腱
叩

一
舟
か
，
Ｆ
前
パ
ヒ
て
り
よ
か
っ
修
と
…
ま
す
．

し
か
し
。
弘
は
主
人
公
の

侈
分
が
礼
謝
祉
児
冷
れ
し
⑪
Ｅ
か
９
才
”
γ

兄
切
・
ワ
れ
ゐ
の
ぱ
功
彪
‐
リ
３
臺
入
な
の
膠
吃
の

鋸
隈
国
沁
狗
り
り
欺
宿
官
爪
研
可
な
げ
ん
Ｐ
ｂ
尺
う

の
よ
う
な
行
助
・
傘
え
方
に
は
前
と
は
逆
の
正
児
も
も
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
．
主
人
公
は

パ
ィ
ヮ
ム
系
っ
て
い
催
ｆ
子
少
壮
注
嵩
滝
し
に
し

免
許
証
，
一
と
Ｅ
▲
日
け
て
反
箱
し
修

と
い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
す
．

私
は
．
こ
の
魅
を
腿
ん
で
主
人
公
の
行
助
・
考
え
方
に
念
隅
隅
臓
哩
・
巨
供
」
川
》
で
す

主
人
公
の
名
蘭
は
（
当
風

悲
淫
）
で
す
．



平成元年度伊勢1K市立中沢中学校共同研究く同和qkfY＞－道徳授藁研究～～・

鐸匪ユ雪空隼蛍､頭円､【空拳悪評非旨習字二尾、ｂｊ

Ｉ解H者伊勢原市立中沢中学校Ｏｈｌｌｉ森加代子

１．日時平成元年７月４日（火皿日）節６校時．「！‘

２．字級第１学年２組４０名（男子２０名．女子２０名）訂’

副主題名奉仕の心（ｉｒｌｑ名ゴミ収集IH）

４．主甑翻室の理由

・内容可１日１４はより良い社会の実現の為に、自ら】せ(,で地域社会の生活の向上に役立とうとすら思度を養うことをねらいとし
ている．２H団の中でひとりひとりがより良く生活していくためには役I､分担しその仕nKさえ寅任を持ってしていけば良い
のかと画うと、決してそれほどq1Ufに明り切れるものではなく、個々の創丘による目ﾘﾓ的な無価の行為に支えられている部分
が多い． ｉ
・生徒は全休的に明るく素直で与えられた仕事はやるが、さらに良いものをという朗怠工夫や自鞄的な活肋は不十分である．特
に、利害関係にはnk忠で、症な仕事はできるだけ避けようとし公平仁とか、四番にという考え方て対処し、仕方なく引き受
けることが多い．しかし、実生活においては、多くの無償の行為が人々の生活に飼いを与え＿より良い社会の実現に姑びつい
ている．

.この資料では．ゴミの収qUという生活の中で身近な事柄を扱い．主人公の文H1を自分に狂色換えて考え易い．多くの生徒は物
事を合理的に考え．それを正しし､とする主人公には共感すらであろう．しかし、正しいことが常に最曾であると厨えるのかを
考えきせ、主人公の母親の無佃の行為が．やがて、より良い社会■L団の形成に役立っていったことを理解させたい．＿叙

５．オ鋳のわらい自ら封Eんで1腐団や地Ｎｉ社会に役立とうとする魎度を育てる．

６．同和6ｋＷの観点より特に釘感すること

よりよい2R団を作るために．ひとりひとりが奉仕の心を持ち．自分の判断で行動に移すことの大切さと、同時にまた、他人の
舞伯の行為によって、纂団の生活が成り立っている部分力伏きいことを12$目させる．

視点１．．．個を尊重し、集団の中でのＨかを人間BU係をつくる．
視点4..．科牢的、合理的愉神に遡りし．客因的に判断できる．
視点5...杓車を自分の郎且としてとらえ．自ら解決する．

７．本時の風開

８．坪鷹奉仕の心を持って生活することの恵毅とその大切ざが理nVできたか．
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段RＲ 展開の大要 主な発問と予想される生徒の反応 ・指導上の街通点

導
入

１．伊勢原市のゴミ収築
についての現状を省
みる．

･ゴミ収月&血が来ない、伊勢原青年の家
の話をして､現在、生活が大変便１９に
なっていることをZ:HRさせる．

展
開

２．資料を価み､内容を
把掘すら．

３９主人公の母親の行為
をどう思うか、感想
を兜墨する．

4．共通の問RE窓iUiを段
足し．話し合う．

（１）近所の人たちにつ
いて

（２）私の考えについて

(ョ）主人公の母のlH(持
ちについて

（４）近間の代表の来肪
について

Ｏ主人公の母親の行為についてどう思いますか．
･母親の奉仕的な生籏晒喧I±社会にとって大切な

ＵＷＨＩ油となっている．そういう姿を尊敬する．
･母親の行為はかえって近所の人のM1力を受け入ｵＬ
にくい方向に白CDているのでI土ないだろうか．
．みんなの問皿はみんなでIil力して公平に処理して
いくのが当鱗である．

。近所の人たちの反jBについてどう思い塾すか．
．ずるい．
．やらないための首い奴をしている．

Ｏ四番にやるべきだという乱の考えについて．どう思
いますか．

.Ｉ81番にやるべきだと衝う考えに賛成だ．

.ほかの家の事愉を無視している．
Ｏ主人公の1Ｗ，風待ちをどう思いますか．
．えらい．

･おせっかい．

・好運が正しく理nVされずかわいそう．
Ｏ近田の代表の来肪はどんな怠味がありますか．
．みんなの事柄はみんなですることになる．
・悪日Iされていることがはっきりした．

Ｏ母親がゴミの収第場所の栂除を続けたのはどん
な気持ちからなの力琢えよう．

｡正しいと思える行為にも賦しさがある
ことを孝えさせる．

.正しいことが段啓かを考え苫せる．

･母親の行為が生き方の基本から＆てい
るものであることを抑える．６

・母親の17為が翼Ouとなり．合理的吻r解

決につながったことに気づ力せる．

終
末 ５． 牧師の感想．鋭括を

■く．

･係．生徒会など身近な事柄に■魯檎え
鯖をし．実践化につなIfたい、



平成元年皮伊魯瓜市立中沢中学校共同研究＜同和牧官＞－迫徳授婁研究

舞子＝＝雲全戸蛍泣も画室萎越５才缶琴二に

lIi導者伊勢瓜市立中沢中学校牧紬小皿蛍

１．日時平成元年６月２３日(金田日）第５校時
２．学年・岨第２学年４組４２名(男子２０名．女子２２名）
３．主因名かけがえのまい生命（資料名：嵐されたテント）
４．主阻狡定の理由

・項目１は「生命のかけがえのをざの自覚」を深めることをねらいとしている．「生命」がかけがえのないも
のだということは承知している．しかし、このことを深く自覚し行動しているかというとそうで之い場面も
しばしば見られる｡軽申と無腫さからくる行助から危険に身をさらきれることもある．
・生命の尊さを濠<自覚し、節度ある生活ｎ度を纂違・覆缶的に心身の峨疎に取り組む皿皮にはもう一つ杓足
りなさを感じるのが盃近のlUl向である．そこで自ら生息ていることのありがたさを自覚し、生命を大切にし
無謀を行助は破に慎み．筋皮ある生活H3度を築くことに努めなければむらない．このような怠魔をＷてる指
導が大切である．

.この資料は主人公耳次が友達２人とキャンプをｉｆ画し実行する．はじめはリーダー的によく動いていた瓦次
だが、遅れたことから、危険がありそを中州にキャンプ地を決め、そのことから友達と自分を危険におとし
いれてしまう．大人に助け出されるが．自分の軽率な行助を反省するという話である．

､’５．本時のねらい

‐軽率な行動によって生命の危険にさらされることがあること．そのため軽率．無媒な行助は価み、節度ある
生活ｎ度を第くことが大切であることを学ぶ．なによワも、生命が尊いということを字ぷ゜

６．国和敬官の観点より特に閨なすること

生命のかけがえのなきを自覚させ、軽串．無陳な行助は慎み．節度ある生活ｎ度を第くことに努めなければ
之らないことを理解させる．

視点４・・・科学的・合理的椅神に立脚し客観的に判断できる．
７．本時の展開

－胡Ｐ

８．坪低生命のかけがえのなきを理解し、自らを見つめU[すことができたか
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過
再

展開の大要 主な発問と予想される生徒の反応 111導上の留窓点

導
入

二゛－－Ｊ▼夕了■■ニハ卿己●

軽率な行助から危険に苔
らきれる場面が無いかき
える．

ごコピー鼠』びい〃
る
ど

｛
け
な

｝
か

』
か
出
ぐ

、
す
に
汝

）
ま
山
で

ヤ
リ
丑
所

》
あ
で
の

皿
が
し
止

一
と
焦
禁

て
」
面
泳

正
た
叶
遊

）
れ
・
・

‐〃=一ＪＰ邑一莚Ｅ己ＵｎｎＤ－プ逗凹Ｌご◎

雰囲気にさせる．

鹿

閉

把
公
え
、
仁

と
つ

を
人
考
い
助

う
に

容
主
や
合
・
行

ろ
動

内
く
い
話
ろ
、

取
行

み
砠
立
て
す
面

仁
の

腕
問
る
い
表
計

時
次

を
・
の
ふ
つ
苑
の
て

の
真

科
ろ
遇
の
仁
を
次
い

水
た
て

責
す
共
次
ｊ
想
真
つ

咽
し
い

・
樋
・
真
方
愚
⑪

Ｉ２１
２
３

(3)行助を無視した文次
の行助について

(4)反古する文次につい
て

４．日頃の自分たちの生
活を摂り返ってみる

実施したこ

も良い

プ
う

や
っ

た
・
で

ン
お
す

こ
る
し
６
笛

ヤ
Ｃ
Ｃ
土
守
忠

行
い
る
Ⅱ
て
弁

キ
き
し
い

に
て
あ
股
つ
ば

、■戒を受け入れなかったこ

人公の気持

危険を招
とだと反

実
て
で
で
て
恩
り
か
し
で
を
と
度
を
人
に
こ
こ

、
と
ち
価
？
っ
取
す
断
険
卜
を
皿
れ
主
命
い
う

し
か
は
た
岬
浪
と
い
で
ま
判
危
ン
か
肋
の
入
い
う
生
を
虫

酉
す
み
分
は
で
、
を
ま
い
に
は
子
す
行
公
け
を
よ
の
か
し

計
ま
込
自
点
い
て
れ
厚
恩
Ｗ
の
に
ま
い
人
受
え
し
分
つ
て
．

て
い
気
、
ろ
微
い
知
対
う
冷
ぐ
州
い
し
主
を
面
虫
目
が
し

し
思
正
り
い
け
つ
６
そ
ど
、
泳
中
恩
ら
た
戒
か
み
も
し
助

と
う
の
わ
て
だ
に
か
ブ
て
い
で
、
う
一
い
■
し
て
て
返
行

一
ど
て
断
し
分
次
ら
ろ
一
い
恩
ま
て
ど
グ
招
、
ｊ
っ
し
り
で

ダ
・
し
る
そ
と
自
真
あ
い
す
ロ
つ
を
岸
し
て
一
を
で
い
ん
え
を
取
る
い

－
て
と
あ
出
う
・
た
で
な
う
・
次
と
対
視
い
り
険
地
を
せ
谷
と
は
咄
左

り
い
一
も
し
よ
時
っ
手
が
そ
鋳
文
こ
に
無
っ
に
勉
意
く
虫
り
こ
為
て
し

が
つ
夕
惑
申
せ
の
思
団
う
も
の
企
の
時
を
仁
な
の
い
の
良
み
蟹
を
行
し
６

次
に
一
任
の
さ
水
と
分
よ
分
水
し
連
木
告
次
ん
命
を
分
は
寸
進
ん
た
ぜ
え
い

真
と
り
貴
兄
を
増
か
目
し
自
増
と
友
増
暫
真
ど
生
き
目
と
ｒ
ち
ど
い
省
考
多

ｏ
・
・
・
○
・
・
・
０
・
・
０
．
．
○
・
。

で行動してしユうことが案外

げ
を
収

上
る
点
く

り
す
い
多

取
に
し
を

老
う
ら
見

曾
よ
－
理

発
ろ
ダ
ろ

の
き
》
－
す

判
で
リ
価

批
が
の
艀
ろ
．

・
い
公
、
け

悪
舎
人
い
上

共
路
主
捕
り

･命を守ることが肢も大切であ
ることを考えきせたい

･自分の非を阻めるに至ったこ
とをとらえさせたい

lヨ終
末

５．牧師の旺想を田く
￣＿！

さ
と

瓦
こ

目
く

る
を
策
る

す
さ
を
せ

価
を
広
さ

扉
の
芯
え

を
え
活
考

団
が
生
を

発
け
る
さ

の
か
あ
切

徒
の
る
度
大

生
命
せ
節
の
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姻■者伊鼻凪市立中沢中手校收画商■健一

１．日時平成元年６月２ョ日（金田日）第５枝時

２．孚年・但館ヨヨ凶\う回４４名（男子２４名．女子２０名）

３.主四名法泊社会の規律（資料名：銭免肝出典：文ａＯＬｒ中字生の■しい道ヨ」）
４．主■因室の理由

・項目１ｓは「法のH1神と担稗．毬忘の已溢を団肝し．社会のH1律を高めていく．」ことをねらいとしている．中
学３年生ともなると．法に対する理解も深ユワ．決まワにかなった行助をする反西．mllIに反発する気持ちもで
てくる年頃でもある｡従って．この埒期に法の丘筏を明らかにし日活生活の中で決まりを守らされているとい
う=輿から．▼すんで決虫ワをまもるという■虜を古てる抱幻が大切である．

・男女共に、少々待ち着きを欠くグループと、狡伍住があり物申を正しく利面しようとする堅実なグループ．そし
て、破伍性に欠け笛、b立場をとるグループに分けられる．女子は男子よりも大人びた考えや行助をする．また＿
いくつかのグループは秤在するが．クラスをまとめようとするリーダーＩＤ活■を鮒めて曾ている．しかし．クラ
ス全休の秤囲風としては．まだまだ字伍係活助の佇汀が＄しられる．これは、目先だけの損得だけにとらわれて．
何でも人任せにすることが多かったり、狭い自己中心的な考えによるもので．一つ一つの活助にねいての自覚．
そして責任と面うものしっかワ理解で色ていないため廷となえられる.,

.この資料は．ＰＴＡの拉外招導日になったばかりの主人公が．中学生の銭免肝五伝を注Ｅした後で.圓分自身が
Ｕ､岡に引っかかり、いつも田立をはかってあげていたのに、、企を払うように面われ．先租院してやった中学生

下と矼ね合わせて力えて祖鉱な心境になるというものである．〆Ｕ
主人公が注なした中学生と期せずして自分自身が同じ担な立沿に追い込まれてし虫うことに気づかせ､､主人公

の不UUとそれが何で肝nVしたかをくみ取らせたい＿‐

５．本時のねらい

遵法の前神を身につけ.自己のかえを正しく主硯すると共に．自分だけの利“何だけで行由することなく､種
務は宜任を6,って遂行するｎ度を養う．

６．同和牧官の四点より特に宙豆すること

ｊH用が守られるためには．一人一人が積伍的に笛力して行く必要があるという自覚を海めて行くことの大切さに
気づかせ、法と社会秩序の正義を理解する．

３１点１…回を尊重し､簸団の中での■かを人団関係を作る
８１点４…科孚的・合理的柑神仁立■し．悪■H9に判■でｇろ．

７．本■$の臼田
１
－
’
’

一
導
入
－

１
「

■■】

ｈＺＰＬ,曰牟

-117-

■鶴
Ｏ主人公の写えやふるまいについて、どう恩
いますか．

・中学生に注なしていながら､自分で迅反し
ている．

・自分の非に気づいたから、えらい．

Ｏ主人公が中手生を注正したことについて．
どう思いますか．

・ＰＴＡの校外招導婆日になったから．いい
格好をしてみたい．

,注なしにくいのに、注なしたのはえらい．

･中孚生が．思いのほか癖血に囲ったから．
よいと思う．

・自分なら絶対に許さない．

Ｏ主人公が迫反とされたことについて、どう
思いますか．

．ごまかして家に入ろうとしたので、当然の
ことである．

-畢立に囲って．今u【気をつければいい． |議霧Ｉ
■
囮

艮囲の大要 主な見同と千忽される生使の反応 価ｇＵ上の宙丘点
導
入

１．本EWD字習を知
る６

Ｏ交通事故のⅢ因で、丘も多いものは何だら
うか．

･スピード速反．砂つばらいＺ臣．駐ｎ述反
など

･思ったことｔ自由に兄芭できる雰囲
虹にさせる



ﾖ分の体匝に邸１０決図

－
０
１
１
－

｜
▲
二
と
め

８．評価

～桓利を正しく主喪し、盆石を鼓し<遂行する．そのためには、一人ひとワが碩栖的に協力していかなければなら
・ないという風待ちが顕められたが．

晩
秋
の
Ⅱ
ぎ
し
を
あ
び
て
、
Ⅲ
週
は
、
ク
リ
閏
の
作
粟
に
皿
わ
れ
て
い
た
。
ク
リ
間
は
．
風
迦
に
柵

っ
て
．
な
だ
。
⑰
か
に
側
料
し
て
鵬
が
っ
て
い
る
。
ク
リ
の
収
穣
が
終
わ
り
．
残
っ
た
い
が
を
ｚ
か
所
仁

山
親
み
に
し
て
鑓
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
？

瓜
迩
は
圃
協
に
勁
研
す
蓬
か
た
わ
ら
、
．
い
く
ら
か
の
川
畑
違
垪
代
す
る
い
わ
ゆ
る
注
栞
農
熱
で
あ
る
。

先
週
の
Ⅱ
叩
Ⅱ
に
は
。
ク
リ
の
枝
の
か
り
こ
み
を
し
た
。
と
省
お
り
そ
の
枝
を
火
に
投
げ
入
れ
る
と
、

螺
が
パ
リ
バ
リ
と
肝
を
逝
く
亦
い
他
を
癌
し
た
ま
ま
窄
応
く
ま
い
あ
が
っ
た
。
？

ふ
と
・
瓜
逝
眺
作
粟
の
下
を
止
め
た
。
関
迦
の
照
明
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
の
Ⅳ
が
ひ
び
い
て
く
る
。
だ

れ
だ
ろ
う
。
：
？
ど
こ
の
知
で
も
い
ま
は
畑
碍
も
終
わ
っ
て
、
め
っ
た
に
働
き
に
出
る
打
は
い
な
い

は
ず
な
の
だ
。

や
が
て
、
元
介
⑪
バ
イ
ク
が
雌
っ
て
い
る
の
が
処
え
た
・
先
醐
の
バ
イ
ク
に
繁
っ
て
い
る
の
は
．
、

っ
ぽ
い
作
筑
川
の
府
い
Ⅶ
ｐ
う
し
ろ
の
バ
イ
ク
は
、
行
い
ト
レ
パ
ン
の
小
学
生
だ
．
良
週
が
な
が
め
て

い
る
う
お
に
．
そ
の
．
・
打
の
パ
イ
ク
は
阿
幽
の
雑
木
林
の
遊
に
洞
え
て
い
っ
た
Ｑ
そ
の
う
ち
に
こ
ち
ら

に
や
っ
て
く
る
は
ず
だ
．

良
適
は
し
ば
巧
く
迷
っ
て
い
た
。
小
学
嘘
が
バ
イ
ク
に
采
っ
て
賊
愚
」
注
ぱ
す
ぺ
ぎ
で
は
な
い
か
？

艮
女
が
｝
』
の
作
Ⅲ
γ
に
入
学
し
、
良
逝
は
Ｆ
１
八
の
佼
外
指
切
ｎ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
よ
し
。
魁
い
き
っ
て
性
感
し
て
や
る
か
。
』

，
ふ
ん
ぎ
り
を
わ
け
る
よ
う
に
瓜
適
蚊
歩
き
だ
し
．
収
の
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
碗
潔
を
と
り
だ
し
て
Ｆ
た
．

払
色
の
地
に
．
『
校
外
偏
沸
安
川
』
と
い
う
向
い
文
犠
が
う
き
で
て
い
ろ
。
そ
れ
を
碗
に
つ
け
る
と
、

き
っ
ぱ
り
と
し
た
例
弧
み
た
い
な
も
”
が
わ
い
て
き
た
。
酎
・
・

雑
木
林
の
〃
か
》
わ
、
ふ
た
た
び
，
エ
ン
ジ
ン
の
行
が
聞
こ
え
て
き
だ
・
瓜
適
は
道
路
の
ま
ん
中
に
立
っ

た
。
ぐ
ん
ぐ
ん
近
づ
い
て
き
た
》
（
］
台
の
バ
イ
ク
は
、
良
適
の
嚢
を
見
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
。
良
迦

は
閣
下
を
広
げ
て
．
⑰
ち
は
だ
か
つ
た
。
浦
い
〃
が
．
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
バ
イ
ク
を
止
め
、
小
城
独

も
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。
？

「
ち
ょ
っ
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
く
れ
．
」
・

良
週
に
い
わ
れ
て
．
一
．
人
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
。
中
学
姫
は
特
い
〃
の
う
し
ろ
に
か
く
れ
る
よ
う

に
し
て
。
う
つ
む
い
て
い
た
。
．
．
．
》

『
芯
た
ち
は
兄
弟
か
。
」

『
い
や
。
ち
が
う
ん
だ
。
近
所
の
子
だ
よ
、
こ
れ
は
。
」
造
．
垳
い
〃
が
答
え
た
。

「
お
い
、
中
学
化
．
剛
を
上
げ
ろ
、
お
れ
は
校
外
拙
導
賓
側
を
や
っ
て
い
る
。
何
で
バ
イ
ク
を
止
め
ら

れ
た
か
．
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
。
何
年
催
だ
い
？
」
・

『
三
年
生
で
す
・
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
中
学
生
は
い
ま
に
も
洞
え
い
り
そ
う
な
芦
を
出
し
た
．

良
遭
は
、
ｎ
分
が
す
ば
ら
し
く
よ
い
》
』
と
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
き
た
。
ひ
と
し
茜
り

中
学
生
に
税
欲
し
て
か
ら
。
蒜
い
列
の
方
に
向
か
っ
て
．
い
っ
た
。

笹
川
＄
犯
詮
Ⅲ

118
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虫
と
め

６．牧師の摩狸か津
ぺてまとめろ．

Ｏ決まりについて．その名画性を．あら；ため
て．■砲しましょう●

・生徒の発浅を評■する．
･牧師自らの体５h銭や寸新同の璽事な
どを車爾に用皿しておく．



『
曲
も
超
い
ぞ
・
中
学
生
と
知
っ
て
い
て
さ
そ
う
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
乱
を

つ
け
て
く
れ
よ
な
あ
。
』

『
ど
う
も
。
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ぜ
つ
た
い
に
さ
そ
わ
な
い
か
ら
、
こ
ん
ど
だ
け
は
か

ん
ぺ
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
」

晦
い
例
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
と
っ
て
．
弧
を
Ｆ
げ
た
。
う
し
ろ
の
小
学
生
も
、
ぴ
ょ
こ
ん
と
お
じ
ざ
を

し
た
。
図
き
な
お
っ
て
口
答
え
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
巡
っ
た
の
に
、
あ
ま
り
に
も
す
な
お
に
．
、
人

に
あ
や
ま
ら
れ
て
．
ｎ
通
と
し
て
も
こ
れ
以
上
強
く
出
よ
う
が
な
か
っ
た
。

「
よ
し
？
わ
か
っ
た
。
本
巣
な
ら
乍
佼
仁
速
銘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
十
Ｍ
に
か
ぎ
り
だ
ま

っ
て
お
く
Ｃ
免
許
を
と
る
ま
で
は
．
も
う
バ
イ
ク
に
泉
っ
て
ば
い
け
な
い
ぞ
！
」

及
適
が
傘
を
お
す
と
○
二
人
は
う
な
ず
い
て
．
バ
イ
ク
に
史
り
紛
か
に
洗
っ
た
。
小
学
他
に
は
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
な
い
で
押
し
て
い
け
と
．
よ
ほ
ど
い
お
う
か
と
胆
っ
た
の
だ
が
．
爪
ま
で
の
距
伍
は
か
な

り
あ
り
．
か
わ
い
そ
う
す
ぎ
る
と
汀
え
て
几
送
っ
た
。

夕
ぐ
れ
の
せ
ま
っ
た
ク
リ
田
の
行
を
は
さ
ん
だ
向
か
い
の
山
か
ら
．
ケ
ー
ン
．
ケ
ー
ン
と
キ
ジ
の
田

く
別
が
園
こ
え
て
き
た
。
バ
イ
ク
の
二
人
が
虫
っ
て
か
ら
．
。
町
剛
ば
か
り
で
良
適
は
作
東
を
切
り
あ

げ
．
収
で
知
趣
に
つ
い
た
．

艮
逝
の
京
の
入
り
ｕ
の
す
ぐ
そ
ば
に
．
欄
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
侭
の
と
こ
ろ
で
。
ス
ピ
ー
ド
適

反
の
検
問
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
良
い
机
を
二
つ
な
ら
べ
て
．
血
及
打
が
．
霊
．
人
ば
か
り
い
す
に
す
わ

っ
て
臼
宙
と
向
い
合
い
。
手
暁
色
を
し
て
い
た
。

こ
の
日
に
か
ぎ
っ
て
良
週
は
。
免
許
征
を
家
に
忘
れ
て
き
て
い
た
．
そ
の
こ
と
に
虹
が
つ
き
．
Ⅲ
っ

た
な
と
辿
っ
た
が
．
こ
の
ま
ま
山
へ
引
き
か
え
す
の
は
不
向
鯖
だ
し
、
か
え
っ
て
あ
や
し
ま
れ
る
．
と

に
か
く
家
が
そ
こ
な
の
だ
か
ら
．
入
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

近
づ
い
て
い
く
と
、
四
見
知
り
の
回
常
が
い
た
。
良
週
は
ほ
っ
と
し
。

フ
』
総
労
さ
ん
で
す
。
」
と
さ
り
げ
な
く
鄙
を
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
と
ぎ
．
も
う
一
人
の
野
市
が

近
寄
っ
て
き
て
。

「
免
許
征
を
皿
せ
て
く
だ
さ
い
。
』
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
良
迩
は
あ
わ
て
た
。
そ
し
て
し
ど
ろ
も
ど

ろ
に
な
り
な
が
ら
。
釈
明
し
た
。

「
先
芥
征
は
あ
る
ん
で
す
が
。
そ
の
・
山
へ
い
く
ん
で
滴
が
え
た
と
ぎ
。
つ
い
忘
れ
て
し
ま
っ
て
。
す

み
ま
せ
ん
．
ほ
ん
と
う
に
あ
る
ん
で
す
・
家
は
．
ほ
ら
。
こ
こ
が
そ
う
な
ん
で
。
す
ぐ
取
っ
て
き
ま
す

か
ら
。
」
：

し
か
し
。
そ
の
箇
宵
は
許
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
回
処
知
り
の
髄
荷
は
．
そ
ば
で
虹
の
離
そ
う
に
も

ぞ
も
ぞ
し
て
い
た
が
小
：
。

『
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
」
と
低
い
訂
で
良
適
に
い
い
．
血
反
打
の
ほ
う
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
け

つ
き
よ
く
良
適
は
キ
ッ
プ
を
切
ら
れ
、
す
ご
す
ご
と
京
の
座
に
忠
を
い
れ
た
。

単
に
比
が
っ
て
行
が
え
を
す
る
と
そ
の
内
故
ケ
ッ
ト
に
免
許
狂
が
入
っ
て
い
た
。
瓜
逝
は
．
ど
う
に

も
胸
の
錘
が
の
も
や
も
や
鰊
す
っ
噂
り
し
な
か
っ
た
．
ｌ
あ
の
噸
乍
繼
懲
聯
し
て
や
っ
た
お
れ
が
．

き
け
ん
め
い
に
話
し
か
け
る
画
布
を
凡
て

い
る
う
ち
に
。
良
図
の
功
の
な
か
の
も
や

も
や
も
．
少
し
ず
つ
明
れ
て
い
っ
た
。
人

の
よ
さ
そ
う
な
こ
の
■
官
は
。
瓜
逸
の
か

わ
り
に
飼
金
を
は
ら
い
た
い
く
ら
い
の
狐

持
ち
で
い
る
ら
し
か
っ
た
。

「
わ
か
り
ま
し
た
。
い
や
、
先
詐
旺
を
忘

れ
た
わ
た
し
が
⑭
い
ん
だ
か
ら
・
入
り
口

の
と
こ
ろ
は
．
い
つ
で
も
使
っ
て
く
だ
さ

い
。
」

良
迅
は
き
っ
ぱ
り
と
い
っ
た
。
智
官
は

ほ
っ
と
し
た
函
に
な
り
．
礼
を
い
っ
て
畑

っ
て
い
っ
た
。

層
団
淀
も
ど
っ
た
典
透
は
．
一
肥
し
よ

》
う
と
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
た
。
汁
い
け
む

》
り
の
な
か
に
、
員
逝
を
バ
イ
ク
で
去
っ
た

小
字
塩
の
因
と
涜
而
の
皿
と
が
二
血
平
し

に
な
っ
て
う
か
ん
で
は
洞
え
た
。

飼
金
を
は
ら
わ
さ
れ
る
と
は
！
免
許
狂
を
怠
れ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
に
あ
の
濁
官
も
恩
知
ら
ず

だ
。
且
の
丹
い
と
き
に
辻
・
水
を
飲
み
に
き
た
り
．
勉
齢
を
柵
り
に
き
た
り
し
た
く
せ
に
。
注
ば
だ
け

で
い
い
と
か
．
阿
鮫
の
河
浦
に
い
っ
て
く
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
ん
だ
：
。
。

そ
ん
な
こ
と
を
易
え
て
い
る
と
。
や
が
て
玄
関
の
．
川
が
測
色
。
あ
の
価
几
知
り
の
聾
宙
の
瀧
が
し
た
・

良
適
は
皿
を
出
し
た
く
な
か
っ
た
が
、
し
ぶ
し
ぷ
玄
阿
に
出
て
い
き
。
ぶ
す
っ
と
し
た
冑
で
。

「
ご
苫
勿
さ
ん
で
し
た
。
』
と
い
っ
た
。
惣
帝
は
ひ
た
い
を
し
き
り
に
こ
す
り
粒
が
ら
。

「
い
や
あ
．
今
Ⅱ
は
ま
い
り
ま
し
た
。
い
つ
も
お
楢
の
入
り
Ⅱ
を
備
り
て
使
朋
を
や
⑪
て
い
る
の
に
、

●
Ｐ
●

こ
ん
な
》
」
と
に
な
ゆ
て
。
ほ
ん
と
に
、
弧
の
“
な
》
」
と
で
し
た
。
し
か
し
わ
た
し
も
．
辺
⑭
上
あ
の
と

台
、
火
Ⅱ
に
几
ろ
わ
け
に
も
い
か
な
く
て
．
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
頭
し
て
く
だ
さ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
あ

の
囲
所
＆
伍
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
っ
た
。

且
週
は
。
す
ぐ
に
は
返
郛
を
し
な
か
っ
た
。
弱
り
き
っ
た
我
怖
の
■
汀
は
⑪
な
お
も
ひ
た
い
に
手
を

や
っ
た
ま
ま
．
こ
と
ば
を
つ
づ
け
た
。

「
ス
ピ
ー
ド
の
川
し
す
ぎ
で
．
此
近
は
嘱
依
》
が
多
く
て
捌
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
兇
低
廿
が
ふ
え
る
い
つ

ぽ
う
な
ん
で
す
。
」

ｎ
劃
の
虹
拘
ち
に
Ｈ
怖
し
、
何
と
か
し
て
さ
げ
ん
を
な
お
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
．
あ
せ
を
ふ
き
ふ

出
典
。
。
又
牧
社
「
小
学
唯
の
新
し
い
逝
３
』
（
小
坂
芽
百
・
文
〉

iｉ
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且調査資料研究部
（工）毎V雪雷§つつオコ`らし可

調査資料研究部'よ､各研究部の研究および実践の｢補働酌｣を存在でｾﾞｸ[にあげる２つ
の研究を通して、名研究部のサポート、チェックの機能をしている。
◎同ｉｉ數育先進佼の研究内容を収集･検討し、各研尭瀞、提供する。
○趨闘nTk生徒の実態調査を漂鑓し､研究内容の進展､I霞忍をみる。

＜二）石ヨモラモクフＰ勺宅亭

①年間’1鏑譲i計画

１
学
期

８月

剛１６Ｆ

1二i
Ｌｊｍ

》一一一》一一一
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ii蟻篶i＝
昭
和
⑰
年
：
度

１
学
期

２
学
期
３
学
期

月
月
月
月

４
５
６
７

８月

月
月
月
月

９
Ⅲ
ｕ
皿

１月

２月

３月

同禰側育先進Biの研究資料０N呪集、$i耐および名研究:Wへの提供

同WiJ教育先進枝の研究資料の一覧表f愉随

鰯震;反省
次年度に向けての方向付け（勾則談議臆f画の立案）

８月 ;薄霞調遭Eの集約･考察

２
学
期

月
月
月
月

９
ｍ
、
Ⅲ

￣～￣￣￣￣￣＝＝戸ｒｐ￣五Ｊ、

発表会の準備

譽篝薑1鑿棗謹言:;;蟹;繕３
学
期

１月

２月

３月

:N鋼調査の集約･考察

獣蕊調査の考察の提案

研究全体の見直し 来年度の研究のﾌﾞ列61性検討



士莚鬘壼藝--|議鵠竈亨
■ロィ半

平里ｆ－劇

ｆらしの丁

日F＃

Ｅ〃】Ⅸ】

堕原市教育委員会．Ｉ部i電１日I題研突Ｆ

元子F夏【'[fHI、藤里f豊｜日斥石露H§

:H岡引召l題資料と解謝

覇Ｈ｜解放出腕ネ

④

(ア)昭和62年,63年， 平成元年度の割国i園調彌

ｌ■

【））、

の中から選析

(１

(２

蜀目１１１－■
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③参考文献

契頤調査に

「

つIＩ U~し

薯載$ 。樺主§ １山Ｐ巨辿ｉ

昭和62年度、６３年度､平成元年度の2年間にわたり、学校生活のさまざまな場面にわ
たる１５項目〈Ａ～ｏ）のアンケートを実施しました。Ａ～Ｎのそれぞれの項目につい
て（１）．（２）の２つの質問があります。そして、答えをＬ２，３の中から選択します
）あなたは～したことがありますか？Ｌよくある２．ときどきある３．ない
）あなたは～されたことがありまﾌﾟﾘﾗｳ３？1．よくされる２．ときどきされる３．されない
ただしＯについては４．いじめはない。の選択肢が追加されています。その集計は、

ニトひとり、'鱈度と癩度のﾊﾟﾗﾝｽを繊し､下のように分類しました｡~(Omi藤）

以 1,,エ”よつに卦雷rした程T采を記します．

ロー￣し〆▼－．－Ｔ〕６０頁｣、凹配几ＦＪ 東上高志 部翻B1題研究所
しい部落の歴史
■●●●●●●●０◆●●●●Ｃ■●■0■Ｃｂｄ●■●■●■●■■■ＯＣｑＣｂ◆q●ｂｃｂ■●■｢－も■■●■q●■◆｡◆ＣＧＵＤ
－■由■－－－￣－■

東上高志
､■●■￣■の■●己輔ｄｏ■●■●●白b吋■●■￣●ＣＯ◆●◆Ｍ●■｡■■■●ｑｑＣＯ七●●－－已酊◆●b

原田伴彦
‐:醸醗HiH霧､、
朝日新聞社

題入門ザ 村越末男 明i自画欝一．
同和教育創造南海中学の歩み 水田鰯.壁１９低iRnEl- 師 葡町朝n劃題研究所
人権（差BlIからの解放） 平野一BMI 月月花初xH野

[蕊rU茨f茄議蕊邇~司P－－－－－－－－－－－－－－。－」

ﾉ凹匡をくらしのな力斗こ

卜
トー＝

今

田一雄

野～敏彦
鴨何欝房

霜窓&ｔ
記Ｕ５ＺｐＪ臼田と１重万Ｉ H1詔」 ロ門百1■｣叱回田ＪＵフ1JソＩ 部i靭魏H研究所
人権のあゆみ '１鉢茂 山111出RF*lと
集団の教育 在原7 7教育委員会． ｐＨで旬ロユー面切"【市」弓J、

－－▽、＝●己グー■~￣■￣革＝￣ＵＳＨ炉〒て。

入 弓部落の歴史 原田伴画

l、藤野豊

已
舌
さ

'ｊＯ－ｆニロニニ

部落解放窺織
円広ＵＴ。Ｕ-匁ご凸シＬＴ－Ｕ－ＪｒＴ■、ロ ロ閂TJ1pJ上邑HJUプリフＩ 解放出BiZ社
部iMn3i：E飴 和田､艫儀ｒｈ仁Hik＝ 掌t6Hﾗﾛ霞H1願出＋

部i零解放を教Bmiの手に ロ脾ｒｐ１ｐＬＥ睡凹J1フⅡ｣ソＩ 解放出版tｔ
同1t敷育の探求 ｲﾘIＩ太郎 部鞘幅H圏研究所
同和教育はな-せ泌要か 村越末男 明治図書
部落史をどう教えるか

!i篝i駁
寺木伸明 解放出版社

同和二千年史

部禰翻圏学習の資料と手引き 東上高志 割噛凋2N研究所

(１） （２） 力Ｉ 轡度 力朋閏【摩HIHin画
１

２

’
１

よくある

ときどきある

よくある

3．されない

３
『
２

されない

ときどきされる
力曙傾向の強I,渚 加害傾向

１

２

よくある

ときどきある

１
－
２

よくされる

ときどきされる 加害・被害者
加害・挾書とも

２

〕

３

ときどきある

ない

ない

１
－
２
－
１

よくされる

ときどきされる

よくされる
被害傾向の強１，渚 初磨lfi向

３ ない ３ されない 傍観・不関知者 剰知しない



Ａ（１）あなたは授業で､情B座った発言をしたり、失敗をした人をばかにしたことがありま
すか，

①よくする。②ときどきする。③しない。

Ａ（２）あなたは授業で、借B遮った発言をしたり、失敗をしたとき、ばかにされたことがあ
りますか？

①よくされる． ②ときどきされる，③されない。 鬮艫雛
囲鱸`諺とも

□i1割蹟
□鞠bti、」?

10

７

５

■
■
■

繍
辨
脚
騨

２

ＲＵＵｑ干屈 j凸珂1F【00午反兀2鰯

３年生は男女ともに加害傾向の生徒が減っている。特にこの１年間の減り方が

大きい。また、学年を問わず関知しない生徒の数が年を追って増えている。以上

のことから、少しずつではあるが良い方向に向かっているようである。
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Ｂ（１）あなたはテストの点数や、成績の悪い人をばかにしたことがあります＼か？
①よくする。②ときどきする。③しない。

Ｂ（２）あなたはテストの点数や､成績が悪いことで、人にばかにされたことがありまず、b､？
①よくされる。②ときどきされる。③されない。

霞鑛繊

囲艫,叢
回議鮪
□諭しtぃ

とも

1０

’ ’’
７

５

’２

２年生については昨年と比較すると加害傾向の生徒は減り、関知しない生徒が

増えているので好ましい方向に向かっているようである。３年生もほぼ同じこと

が言えるのだが、なぜか昨年の実態は一昨年より好転していないことがわかる。

だが、Ａ同様この１年問の比較では急好転している穰子がうかがえる。
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Ｃ（１）

Ｃ（２）

あなたは人の顔つきやt$Fつき、身なりのことで悪口を言ったことがありますか？
①よくする。②ときどきする。③しない。
あなたは自分の顔つきや体つき〈身なりのことで悪口を言われたことがありま寸か？
①よくされる。②ときどきされる。③されない。

100

’ ’
’7５

5０

2５

０

国ii議富
□1MUbhぃ

体つきや顔つきはいくら努力しても直らないことであり、それについては最も避

けなければならないことである。しかし、２年、３年ともまったく好転している操

子はない。このことは今までの研究や実践ではなんの成果もないことを示しており

生徒達に心情的に訴える道徳や学活の中での地道な実践の積み重ねで解決しなけれ

ばならないだろう。他にも最近のテレビなどの影響も考えられる。しかし、逆に考

えると生徒の意識の向上のためこのような結果になったこともありえる←
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、（１）あなたは友達のいやがる「あだ名」をわざと呼んだことがありま~巾か？
①よくする。②ときどきする。③しない。

Ｄ（２）あなたは自分をいやな「あだ名」で呼ばれたことがあります了か？

①よくされる。②ときどきされる。③されない。霞鵬繊
囲鑪･諺とも
［麺鍵艤
□醜し､い

甲歴JZzFE

２年生の男子で加害傾向の生徒が減っている機子がうかがえるが、被害傾向の生

徒は逆に増えているので特定の生徒が加害行動を起こしている実態が考えられる。

その他の２年女子、３年男子はほとんど変化は認められず、このこともＣ同穣、心

情的に訴えていく地道な実践が望まれるのではないか。
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Ｅ（１） あなたは父母の職業や家のことで、悪口を言ったことがありますか？

①よくする．②ときどきする。③しない。

あなたは父母の職業や家のことで、悪口を言われたことがありますか？
のよくされる。②ときどきされる。③されない。

Ｅ（２）

鞭７iFiRl6Z鞭６il鞭ｊｉﾒﾄﾞＫ１６３噸元鞭１６２鞭６３噸ｉｆ燦

乞午Ｚ生年１１匙印】距厄Ｉ臣砥Ⅱ1厘匹ソ臣は：ＩＭＨ

ロ|;識ｉ
ｐＩＭ５ｂｈぃ

もともと、加害傾向の生徒は少なかったがこの設問も職業蔑視の実態を見るうえ

で軽視できないものである。２年の男女で被害傾向が噌加、３年女子で年を追って

増えている加害傾向の生徒数など見落としてはならない実態である｡このことも普

畷からの地道な実践に上宅て解決の方向を擦る必要が十分ありそうである。
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Ｆ（１）あなたは授業中、特定の人の発言をわざと邪魔することがあります力，？
①よくする。②ときどきする．③しない。

Ｐ（２）あなたは授業中、発言を邪魔されたり、ひやかされたりすることがありますか？
①よくされる。②ときどきされる。③されない。
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□諭しtぃ

各学年とも加害傾向が減り、関知しない生徒も増えている実態がうかがえるので

好ましい方向に向かっているようである。学級の日や普段の活動などが活発になっ

てきたことがこのような実態を生んできたのではないか。
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Ｇ（１）あなたはクラブや部活のとき、特定の人の邪臓やいやがらせをすることがあります

か？

①よくする。②ときどきする。③しない。

Ｇ（２）あなたはクラブや部活のとき、邪[H2されたり、ひやかされたりすることがあります

か？ 震ＩＤ認向
①よくされる。②ときどきされる。③されない。囲鎗`鑓と３

国li割Wｉ
ｌ酢

Ⅱ

’
１
●

１
Ｉ

２年生で加害傾向が増え、被害傾向が減り、関知しない生徒が減っていることが
Ｏ

いる。また、３年の女子では加害傾向が少しずつ蝋長ァし､愚ト郷鯰z-か1,,云鋤わかる。また、３年の女子では加害傾向が少しずつ増えている。上級生になり下級
生に対して先鍛風をふかしたくなるのだろうか。、
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Ｈ（１）あなたは掃除のとき、特定の人の机を運ばないことがありますか？
①よくする。②ときどきする。③しない。

Ｈ（２）あなたは掃除のとき、自分の机が運んでもらえないことがありますか？
①よくある．②ときどきある。③ない．
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嘘

２

Ｉ蟻

国i擁ｉｉ
□甑１，tい

掃除のとき、机を遡ぱないようなことは幼稚ないたずらだと考えられる。やはり
篭鑓が進むにつれ減少している
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Ｉ（１）あなたは、特定の人の指示を聞かないことがありますか？

①よくある。②ときどきある。③ない。

Ｉ（２）あなたは、自分の指示を聞いてもらえないことがありますか？
①よくある。②ときどきある．③ない。

I

Ｉ

Ｅｊｔ年月
ＤＬＶＵｍ冠几弔ＣＩＦ

生産ソＲＩ 臣店Ｉ１ｑＴ

四艤繊
□g旬i向い

無視はいじめの前兆と考えることができ、これもＣ同様に軽視することはできな

い・３年女子は横ばいだがその他は加害、被害ともに減少の方向に向かっている

学級のロや実践七場面などを通していろいろな活動が活発化してきたことがこのよ

うな結果をもたらしているようであるが、その人数は少ないとはいえないのでさら

に諸活劒を活発化していくことが望まれる
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Ｊ（１）あなたは人の机に落書きをしたり、評
がありますか？

①よくある．②ときどきある。
Ｊ（２）あなたは自分の机に落欝きをされたり、

たことがありますか？

①よくある。②ときどきある。

学用品にいたずらなどのいやがらせをしたこと

③ない。

学用品にいたずらなどのいやがらせをされ

③ない．
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Ｈ同様に人に対してではなく所有物にjｉｆするいたずらであり、幼稚ないたずらと
いえるわけだがかなり様子がちがう｡特に3午男子は加害傾向が減るどころか少し
ずつでばあるが増えていることがわかる。逆に彼書傾向は減っている特定少数の
生徒に対しておもしろがっていたずらをしていることも十分考えられる｡その他の
２年男女､‐３年女子は加害傾向が減っているので全体的にはこれで良いようである。
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Ｋ（１）あなたは、いやな掃除場所を人に押しつけたことがありますか？
①よくある。②ときどきある。③ない。

Ｋ（２）あなたは、いやな掃除場所を人から押しつけられたことがありますか？
のよくある。②ときどきある。③ない。

、
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’’’
１
１－１

’‐
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』

鴎７ZｉＦＨ

とも

□鞠ぬい

各学年とも年を追うにつれ加害傾向が減り、関知しない生徒が輔えている（２

擁女子ば例外で加害傾向が若干増えている。）特に問題はないだろう。
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Ｌ（１）あなたは、自分の仕事を人に押しつけたことがありますか？
のよくある。②ときどきある。③ない。

Ｌ（２）あなたは、自分の仕事を人から押しつけられたことがありますか？
①よくある。②ときどきある。③ない。
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・各学年とも年を追うにつれ加害傾向が減り、関知しない生徒が増えている。
３年男子が２年生のとさ；よ例外で加害頓１句が増えたりかなり他とは異なる標号
る。今後、原因を探りたい

ただ
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るとき．その人が適任でないのにいやな係に推麗したことがあり

①よくある。②ときどきある。③ない。
ろとき、自分7ｳﾄﾞ適任でないのにいやな係に椎I！§されたことがあり

Ｍ（１）あなたは係を決め

ますか？

Ｍ（２）あなたは係を決め

ますか？ ①よくある。②ときどきある。③ない。
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女子は２，３年とも年を追い、加害傾向が減り、関知しない生徒が増えているの

でこのようなことが改善されているようである。しかし男子については２年生は加

害傾向は減っているものの関知しない生徒は逆に減り、３年にいたっては加害傾向

が増えている。特に男子の中にこのようないじめが潜在していることがわかる。
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Ｎ（１）あなたは、弱いものいじめをしたことがありますか。

①よくある。②ときどきある。③ない。

Ｎ（２）あなたは、意味もなく、いじめられたことがありますか。

①よくある。②ときどきある。③ない。

●
■
Ｃ

ｓ
や
⑪

1１１
一読へ
~．a□.

】９．４

ＩＬｌ鍵
-二!ｿｰｰ｡

８
．
８
■
□
■
Ｄ
０
０
Ｄ
■
■
Ｄ
８
０
●
；
Ｃ
Ｇ
■
凸
■
〒
□
■
・
Ｐ
Ｏ
Ｄ
■
８
●
■
●
■
８
０
●
■
■
□
●
●
■
■
２
，
Ｉ
Ｈ
Ｉ
〒
；
・
■
８
８
５
口
８
６
０
．
．
８
０
８
■
；
ロ
。
。
■
０
冊

●▼▽●●Ｓ■■Ｇ０■Ｕ■■Ｂ■７』８■●●●▽ＪＤＢ■●●■■■■Ｂ■■。，○ｓ。。。○○・○○○。．｛．●■ＰＦ７Ｇ●■■。■２０●■■■■●ＢＴ●：曰○印引引印Ⅲ国別Ⅱ切川印Ⅱ切叫川叫叫汕卯印叩ⅢⅡⅡⅧ叩Ⅱ加川

ｑ２．８ づl■Ｏ

ＳＳ、４
7５

｡

５２．３
５７．８

Ｂ２．５ D･伊為一一ｏ
▲￣ロL■

．：：・・了

６口]も゛

８２．ｓ

ｃ
ｑ

Ｃ
二
■

｣●●●‐』｜、。『 7９６０ ７７９２
８２．４

LDF-

ＣＱ~..

鯵謹
１９．０
','完'“,ハ

チ塗#鯵

5０ 〆藪〆、》｛“
｛該螂露

ヂグケダ．~,~~ダダ

〃タグｼﾞｸﾞのj･

',嫁”ツヱ･お
〃”-/,,‐

２５．８
/'ケア,,.,，

Ｚ>;;〉ず′,．

!`髭乙」…
‐”-ｔ／「

箔遜
Pい▼⑪『=｡β

――ず2F!”.`わる

擁鰄麩
ア
ノ
１
．
〈
（
》蝋｜

露翻

2５ 篝蕊 １１．

韓ｉｉｉ

》
篝 霧霜警

》率

＝=＝託g屋等

63噸

2年生 蕊|i醤 63鞭ｊｉ鱸
２姓３戦

鬮鴎繊
囲艫･まと
画li鋼ｉ
□鋼１，tぃ

各学年とも関知しない生徒が増えていることから、

うである､活発化した諸活動がこのような結果をも）
ただ、女子に比べ男子の力､雲緬楡の入職☆鐘し、

千二℃閑却し砿ぃ室瀝か増えていることから、いじめはかなり減っているよ

る､活発化した諸活動がこのような結果をもたらしたことは十分考えられる。
女子に比べ男子の加害傾向の人数が多い。
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Ｏ（１）あなたは、弱いものいじめを見たとき、やめるように１４鐙したり、やめさせたこと
がありますか？

①よくある．②ときどきある。③ない。④いじめは見ない．
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③と答えた生徒を２年前と比べると男子は２倍（12％→25％），女子は３倍（12％

→３３．３％）と急に増えている。これはいじめを「いじめを見て見ぬふり」をしている

生徒が急増していることを示している。Ｎよりいじめが減ったことが分かったが、本

当に弱い立場の人に手が差しのべられていない実態が浮かんでくる。
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Ｏ（２）あなたは、い【:｣bられたとき、助けてもらったことがあります可か？

①よくある．②ときどきある。③ない。④いじめられたことはない。
１
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壜
四
国
ロ

甲1だｚ」

①と答えた生徒が徐々に減っている。つまりいじめられっこが助けられない実態か

ある。しかし、いじめが減っていることから当然のことかもしれない。

Ｏ（３）あなたの勢Mtには、弱いものいじめを注意したり、や$bさせたりする人がいますか？
①いる。②少しは、いる。③いない。④いいかはない。

10 １
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７
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２

③と答えた生徒が２年前と比べると大幅に減っている（男子は14％→4.3％,女子は
5％→2.2％川.①と答えた生徒の減少はいじめ自体の減少に起因していると思われる
が、諸活動の活発化によって助け合いの精神が少しは具現化したものと考えられる。
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（Ｓ）三三ととむ＞

３年間の研究および実践の成築を見るために３年間同じ質悶を実施したが、おおむ'ね

好ましい方向へ生徒は変容していることがわかった。これは特括研究部を中心に実践し

てきた実践七渤面．学級の日自然愛護活動などで非舗に活発化したさまざまな活動の

糟果だと考えられる．生徒同士の話し合いや活動を通しての助け合いが功を奏したので
あろう．

しかし、ＣとＯ(1)で分かったように、いくら努力しても直らない顔つきなどによる

いじめやからかい．本当に弱い立場の生徒に手を差しのべない実態などは大きな問題で

ある。このようなことはテレビを代表とするマスコミの影響も十分考えられるが．教科

の援業や道徳で生徒の,ＭＨに訴えていく面がいま一歩足らなかったこととして反省し、

今後の研究の糧としていくことを職調していかなくてはならない．また、このような結

果は生徒の意識の向上のたいとも取れることも付け加えておきたい“

<爾涜撚議〉

．灰色の菱～プ

’○○気ん,ｏＣａｗ]桁導弓万針

・農蹴7場面②ｉｂ時間｡縮Ｊ謙飾'まとうとらえていきか？又.ﾛ禍蒋5なし、
諒扉さ塵ｲ剛砂，とらえているか？

八

．１卑鯏詮全科でr白人珂硬亀ヒト､ﾌﾞ背斜の根1,にっ,之．
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1V、研究の成果と今後の課題

従来、同和教育に対して関心の薄かった教師集団が、学校同和教育とは何かと

考え、手探りの中で出発した研究である。私たちはまず、人権教育の充実をめざ

して積極的に取り組んでいくことが本校の生徒と地域の実態に即した同和教育に

なると考えた。次に本校においての同和教育の現段階での目標は、この素地づく

りを逮成することだと考えた。同和教育は全教科・全領域で取り組まなくてはな

らないという認識のもとに研究・実践を進め、いろいろな機会・場面をとらえて

人権意識.･豊かな心情の醸成に努めてきた。その研究実践の中で教師、生徒共に

同和問題に対する関心も高まってきている。さらに、桜々な実践の中で教材の研

究も進み、指導の方法・生徒への接し方も、より生徒一人ひとりを大切にする方

向で進展してきた。

生徒の活動や実態に関しては、学校生活における集団活動の中にあっては、生

徒自身が自分を大切にし、さらに他を大切にしようとする言動が随所に見られ、

ごく自然のうちに人権意識が高揚してきているように思われる。また、全体的に

いじめたりいじめられたりする生徒が減少していることが生徒の実懸調査にも現

れている。．

しかし、生徒の実態は、いわゆる調査だけでなく実際の活動を見ないと的確に

把握することは難しい。今後も教科・学級指導・学級会活動・朝の会・帰りの会

や学校行事、本校で取り入れた一分間スピーチ、学級の日など生徒の動きが現れ

易い機会をとらえ、一人ひとりの生徒の気持ちや、その置かれた状況をしっかり

把握し、生きた場面での指導をしていかなければならない。実践力を高めていく

ためにはそれぞれの場面で教師の目的意識を持った働きかけが必要であり、それ

により生徒が人権とはなにかという意識をより明確に持つようになる。その積み

重ねが日常の活動の中に現れてくるものである。例えば、体育祭の取り組みでは、

毎年綴割り色別を取り入れており〈色別練習においても例年以上に３年生が１，

２年生をやさしく熱心に指導するなど、好ましい人間関係が見られた。それは日

常の部活動における練習においてもいうことができる。

また、地域ならびに保護者に対する啓発活動については学校同和教育の推進に

はぜひとも必要なことである。そこで、今年度は４回にわたって夜７時から行わ

れたＰＴＡの地区別懇談会の始めに、毎回「同和問題の解決のために」という映

画を上映した。また、日曜授業参観の機会を利用してビデオで本校の研究につい
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て説明し、理解と協力を求めた。さらにＰＴＡ広報紙「ききょう」でも、この

研究を話題としてｼﾘｰｽﾞを組んでとりあげ､広く一般保護者の人権問題に対す
る関心を高める取り組みをしている。これらの内容が家庭で話題となって子供た

ちに与えた影響は大きいのではないだろうか．しかし、今年度までの取り組みで

はまだまだ充分なものとはいえない。今後、この面での取り組みを充実していか
なければなるまい。

この研究を撮り返ってみると、現実には限られた人員と時間の中で、幅広い領

域においてどれも完全にしていくことは極めて困難で、まだまだ追究が不十分なＯｒｊＰ・

状態であるが、試行錯誤の中で生み出されたものは大きい。何をどうしたら良bU--◆□

かもわからずに始めた研究であったが､、胴が一丸となって人権意識を生徒に根

づかせる取り組みを行ったことと、生徒と共に活動しながら生徒の心を豊かに育

てるという､教育の基本に戻ることでこれらの藤が得られたのだと考えたい。
ここで培われた同和教育を受け入れる素地の上に社会科等の教科における差別と

人権の指導も、より実り多いものになってくるはずである。また、実践内容相互
の関係の有機的なつながりと論理的な裏付けが弱いという批判は受けても当然か

もしれない。従って、これからの研究の進展のためには、論理的にまとめ、さら

に検証する必要があると考えている。そして、この研究の各領域を取り上げて、
－つひとつ深化させることも課題として残っている。

これまでに述べてきた成果は、あくまでも短期間の取り組みにおいて見られた

ものである。しかし結果には、すぐ現れるものとそうでないものがある。教育と

いうものを総合的に見た場合、その真の成果は、子供たちの少なくとも１０年、

２０年先を見なければわからない。我々の研究の成果にも同様なことが言えよう。

我々は、今後も子供たちが主体的に自分自身で考え判断し、創造的．積極的に

行動し、問題を問題としてとらえ、解決のために行動できるようにするために今
後とも樋会を設け、働き掛けをより効果的なものにしていきたい。
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＜ご指導をいただいた先生方＞
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先
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先
先
先
先
先
先
先

三重大学教授

茨城県北相馬郡利根町立利根中学校長

中教育事務所指導主事

伊勢原市教育委員会指導主事

伊勢原市教育委員会指導主事

伊勢原市教育委員会指導主事

伊勢原市教育委員会指導主事

伊勢原市教育委員会指導主事

伊勢原市立高部屋小学校教頭

く研究に携わった職員＞

学校長三橋修教

研究主任山下登研究

特別活動研究部

・川口秦孝桐山多美子

石川茂雄宮崎和美

北島昌人馬場めぐみ

教科研究部

・佐伯正一柏木平

渡辺一夫西尾幸子

道徳研究部

・小瀬材一郎田中陽子

森加代子小堀滋

調査・資料研究部

・橋本貴永鈴木恭子

事務主事関口晶子

校務整備員萩原文隆

教頭近藤俊二

研究副主任浦野英文

和田央

坂井勝

川口久鮭

米本幸子

朗
恵
一
千

間
元

坂
松 鍛代道信

佐久間正男高橋健一

く旧同人＞(敬称略）

長鶴寛末政豊次脇

北村帆波小華和三舟

齋藤初美頼住一美

久須美八重

矢口正美

大村菊代

渡辺静夫

関水恵子
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